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プロローグ１




　ナーガとハリガンの二人は一の砦とりでにある居住棟の簡素な一室で向かい合っていた。

　ハリガンは、いつもの薄手で肌の露出の多い衣装を着て床しよう几ぎに腰をかけている。

　当初は魔女たちの衣装にずいぶん驚かされたナーガだが、最近ではだいぶ慣れてきた。

　おかげで、来たばかりの頃のように彼女たちの恰かつ好こうに目を奪われたり、よからぬ（？）ことを考える機会も減って──完全になくならないのは男として仕方がない──いた。

　ナーガのほうは今日も、この世界へ落ちてきたときの派手な色合いの筒袖に筒つつ袴ばかまという恰好で、やはり床几に腰を下ろしていた。

　というより、それしか着る物がないので、ずっとその衣装を着きた切きり雀すずめになっている。

　いま二人はカサンドラ王国軍の兵力や出方について検討をしているところだった。

　相手の出方が読めないと、こちらの作戦も細部が決められないのだ。




　エインの砦を偵察してきたユウキは、

「わたしが見た時点で千人くらいいたと思うけど、たぶんまだ増える」

　と言っていた。

　ということは、最終的に何人まで兵数が増えるのかが問題となる。

「その辺、どうなんだ、ハリガン？」

　とナーガが確かめたところ、ハリガンの答えはこうだった。

「カサンドラ王国の最大動員兵力は、たぶん二千を少し超える程度ではないかな。新たに市民から徴兵して、そのすべてを投入すれば二千五百から三千も不可能ではないと思うが、そこまではしないだろう」

「どうしてそう思う？」

「少し前に人の国同士の戦いくさが終わったばかりなのだ。だから、自国の民に無む理り強じいはできないだろうというのが一つ。それと、他国の動向にも気を遣わなくてはならない、というのが一つ」

　ナーガが、ん？　と眉を顰ひそめた。

「他国の？　どういうことだ？」

「周囲の国々との抗争は沈静化したとはいえ、そして教会側の後押しがあるとはいえ、隙を見せれば即座につけ込まれる。ここはそういう世界なのだよ」

「なるほど。隙を見せたらつけ込まれる……か。どこかで見聞きしたような話だな」

　瞬時、ナーガは凄絶な笑みを浮かべたが、それも直すぐに消えた。

「つまり、本拠の守りを極端に薄くはできないってことなんだな」

　ナーガの顔に一瞬だけ浮かんだいつもと違う笑みが気になったハリガンだが、今はそれを追及している場合ではない。

「そういうことだ。新たに民を徴兵したら、王都の守りが手薄になっていることを周囲の国々に知られてしまう。新たに徴兵した兵をこちらに派遣すれば、王都が空っぽだと喧けん伝でんするようなものだ。王都に守備兵がいないことを知られると、周囲の国々が空き巣狙いのような行動を起こす可能性がある。だから新たな徴兵は難しいし、王都を空にするような真ま似ねもできない」

「で、二千……というわけか」

「吾われはそう見る。現状ではそれで限界だろう」

「となると、襲撃は……そうだな、そのカサンドラ王国とやらがどこまでの準備をしていたかにもよるが」

　ナーガはユウキが描いた絵地図を手に取った。

「エインの砦とりでからこちらには都市も集落もない。兵ひよう糧ろうを集積できるような砦もない。となると、侵攻軍を支えるための兵糧は自分たちで運んでこないとならないわけだ」

　地図に目を落としたまま、ナーガはぶつぶつと呟つぶやいている。

「であれば、輜し重ちよう部隊に三百から四百は割さかないとならないだろうな。実戦部隊は千六百から千七百前後になるか？　まぁ、相手が戦いくさの期間をどのくらい想定しているかにもよるがな。そして兵装、兵糧、戦術の徹底などの要素を考えると……」

　地図から顔を上げたナーガは、ハリガンに対してこう言った。

「開戦は十日後くらいか」















　ハリガンは難しい顔で応えた。

「十日後か。ほとんど余裕はないな」

　ナーガは、くくっ、と笑って頷うなずいてみせる。

「ほとんどどころか、まったくない」

　彼の笑みは、難題を、難局を、どこか楽しんでいるような、ある種開き直ったとでも言うべき類たぐいの笑みだった。

「だが、このあいだ逃げ帰った連中が捨てていった武器が山ほどある。弓矢の用意をしなくて済むのはありがたい。それに馬も手に入ったしな」




　そう、このあいだ砦とりでを一時的に占領したカサンドラ王国軍部隊を追い払った際に、敵は手にしていた槍やりや弓を放り出して逃げていった。

　それらを拾い集めるだけで、ナーガたちはかなりの量の武器を労せずして入手することができたのだった。

　だが魔女たちは、剣も槍も弓もろくに扱ったことがない。

　それらを拾い集めたとしても役に立たないはずだが。

　ナーガは何を狙っているのだろうか。




「それにしても、馬に乗る日が来こようとはな」

　とハリガンが小さなため息を吐ついた。

「そんなこと言ったって、馬より速く走れそうなアイスならともかく、おまえはそうじゃないんだろう？」

「さすがに競走となったら馬とアイスには敵かなわんよ」

「ずいぶんと憂鬱そうな顔だな」

「正直な話、馬に乗るのはあまり気が進まんのだ」

「どうして？」

「いや、だから、なんというか」

　ハリガンは少し視線を彷徨さまよわせていたが、やがて諦めたように首を左右に振った。

「恐こわいではないか」

「おまえが？　恐い？　馬が？」

「笑うな！」

「いやいや、べつに笑っちゃいねえぞ。ただ、おまえにも恐いものがあるんだなぁって思って驚いたぷっ」

「笑っておろうがっ！」

　びし！　とナーガを指さしたハリガンの髪の毛がぞわりと蠢うごめいて持ち上がったのを見て、ナーガは慌てて掌てのひらを振った。

「待て待て。正直な話ってことになれば、じつは俺おれも少し恐こわいんだ」

「な、なに？」

　ハリガンの髪の毛がだらりと垂れ下がったので、ナーガは安あん堵どの息を吐はきつつ言った。

「どうも俺の知ってる馬とは感覚が違うような気がしてなぁ」

　ハリガンは怪け訝げんそうな顔になって訊きいてきた。

「どういう、ことだ？」

「俺にもよくわからないんだけどな。たぶん、俺が昔乗っていた馬はもっと小さかったんじゃないかな。なんというか、体に馴な染じんだ感覚と馬の大きさがどうも一致しない」

「そうか。喪なくした記憶……な。思い出せたこと、まだ増えないか」

　とハリガンが沈痛そうな顔で訊くと、ナーガはあっけらかんと応えた。

「あんまり……というか、ほとんど増えないな。けどまぁそれはいいんだ。焦らず、じっくり、おいおいと、だよ」

　どちらが記憶喪失の当事者かわからない言い草だ。

「それより馬の話に戻るがな」

「お……おう？」

「大きかろうと小さかろうと馬は馬だ。乗りこなせるならむしろ大きいほうがいい。速く走れるし、耐久力もあるわけだからな。おまえたち魔女は、たしかにふつうの人間に比べれば走るのが速いし耐久力もあるけど、それでも馬にゃ敵かなわないんだ。便利で効果があるんだったら、なんでも使う。そのくらいの覚悟でいたほうがいいぞ？」

「そう……だな」

「いざとなったら俺が助けてやる」

　ナーガが笑いながらそう言うと、ハリガンは疑わしそうな目を向けてきた。

「助けるとは具体的にどうするのだ？」

「そうだな。落馬したおまえを拾ってやるとか」

「落ちる前になんとかせい！」

「怒らなくてもいいだろ。そうだな。じゃあ……俺の馬に一緒に乗るか？　それなら自分で馬を操る必要もないし、落馬する虞おそれもないぞ？」

「お、そ、そうか。なるほど、それも悪くはないかもしれんな」

「その代わり落とされないようにしっかりとしがみついていてくれないと困るぜ？　こう、俺の腰に手を回して、おまえの胸が俺の背中にぎゅうっと密着されるくらいには腕に力を込めて抱きついてもらわねえとな」

「それが狙いかっっ！」

　またもやハリガンの髪の毛が束になって、ぶわっと持ち上がった。

「うわわ、待て待て、冗談だ！　冗談だから髪の毛で殴ろうとするな！」

　ナーガが眼前で勢いよく掌てのひらを振ると、持ち上がったハリガンの髪の毛の束がはらりと落ちたので、ナーガは内心でため息を吐つく。

（こいつの髪の毛、洒落しやれにならないくらい硬くなるからなぁ。あれで思い切り殴られたら、本当に死ぬぞ？）

「話を。話を戻そう」

「吾われに異存はないがな」

「まぁ、乗馬に関しちゃ、少し練習すればなんとかなるだろ」

「そうだな。吾も子供の頃に少し乗ったことがあるから、また練習をすれば、昔の感覚を思い出せるかもしれん」

「ああ、乗ったことはあるのか」

「前にも言ったと思うが、以前は馬を扱っていた漂ひよう泊はくの民たみが黒の森を訪れることもあったのだ。だから、他の氏族と一緒に馬を買って育てたりしたこともあった」

「他の氏族ってのは、魔女のことか？」

「そうだ。これも言ったと思うが、黒い森には幾つか魔女の氏族がいるのだ。もっとも、その多くとは付き合いが浅いが、今でも交流のある氏族が一つや二つはあってな」

　というハリガンの言葉に、ナーガは何かを考える素振りを見せた。

「他の氏族……そいつらに協力を求めるってのは無理なのか？」

　というナーガの問いかけに、ハリガンはあまり浮かない顔で応えた。

「先ほども言ったが、あまり深い付き合いではないのだ。それに、魔女の一族というのは自分たちの集団だけでまとまっているので、他の氏族のことを考えている奴やつなど、ほとんどおらんよ。ましてや自分らの立場を危うくしてまで他の氏族を助けようという奴が出てくるとは思えんな」

「そうか。おまえたちも同じなのか？」

「例えば別の一族が人の軍に襲われたから助けてくれと言ってきたとしよう。だが、おぬしも見たとおり、我らも人手が足りん。決定的に足りん。ここから五人、六人と人を遣やっただけで、カサンドラ王国軍の物見部隊さえ追い払えなくなる」

　ナーガは腕組みをして、難しい顔で頷うなずいた。

「そう……だな」

「他の一族も似たり寄ったりだよ。自分たちの支配領域を守るだけで手一杯なのだ。他の一族を助けようとして自分たちが滅んでしまっては本末転倒だろう？」

「他の一族が滅べば、自分たちの立場もさらに危うくなるだろうに。ほれ、『唇滅べば歯寒し』って言うじゃないか」

「……言うのか？」

「いや……言ったと思うんだがな」

　ナーガはしきりに首を捻ひねった。

「言いたいことはわかる。唇がなくなってしまえば、次に寒風にさらされるのは、剥むき出だしになった歯だぞ、というのはな。だが、そんなふうに将来を見通せる者は、残念ながら今の魔女にはおらんな。いや……手伝ってくれるやもしれん奴やつが一人いるにはいるが……それもあとの話だな。今回の戦いくさでは、全員が統率の取れた、作戦どおりの行動を取らねばならんからな。いま他の氏族の奴を入れれば、どこかで間違いが起きる。混乱が起きる。それでは困るだろう？」

「ああ、そのとおりだ。今回の作戦については、全員が一糸乱れぬって感じで動いてくれないと困るな」

「それに、だ。この戦に勝てれば、様子見をしている魔女たちが考えを改めるきっかけになるやもしれん。吾われらの呼びかけに耳を傾ける気になるやもしれん。そのためには、まず吾らが、ハリガン一族が勝たねばならんのだ」

　とハリガンが力強く言った。

「じゃあ予定どおり、俺おれたちだけでやるしかねえわけだ」

「うむ」

　ナーガは、わかった、と大きく頷うなずいてから言葉を継いだ。

「その件はそれでいいとして、話を戻そう。こちらの作戦は、先日に説明したとおりだ。敵が攻めてくるまでにどれだけの準備ができるかが成否の鍵だと思ってくれ」

「十日後か。それまでに用意を済ませなくてはならんわけだな」

「いや、現地に運んで向こうで用意をする時間も必要だ。それにカサンドラ軍がこちらの読みより早くに進発する可能性がないわけじゃない。だから、そうだな、六日後か、遅くとも七日後にはだいたいの準備を終えておきたい」

　ハリガンは顔を上げ、部屋の天井を睨にらむようにして言った。

「六日か七日後か。不眠不休になりそうだな」

「それはもう諦めてくれ」

「かまわんよ。それでこの砦とりでが、黒の森が守れるなら、なんだってやるさ。しかし」

　ハリガンの顔に初めて不安の翳かげが差した。

「本当にあんな物でカサンドラ軍が撃退できるのか？」

「それはもう説明しただろ。戦ってのは質より量なんだよ。おまえたち魔女みたいな一騎当千の兵を以もつてしても二千は相手にできない。地形がもう少し複雑なら、夜襲とか伏兵による奇襲とか、いくつか手段は考えられるが、それも無理そうだしな。となると、兵数で対抗するしかない」

　ナーガは力強くそう言うのだが、ハリガンはなんとなく情けなさそうな顔だ。

「兵数といっても、アレでは……」

「見た目なんかどうでもいいんだよ。与えられた仕事を不平も不満もいわずにこなすんだ、いい兵士じゃねえか」

　そう言ってナーガは、うははは、と高笑した。

「剛ごう毅きな奴やつだな」

（言い換えると、頭の螺ね子じが一本抜けているのではないかと……）

「なんだ？　作戦にまだ何か疑問でもあるのか？」

「いや、作戦にはないよ」

（おまえにはあるがな。どこの何者だ、とかな）

　とハリガンが内心で皮肉を言っていると。

「それより。そろそろ実際の兵隊作りと兵の訓練に取りかかろうじゃないか。時間はないんだ、急がないとな」

「そうだな。時間がない。今日からは夜通しの作業になるな」

　床しよう几ぎから立ち上がったナーガとハリガンは、板敷きの簡素な部屋を出ていった。




　ナーガはどんな作戦を描いているのか。

　二人が「作る」兵隊とはなんなのか。

　カサンドラ王国軍が攻め込んでくるまでの十日間で、どんな準備を調ととのえようというのか。




　二十対二千の戦いは、すでに始まっていた。

　これが魔女と人との戦争の始まりであり、ナーガの戦いの始まりでもあった。






















プロローグ２




「ハリガンたちの様子はどうじゃ、エリュシオーネ？」

　と訊きいたのは、背は低く凹おう凸とつのない華きや奢しやな体つきの魔女で、独特の意匠の頭の被かぶり物が目を引いた。

　顔の造ぞう作さくは幼く可愛かわいらしく、見た目は十歳にも満たない幼女のようだ。

　着ている物は薄くて露出の多い短たん裳もで、凹凸のない細身の体型に似合っていた。

　けれど彼女の顔には見た目の可愛さに似合わぬ不敵な表情が浮かんでいる。

　醸しだす雰囲気も経験に裏打ちされたと思われる自信に満ちていて、その不釣り合いさが見る者を不安に陥おとしいれる。

　一方、エリュシオーネと呼ばれた魔女は十代後半だろうか。

　片かた膝ひざを落とした体勢だから背の高さは判然としないが、少なくとも相手よりずっと背が高く、顔つきも凜り々りしかった。

　羽織ったマンテラを体に巻きつけるようにしているので体の線はわからない。

　が、少なくとも問いを発した魔女よりは年上に見える。

　ところが、エリュシオーネは、

「それが母かか様さま」

　と応えた。

　幼女に向かって「母様」と呼んだのだ。

　幼女のほうも、そう呼ばれるのが当然という顔だった。

　それもそのはず、この見た目が幼女な魔女の名はヴィータ・スールシャール・スレイマーヤと言って、黒の森でハリガン一族の支配領域に隣接する地域を支配するスレイマーヤ一族の長おさなのだった。

「カサンドラ王国軍が総力を上げて黒い森へ攻め寄せてくるという話、どうやら本当のようですね。いまエインの砦とりでに二千近い軍勢が集まっています」

　ヴィータは微かすかに眉を動かした。

「二千!?　本気の数字じゃな。で、ハリガンたちは何をしておる？　逃げる準備か？」

「いえ、それが」

　報告をするエリュシオーネという魔女の顔に戸惑いの色が浮かんだ。

「戦いくさの準備をしています」

「なんじゃと！」

　ヴィータは目を剥むいて小さく仰のけ反ぞった。

　体勢を戻した彼女は覗のぞき込こむようにエリュシオーネの顔を見る。

「戦うつもりなのか!?　それにしては吾われらに助力を乞こうてこんな。まさか自分たちだけで玉砕するつもりか？　いやいや、ハリガンはそこまで阿あ呆ほうではなかろうに。いったい何を考えておるのだ、あ奴やつは」

　幼い外見に似合わぬ話し方をするヴィータは、吐はき捨てるように言った。

「あ奴やつらが人に追われれば、次は吾われらが人の矢や面おもてに立つことになる。じゃから助けを乞こわれれば、少しくらい力を貸してやってもよいと思うていたのじゃがな」

「ハリガンは一族のほぼすべてをカサンドラ王国軍との戦いに投入するようです」

　ヴィータは頭の中でハリガン一族の見知っている魔女の顔を数えた。

「一族すべてといっても、あ奴らは今、たしか二十人かそこらしかおるまい？　すべてを投入したところで焼け石に水じゃろうて」

「奴らの本拠が空っぽなら、ちょうどいい機会です、我々で連中の砦とりでを一つ二つ、いただいてしまいますか？」

　エリュシオーネを見るヴィータの目が細められた。

「おまえも阿あ呆ほうじゃのう、エリュー」

「う……」

　ヴィータに蔑さげすんだ目を向けられ、エリュシオーネが言葉に詰まる。

「いまハリガンたちの背後を襲って連中の砦を奪ったからといって、吾らの利益になると思うのか？」

「なりま……せんか？」

「そんなことをしたらハリガンの一族が滅ぶのを早めるだけじゃ。先も言うたように、奴らが滅べば、次に人の矢や面おもてに立つのは吾われらなのじゃぞ？　ハリガンたちには、できるだけ頑張って人の軍を支えてもらわんとならんのよ」















「はぁ、なるほど」

（こいつ、魔力は高いし戦闘力もあるが、基本、馬ば鹿かじゃからのぉ。こういう複雑な話は理解できんか）

　ヴィータは、ふぅ、と小さなため息を吐ついた。

（吾のところにも、レラのような賢い魔女が何人かほしいものだの）

「母かか様さま、何か？」

「ふん、なんでもないわ。それよりハリガンたちの動きから目を離すでないぞ、エリュー。もし奴やつらが人の軍に追い散らされるようなら、人の軍は黒の森まで侵は入いってこよう。最悪、そのまま吾らの領域にまで手を伸ばしてくるやもしれん。吾が子らを全員集めて臨戦態勢を取らせておけ」

「わかりました、母様」

「見張りはぬしに任せるがな、へまをするなよ、エリュー？」

「これは母様のお言葉とも思えません。このエリュシオーネ、今までにへましたことなどありましたか？」

「ああ？」

　ヴィータがぎろりと目を剥むいた。

「吾はそういう冗談があまり好きではないな、エリュー」

「……」

「今までにお前がへまをした回数を吾が数えているあいだに一日が終わってしまうと思うがな」

「…………」

「今回は特別に大事な見張りぞ。わかっておろうな？」

「……もちろんです、母様」

　鷹おう揚ように頷うなずいたヴィータは厳おごそかに告げた。

「へまをしたら裸に剥いて木から吊つるす」

　エリュシオーネは小さく顔を歪ゆがめ、か細い悲鳴を上げる。

「なんとご無む体たいな！」

「それが嫌だったら、しっかりと見張り、委細漏らさず吾に報告をせよ」

「しょ、承知しております」

「では行け」

「はっっ」

（母様はやると言ったらやるお方だ。任務に失敗すれば、わたしは素っ裸で木から吊され……他の魔女たちに突っつかれたり叩たたかれたりして遊ばれてしまう）

　額に冷や汗を浮かべながらエリュシオーネが立ち上がった。

　立ち上がってみると、やはり彼女は上背があって、ヴィータの頭があるのはエリュシオーネのお腹なかの上、胸の下辺りだ。

　ところが。

　立ったエリュシオーネの頭の位置が少しずつ下がっていく。

　マンテラで体を隠しているので本当に背が縮んでいるのかどうかわからないが、少なくとも傍はたで見ている分には彼女の背が縮んでいるように見える。

　直すぐにエリュシオーネの頭が目の前に立つヴィータの頭の高さに並んだ。

　それでもエリュシオーネの頭の降下は止とまらない。

　ヴィータの腰の位置まで沈み。

　膝ひざの位置まで沈み。

　頭が板敷きの床に接するまで下がったところで降下が止まった。

　頭だけが床の上に載っている様は、まるで生首が置いてあるようだ。

　その状態でエリュシオーネが口を開いた。

　知らない人間が見たら、腰を抜かすこと請け合いの異様な光景だった。

「何かありましたら、適宜、ご報告を入れます」

「くれぐれも重ね重ねくどいほど言うがな、エリュー。油断するなよ。人の軍にも、ハリガンにもだ」

「承知しております」

　床上に残っていたエリュシオーネの頭が不意に沈み、消えた。

　床には彼女が羽織っていた薄茶色のマンテラだけが広がっている。

　ということは、エリュシオーネの背が縮んだのではなく、魔法で自分の体をこの場から消した、つまり別の場所へ移動させたのに違いない。

　主あるじのいなくなったマンテラを見ながら、魔女の長おさヴィータは小さく呟つぶやいた。

「ハリガンめ、何を考えておる。というか、吾われらに迷惑をかけたら承知せんぞ。もしそんなくだらない真ま似ねをしたら、裸に剥むいて尻を百叩きしてやる。貴様の尻は大きいからのう、叩きがいがあるわ」

　それから彼女は、木造の建物の梁はりが剥むき出だしの屋根裏を鋭い目つきで見上げる。

「にしても、らしくないわ、ハリガンの奴やつ。奴らの集団に何か変化があったか？　まさか、森を下りた先代が戻ってきた……いやいや、それはないの。だいいち、今さら戻ってきたところで……だったら……」

　腕組みして考え込んでいたヴィータは、やがて頭かぶりを振って腕組みを解ほどいた。

「まぁ、よいわ。奴が何を考えているかはともかく、カサンドラ王国が総力を挙げて森を奪とりに来たのなら……この先、状況は大きく動くな。いや、もしかすると時代そのものが動くのやもしれん」

　幼女のような魔女ヴィータは、くくくっ、とほくそ笑むように笑い出した。

「だとすれば、吾われは大変な時代に居合わせてしまったことになる。はっ、面白い。面白くなりそうではないか。はははっっ」

　他に誰だれもいない部屋にヴィータの甲高い笑い声だけが響いた。















第１章　開戦前夜





　１






　カサンドラ王国軍がエインの砦とりでを進発するのは十日後くらいだろうとナーガは読んだ。

　多少の幅を持たせて考えると、早ければ七日から八日後、遅くても十二日から十三日後には動き出すことになるはずだ。

　ナーガやハリガンたちが戦いくさ支度を調ととのえるにはほとんど……というより、まったくと言ってもいいほど余裕はなかった。

　ナーガの作戦を実行するためには、アレの数を揃そろえる必要がある。

　魔女たちは総出で戦の準備に取りかかり、寝食を惜しんで作業に没頭した。

　戦の準備のため、ハリガンは自らが率いる一族の魔女のほとんどを招集していた。

　もっとも魔女たちの場合、血縁集団というわけではないから、一族というより一党と呼んだほうが相応ふさわしいのかもしれないが、ここでは慣例に従って一族と呼んでおく。




　集まった魔女は族長ハリガン以下、次のような者たちだった。




　アイス・アイシュリア・ハインドラ。




　ユウキ・ユウミ・ハインドラ。




　レラ・ライラ・ハインドラ。




　ノノエル・ノリス・ハインドラ。




　リンネ・リリカ・ハインドラとリンナ・リルカ・ハインドラ（双子）。




　クゥ・クゥネリアス・ハインドラ。




　ケイ・カネーシュ・ハインドラ。




　セレナ・セレンディティ・ハインドラ。




　エレオノーザ・エリューシュ・ハインドラ。




　ミモーネ・メモリール・ハインドラ。




　イクシーヌ・エレノ・ハインドラ。




　ジーニアス・ジオレット・ハインドラ。




　サッハ・ゼクセス・ハインドラ。




　ネネル・メメナ・ハインドラ。




　アルルカン・ニャ・ハインドラ。




　ナッシサス・スッサ・ハインドラ。




　ハリガンを含めて、総勢十八名という陣容である。




「二千を相手にするのに十八人とはな。俺おれを含めても十九人だ。ははは、こいつぁ笑えてきやがるぜ」

　ハリガンは目を細め、自じ嘲ちよう気味に笑うナーガを見た。

「まだ森の中にある砦とりでに数名の魔女を残しているが、森の中の砦をすっからかんにしてしまうわけにもいかんのだ。というわけで、今回の戦いくさの戦力として使えるのはこれだけだと思ってくれ」

　ナーガは笑いを納め、真剣な顔になって頷うなずいた。

「まぁ、無い物ねだりをしても仕方がない。これしかいないのなら、これでやるだけだ。というか、これで勝つ方法を考えるだけだな。とはいえ、各人がどんな能力を持っているのかは把握しておかないとな」

「わかっておるよ。今から吾わが娘むすめらの魔法を説明する」

　とナーガに告げると、ハリガンは初めて顔を合わせる魔女たちを紹介しつつ、彼女たちが使う魔法について、ざっと説明をしていった。

　念のために話の内容をレラが雑記帳に書きつける。

　とはいえ、ナーガはレラの呪じゆ符ふを体に貼りつけていても文字は読めない。

　呪符はあくまで相手が話す言葉を翻訳して脳内に響かせるだけだ。

　ナーガは必死に文字を習得しようとしている最さ中なかだが、今回は間に合いそうもなかった。

　だから、レラがハリガンの話を記すのはあくまで念のためである。




　ハリガンの説明が一通り終わると、ナーガは聞いたばかりの各人の魔法、特殊な能力を思い起こしながら己の作戦に若干の修正を加えていく。

　が、それほど大きな修正は必要ない。

　この作戦は、ハリガンやノノエル、アイスやユウキといった、すでにある程度ナーガがその能力を把握している魔女を中心に組み立ててあるからだ。

　それを再確認すると、ナーガは改めて仕事の割り振りと段取りを決めていった。
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　ナーガは勢せい揃ぞろいした魔女たちを前に一席ぶった。

「とにかく時間がない。可能な限り作業を急いでもらいたい。同時に、戦いくさにおける自分の役割も把握、理解するよう努めてくれ」

　魔女たちを見回したナーガは、例によってユウキがそっぽを向いていて聞いているのかいないのかわからなかったので、名前を呼んでみる。

「なぁ、ユウキ？」

　ぴくりと体を震わせたユウキは柳りゆう眉びを逆立てて首を巡らせた。

「はぁ？　なんでわたしの名前を呼ぶのよ。気持ち悪いから止やめてくれる？」

（どうやら聞いてはいたようだな。だったら、注意をする必要はないか）

　と思ったナーガは、上手いこと持ち上げてその気にさせようと試みる。

「いやいや、おまえの役割が大事なんでな。言い換えれば、この戦の準備が上手く行くかどうかはおまえの双肩に懸かっていると言っても過言じゃない」

「そ……そんなことわかってるから。言われなくても仕事はちゃんとするから、いちいち名前呼ばないでよ。なんか、わたしが出来の悪い子供みたいじゃないの」

「あぁ、悪かったな」

　おざなりにそう謝りながら、ナーガは内心で舌をぺろりと出す。

　ハリガンがナーガの話を引き取った。

「ユウキもだが、お主らのこれからの働きに、吾われら一族の将来が懸かっているのだ。この戦の勝敗に魔女の未来が懸かっているのだ。勝てば未来が開ける。だが、負ければ吾らにこの先はないぞ。吾ら一党だけの話ではない。黒い森に棲すまう魔女たちすべての未来が懸かっていると言っても過言ではないのだ。みな、死に物狂いで働け」

　ハリガンの言葉に若い魔女たちは全員が真剣な面おも持もちで頷うなずいた。




　こうしてナーガとハリガン一族の魔女たちは、攻め寄せてくるカサンドラ王国軍を撃退するための準備に邁まい進しんすることになった。
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　魔女たちの中でも、とくに大忙しだったのがアイスとユウキである。

　二人の当面の仕事は森の木の伐採だ。

　まずは一の砦とりで付近で、黒の森に生えている木を伐採しまくった。




　太さが四分の一ヤルドくらい（約七十センチメートル）ある大木の幹の前に立ったアイスが手を挙げた。

「行きますよ」

　遠巻きにして見守っているナーガや魔女たちが手を挙げ返す。

「やっっ！」

　気合い一いつ閃せん、アイスが下段回し蹴りを見舞うと、ひゅんっ、という空気を切り裂く音がナーガの耳に届いた。

　アイスが身に着けている薄くて軽い衣装が翻ひるがえり、彼女の足の甲が木の幹にめり込むのと同時に凄すさまじい破壊音が響いた。




　ばきょっっ。




（おいおい、本当に大丈夫なのか）

　アイスの肉体が魔法で頑強、頑丈になることを知っていても、思わず目を瞑つぶりたくなるような光景だ。

　並の者なら、木が折れるどころか、足の甲の骨が折れているだろうに。

　しかしアイスは平然と足を戻し体を引いた。

　その直後に、大木がアイスが蹴りを見舞った側へゆっくりと傾かしいでいった。




　ずぅぅん。




　木が倒れ、周囲の地面が震えた。

　アイスの蹴りの威力を目まの当あたりにしたナーガは思わず呟つぶやいてしまう。

「やっぱ人間破は城じよう槌ついだな、アイスは」




　ナーガはアイスたちの作業を監督に来ているところだった。

　今日も彼は、この世界に落ちてきたときの衣装を着ている。

　いい加減、汚れてきたし草くた臥びれてもきたので、着る物をなんとかしたいと思うものの、呉ご服ふく屋などどこにもないし、当分はこれを着続けるしかない。

（ん？　呉服屋……服屋……呉服……俺おれがいた世界の服は……）

　考え込んだナーガの思考をユウキの声が破った。

「はい、退どいて退いて」

　ナーガが顔を上げると、近くに控えていたユウキが艶あでやかな衣装を翻ひるがえして倒れた大木に駆け寄っていくところだった。

（ハリガンたちは俺の衣装を奇妙で奇き天て烈れつなんて言いやがるが、俺に言わせたら、おまえらの衣装のほうが何倍も奇妙で奇天烈だろうによ。いや、奇妙っていうより色っぺえっていったほうがいいのか）

　魔女たちは、二の腕も太ふと腿ももも腹部さえ剥むき出だしの者が多い。

（もうだいぶ慣れてきたが、やはり俺には刺激的だなぁ。刺激的というか魅力的というか魅惑的というか）

　などと思いながらナーガがユウキを見ていると、彼女は倒れた大木に取りついて、魔法で作り出した風の刃やいばを振るい始めた。

　風の刃で木の枝を切り落としているのだ。

　彼女の周囲で風が舞い、ひゅんひゅんという風切り音が聞こえてきた。

　生えている枝がスパスパと断たち切られていき、倒木はあっという間まに丸太に変わった。

「はい、できた」

　ユウキが下がると、控えていたクゥが進み出てきた。

　彼女が体に巻いた何本もの革帯の先端が体から離れ、空中で蠢うごめいている。

　一見すると、体に巻き付いた何匹もの蛇が蠢いているようだ。

　何本もの革帯の先が体から離れているので、その分、彼女の肌が露あらわになっている。

　艶つやっぽいのは艶っぽいのだが、こうして空中で蠢いているのを見ると、どうしても蛇を連想してしまう。

（肌の露出が増えるのは大歓迎なんだが、そうすると見た目がちょいと不ぶ気き味みになるってのが微妙だな。不気味な感じにならないで脱げていけばいいのに）

　などと贅ぜい沢たく──というか不ふ埒らちというか──な感想を抱くナーガである。

　枝を落とされたばかりの丸太の前にクゥが立つと、空中でうねうねと蠢いていた何本もの革帯が一斉に持ち上がった。

　それこそ蛇が鎌首を持ち上げるように。

　そして、するすると伸びていく。

　伸びていくというか、正確には解ほどけた分、長くなったと言うべきか。

　クゥの体に巻きついている部分が解ほどければ、自動的に宙に浮かんだ部分が長くなる。

　クゥの体からは十本近い革帯が一ヤルド以上の長さで宙に伸び、蠢うごめいていた。

（これは……なんか禍まが々まがしい光景だな）

　とナーガは思わず身震いしそうになる。

　事情を知らない人間が見たら腰を抜かすこと請け合いだ。

　クゥは空中で蠢く何本もの革帯を造ぞう作さなく操って丸太に巻きつけ、持ち上げる。

　丸太が宙に浮かんだ。

　長さが七、八ヤルドほどで太さが四分の一ヤルド近くある丸太が、何本かの細い革帯に支えられて宙に浮かんでいる。

　彼女は持ち上げた丸太を少し離れた集積場まで運んでいって地面に下ろすと、丸太に巻きついていた革帯を解放した。

　ここまで、アイスが大木の前に立ってから四半刻も経たっていない。

　ナーガは思わず、

「おいおい、凄すげえな、おまえら。三人で木き樵こり二十人分くらいは働いてるんじゃねえか？」

　と感心、驚嘆の声を上げた。

　すると例によってユウキが突っかかってきた。

「馬ば鹿かなこと言わないでよ！」

「なに怒ってるんだよ。俺おれは誉ほめてるんだぜ？」

「わたしとアイスとクゥの働きは木樵二十人分程度じゃないの。五十人分くらいは働いているの！　正しく評価しなさいよね！」

「あぁ……そいつぁすまなかったな」

「ふん、わかればいいの。さあ、アイス、次行くわよ、次」

　腕を振り回しながらユウキがアイスの下もとへ歩み寄っていく。

　少し苦笑を浮かべたままアイスがナーガに向かって小さく会釈してきたので、ナーガも軽く手を挙げて、俺は気にしてねえからアイスも気にするな、と伝えた。

「ナーガさん、なかなか大変」

　ナーガの近くに移動してきたクゥが、くすくすとわらいながら声をかけてきた。

　すでに革帯は元通りクゥの体に巻きついているから、蛇が蠢いているが如ごとき光景を間近で見ないで済んだのはナーガにはありがたかった。

「あ[image: ][image: ]、まぁな、大変って言やぁ大変だけど、今までおまえたちの集団には男がいなかったんだろ。そこにいきなり俺が加わったんだから、ユウキの奴やつが嫌がるのも仕方がないわな。あいつは重度の男嫌いみたいだしな。それより、おまえたちは平気なのか？　いきなりどこの馬の骨とも知れない男が加わることになって」

「姉あね様さま、人間を知っている、でもわたしたちよく知らない。だから、あまり嫌ではない」

　クゥの言葉はいつもかなり端は折しよられているので、ナーガは自分なりに補ってみる。

（要するにこいつは、人のことをよく知らないから、好きも嫌いもない……って言いたいんだろうな。けど）

　ナーガは隣のクゥの顔を覗のぞき込こむように上体を捻ひねった。

「人間はおまえらのことを攻め滅ぼそうとしているんだろ？」

「わたしたちを攻め滅ぼそうとする人間、もちろん嫌い。でも攻め滅ぼそうとしない人間、好きでも嫌いでもない。わたしたちを助けてくれる人間、好き。だからナーガさん、今のところ好きなほう」

　ナーガが目を見開いた。

「お、そうなのか？」

「カサンドラ王国軍、撃退できたら、もっと好きになれる」

「くはっ。そうか、そうか。じゃあ気に入られるように頑張らねえとな」

　クゥは探るような目をナーガに向けてきた。

「勝てる、の？」

　やはり心の片隅では不安に思っているのだろう。

（ま、そりゃそうだろ。なんてったって、こっちは二十人しかいねえのに、相手は二千もいるって話だからな）















　ナーガは敢あえて、さて、どうだかな、と首を捻ひねった。

「たしかに戦いくさは質より量だ。とはいえ、少ないほうが負けると決まってるわけでもない。要は戦うための準備と戦い方次第ってことだ。それに、何も二千と真正面から戦う必要はないんだぜ？」

「？？」

　クゥが小首を傾かしげる。

「やり方次第では、部隊を一つ潰せば敵の進軍を止とめることができる。もしも大将を討ち取れれば、それだけで敵部隊を敗走させることだって可能なんだ」

　クゥはナーガの言葉の意味がわからないらしく、上目遣いでじっと彼の顔を見ているだけだった。

「まぁ、あれだ、勝てると約束はできないが、最初から勝てないと諦めることなんかないってことさ。だいいち、おまえらだって、今まで数倍もの人間の軍を相手に戦ってきたんじゃないか」

　というナーガの言葉をどう評価したのか、クゥは、そう、と言って頷うなずいた。

　クゥが何か言おうとして口を開きかけたそのとき。

「ちょっとクゥ！　あんた、なに遊んでるのよ!?」

　向こうからユウキの叫び声が聞こえて、クゥが首をすくめた。

「わたしやアイスが必死になって働いているのに、そんな奴やつと一緒になってサボってたら承知しないんだからね！」

「ごめん」

「ほら、また丸太ができたから、さっさと運びなさいよ！」

　首をすくめたままクゥがナーガの下もとから走り去っていった。

　その背中を見送ったナーガが、ふと顔を巡らせると、恐ろしい形相でこちらを睨にらんでいるユウキと目が合った。

「あんたも！　すけべ根性丸出しの顔で他の娘こに話しかけてるんじゃないわよ！」

（あいつ、自分に関係ないところで何を怒ってるんだ）

　肩をすくめたナーガは、おざなりに手を挙げた。

「あぁ、わかったよ」

　ふん！　と顔を背けたユウキは、足音も荒く丸太作りの作業に戻っていった。

　やれやれとナーガが顔を戻すと、太くて長い丸太を革帯の力で持ち上げたクゥの勇姿が目に飛び込んできた。

（あいつはあいつで、凄すげえことしやがるな。あの丸太、あいつの体重より遙はるかに重いだろうに、どうやって均衡を保ってるんだ？　魔法だから、そんなの関係ないのか？）

　未いまだに魔法には驚かされっぱなしのナーガだが、魔法を使える魔女たちにはそれに相応ふさわしい戦い方があると思うのだ。

　魔法が使えない者と同じ戦い方をしていたら宝の持ち腐れだし、魔法を有効に使えないのも同様だ。

「要は『彼を知り己を知れば百戦して殆あやうからず』って奴やつだな……って、また孫そん子しか。孫子、孫子……孫子。誰だれだっけなぁ、こいつ」

　もっとはっきりしたことをあと少しで思い出せそうなのに、それがなかなか出てこない。

　そんなもどかしさに、ナーガは口の中で小さく自分を罵ののしった。
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「うん、こんなものかな」

　というユウキの声にナーガが顔を向ける。

　すでに森の空き地の集積場に十数本の丸太が並べられていて、そこへ最後の二本をクゥが運んでいったところだった。

　僅わずかな時間で、アイスとユウキはこれだけの数の大木を伐きり、枝を落としたのだ。

（ははは、本当に木き樵こり五十人分の働きだな、あいつら）

　ナーガは笑い出しそうになるのを抑えて、二人の下もとへ近寄っていった。

「よぉし、次はこれを切断していくわよ！」

　とユウキが声高らかに宣言する。

　アイスとクゥが退さがっていくと、ユウキはナーガのほうへ顔を向けた。

「あんたも。危ないから退どきなさいよ。ケガしても知らないわよ？」

「お？　俺おれのことを心配してくれるのか？　ありがたいな」

「ばっっ馬っ鹿じゃないの!?　あんたのことを心配してるわけないじゃないの！　そんなところにあんたがいたら作業の邪魔だから、あっち行けって言ってるの！」

　向こうでアイスが拝むように手を合わせて苦笑している。

「ああ、わかってるよ。邪魔しないよう離れてるわ」

「そのくらい、最初からわかれっていう話よね！」

　しっしっとナーガを手で追い払う仕草をしたユウキは、直すぐに真面目まじめな顔に戻り、目を閉じ、精神を集中させる。

「切きる魔ま、切きる間ま、切きる目ま、切きる真ま。弱きところを探りて断たち、堅きところを探りて避よけよ！　太た刀ち敵がたきを盾たて、質たち堅がたきを断て。風ふう神じんの封ふう侵しんを解き、風神の風ふう刃じんを振る舞え！」

　ユウキの周囲で風が旋回し空気が鳴る。

　一陣の風が走り、丸太にぶつかった。

　太さが三分の一ヤルド近くもある丸太が、その中央付近で真っ二つに切断された。

　次にユウキは風の刃やいばを二つに増やし、それぞれを切断された二つの丸太の中央に向けて放った。

　またもや丸太が切断された。

　これで一本の丸太が四個に切り分けられたことになる。

　さらにユウキは風の刃を操って、丸太を切断していく。

　最終的に、長さが四分の一ヤルドから三分の一ヤルドほどの丸太が二十四個できた。

　目分量なので長さは不ふ揃ぞろいだったが、ナーガとしてはそれでもかまわなかった。

　その短い丸太を、器用に革帯を操ったクゥが、ひょいひょいと回収していく。

　クゥは二十四個すべてを一度に持ち上げた。

　革帯の一本が二個から三個の丸太に絡んで同時に持ち上げているのだ。

　宙に伸びた革帯は、空中部分だけで長さが一ヤルド以上あった。

　そうなると体に巻き付いている部分が短くなるので、必然的にクゥの肌が大いに露あらわになる。

　短い丸太を一度にたくさん運んでいるクゥの勇姿──肌色領域倍増──にナーガは目を奪われてしまうが、当の本人はいつもと何も変わらぬまま、集積場の反対側の空き地まで丸太を運んでいって、下ろし、地面に並べていく。

　クゥは下ろすとき、短い丸太を縦にして──つまり切断面を下にして──置いた。

　人の腰辺りまでしかない丸太がずらりと並べられると、それまで奥のほうに控えていた五人の魔女が寄ってきて丸太に群がった。

　彼女たちは手に鉈なたやら短刀やらを持っている。

　ユウキが枝を落としたといっても、速度優先で大おお雑ざつ把ぱに切っただけなので、丸太のあちこちに枝の根元部分が残っているのだ。

　彼女たちは、それらを鉈や短刀で削り取って丸太の表面を整えていく。

　魔力の巡りをよくするためには対象物の表面が滑らかなほうがいいらしい。

　だからこれは必要な作業なのだが、手作業でやるしかないから、基本、人海戦術だ。

　魔女たちも、ここでは魔法を使わない。

　そのため、腕や足を厚い布で覆って肌を守っていた。

　五人が丸太の形を整えていると、やがて木の伐採と丸太作りの作業を終えたアイスとユウキ、それに丸太運びを終えたクゥも参戦してきた。

　ナーガも鉈を手に作業に加わった。




　それから一いつ時ときかそこらで、百個以上の「短い丸太」ができあがった。

「誰だれかハリガンを呼んできてくれ」

　とナーガが言うと、はい、と返事をしたアイスが一の砦とりでへと駆けていった。
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　数人の魔女が、自分たちが作った「短い丸太」の中から数個を持ち出してきて森の空き地に並べた。

　次に並べた丸太の横に、落とした枝を削って作った木の棒を置いていく。

　ここから先はハリガンの独壇場だ。

　短い丸太に自分の髪の毛を仕込み、同時に木の棒と丸太を髪の毛で繋つなぐ。

　そうしておいてハリガンが魔力を込めると、細い木の棒が丸太と繋がって、小型の木で偶く人形のできあがりだ。

　丸太部分が胴体で、繋がれた木の棒が手足である。

　高さ三分の一から四分の一ヤルドの丸太の下側には、短くてやや太めの木の棒（足）が二本生えていて胴体部分を支えている。

　手に当たる細めの木の棒が丸太の上方に二本飛び出ていて、そちらは上腕に当たる部分と肘から先に分かれている。

　肘の関節部分が髪の毛で繋がれていて、肘から先と二の腕とが別々に動くようになっているのだ。

　手の先には、よく見ると三本の細い枝がくっついているのがわかる。つまり、これが指ということだ。

　はっきり言って見み栄ばえは悪い。

　作った魔女たちですら、こんな物で戦えるのかと疑いたくなるほど不格好だった。

　けれど、ナーガだけは上機嫌だった。

「姿形なんてどうでもいいんだよ。要はこちらの期待どおりに働けば、どんなに不細工だってかまわねえんだ。ってことで、ハリガン、試しに動かしてみちゃくれねえか。想定どおりの働きができるかどうか確認しておかないと実戦に投入なんかできないからな」

「うむ、わかった。レラ、あれを！」

　ハリガンとレラは丸太作りにも小型の木偶人形作りにも参加していないから、いつもの薄手かつ露出の多い衣装のままだが、ナーガはそちらに視線を向けず、じっと木偶人形を睨にらみつけている。

　あの木偶人形が想定どおりの動きをしてくれなくては、ナーガの策が根底から崩れてしまう。

　あれが想定どおりに動いてくれるのかどうか、想定どおりの攻撃力を有しているのかどうか、いま彼の意識は完全にそちらに向いていた。

「はい姉あねさ、ま」

　予あらかじめ用意しておいた武器をレラが差し出すと、受け取ったハリガンはそれを小型の木で偶く人形の一体に持たせた。

「では、やってみるか。前を空けろ」

　ハリガンの声に、周囲にいた魔女たちが一斉に下がっていった。

　ハリガンは脳裏に木偶の動きを思い浮かべつつ体内で魔力を練り上げていく。

　充分な魔力を練った後、囁ささやくような声でハリガンが木偶に動きを伝えると、小さな木偶人形が一体、短い足を前後に動かし、丸い胴体を揺すりながらよたよたと前進を始めた。

「ぷっっ」

　その動きの滑こつ稽けいさにケイは思わず噴き出してしまったが、じろりとハリガンに睨ねめつけられ、慌ててそっぽを向く。

　ケイほどあからさまではないが、他の魔女たちも、本当に大丈夫なの？　という不安に満ちた目で、とことこと歩く小さな木偶人形を見つめている。

　ある程度進んだところで、ハリガンが新たな命令を下した。

　木偶人形はその場で停止すると、二本の腕（に当たる木の棒）を器用に動かし、持たされた武器を構えた。

「やれ！」

　ハリガンが鋭く命じた直後、空気を切り裂く音がした。

「おおっっ」

「へぇっっ」

「凄すごいっっ」

　見つめる魔女たちから歓声や驚きの声が上がった。

　前方を見やったナーガが手を挙げ大声で訊きいた。

「どうだ、アイス？」

　三十ヤルドほど向こうに立っていたアイスが手を挙げ返す。

「威力には問題なさそうです。ある程度の殺傷力があるのは間違いないかと」

　というアイスの返答を聞いた魔女たちのあいだから拍手と歓声が湧いた。

　今日もナーガは左腰に朱しゆ鞘ざやに赤い柄つか巻きという派手な刀を差しているが、左手で鍔つばの辺りを押さえて小走りにハリガンの下もとへ寄ってきた。

　刀は腰の帯にぞんざいに差しているだけなので、走ったり跳んだりすると揺れて邪魔なのだ。

　もっともナーガは他の魔女たちのように跳ぶような走りはしない。

　あまり足を上げず、摺すり足に近い走り方をする。

　ハリガンの手前で足を止とめたナーガは、

「どうやら行けそうだな？」

　と声をかけた。

　ハリガンは満足そうに、うむ、と頷うなずいた。

「これならなんとかなりそうだ。とはいえ、正確に狙うことなど無理な相談だぞ？」

「それはいいさ。どのみち敵は密集しているんだ。大事なのは一発必中じゃない。多くを撃つことだ。下へ手たなてっぽ……も数撃ちゃ当たるって……んん？」

「テッポ？」

「いや……てつ……鉄……んんん、なんだっけな……」

　ナーガは眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んでしまう。

「いや、いま何か思い出しそうだったんだが……手の感触まで蘇よみがえりそうになったんだが。こう、ずっしりと重くて……たしか俺おれは、それを習って……」

　ナーガは胸の前まで上げた両手で何かを支えるような真ま似ねをして首を捻ひねっていたが。

「くそ、駄目か」

　ため息を一つ吐つくと、ナーガは力なく両手を下ろした。

「もう少しで出てきそうだったんだがな。まぁいい。あと一踏ん張りすれば出てくるだろ。便秘のときだってそうだしな？」

「……喩たとえが汚いな」

　とハリガンは顔を顰しかめるが、ナーガは涼しい顔だった。

「そうか？　今にも出てきそうで、なかなか出てこないっていう苛いら立だたしいあの感覚になんとなく似ていたんで、ついそう言ったんだけどな」

「それが汚いと」

　ナーガは、はは、と気楽な様子で笑った。

「それはともかく、だ。要は数撃ちゃいいんだよ。狙う必要なんかないのさ。狙う必要がないだけの数を用意するわけだからな」

　一方のハリガンは難しい顔を崩さない。

「そうだな。このあいだ攻め寄せてきた人の兵どもは武器を放り出して逃げてくれたから好きなだけ拾い集めることができた。数に不足はない。しかし、同時に何体操れるのかという問題は残る」

「それに関しちゃあ、今から確かめてみればいい。もし不安があるのなら、操れるように訓練するしかないだろう」

「簡単に言ってくれるな。訓練するのは吾われなのだぞ」

　ナーガは大おお真面目まじめな顔で頷いた。

「大丈夫だ、ハリガン。おまえならできる。俺はおまえを信頼してるからな」

（本気で言うているのか、茶ちや化かしているのか）

　ハリガンが微かすかな苦笑を浮かべる。

「信頼してくれるのはありがたいがな」

「できないのなら、できるようになるまで訓練しろ」

　柳りゆう眉びを逆立てたハリガンが、びしっ、とナーガを指さした。

「信頼されているのかどうか、いま一つ不安になってきたな！」

「いやいや、そこがこの作戦の肝かん心じん要かなめなんだから、何がなんでもやってもらわないとな」

「ああ、わかっているとも」

　と応えたハリガンは、地面に並んでいる多くの小型木で偶く人形の群れを見やった。

「とりあえず、まずは十体くらいから始めてみるか」
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　魔女たちが作った木偶人形の数は最終的に三百体近くに増えた。

　ハリガンも、この大きさの木偶なら一度に六、七十体、頑張れば八十体くらいまで操れることが確かめられた。

　とはいえ、複雑な動きをさせるのは無理だし、木偶一体ずつに違う動きをさせることも不可能で、予あらかじめ決めておいた単純な動きを反復させるだけで精一杯だが、それでも同時に六十体、七十体もの木偶人形を動かせるのは心強かった。

　六十体から七十体の群れに対して少しずつずらして命令してやれば、三百体近くで途切れなく攻撃することも可能だろう。

　木偶が小さく見た目的に少しも恐こわくないとしても、相手にとってはかなりの脅きよう威いとなる。

　魔女たちの中には、木偶人形がみすぼらしく不格好なので、本当に期待するような効果が得られるのかとまだ疑っている者もいるが、ナーガはまったく気にしていない。

（見た目なんかどうでもいいんだ。むしろ、相手が見た目で侮あなどってくれるなら大歓迎だ。『あんな物、恐るるに足らず』と思ってくれれば、こっちの誘いに乗ってくれる可能性が高まるからな）

　と、そこまで読んでいる。

　さて、と言って顔を上げたナーガは背後を見やった。

「木偶人形の製作と、それを操るハリガンの魔法にもだいたい目め処どが立った。となると、次はあちらの細工だな。一度、様子を見ておくとするか」
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　当分のあいだハリガンは木偶を操る訓練に忙しい。

　そこでナーガは彼女を一の砦とりでに残して、ノノエルたちの作業の進み具合を見に行くことにした。

　ここで役に立ったのが、やはり敵兵が置き去りにした馬だった。

　足の速い魔女──たとえばアイス──は自分の足で走っている。

　風の魔法の使い手であるユウキは、風を操って飛空艇──と呼んでいる細長い板──を飛ばし、それに乗って砦とりでと現場を往復している。

　しかし、ナーガは現場まで走り切る自信がない。

　かといって歩いていたら、往復するだけで半日が潰れてしまうだろう。

　それではあまりに非効率。

　けれど、敵が残していった馬を使えば現場まで半時かそこらで着けるのだから、これを使わない手はない。

　いざ戦いとなったときも迅速に移動する必要が出てくるはずで、今のうちから馬を乗りこなしておいたほうがいいに決まっているとナーガは考えた。

　そこで彼は集めた馬の中から足の速そうな数頭を選び出し、暇を見つけては騎乗の訓練をしてきた。

　訓練というより、乗馬の感覚を思い出す、取り戻すというほうが正しいだろうか。

　砦の周囲を、森の中を、そして急斜面を、下りた先の平原を、馬で駆け回る。

　そんなナーガの姿を見て、ハリガンは感心した。

「ふむ、言うだけあって、なかなか見事な騎乗の腕前ではないか。あれなら森の中の狭い道でも平気かもしれんな。我らも昔のように、もう一度、馬を飼い慣らしてみるか？」

　馬を買うには大金が要る。

　物々交換も可能だが、それにしても貴重な品がたくさん必要になる。

　けれど敵が馬を置いていってくれたから、少なくとも金を用意する必要はなくなった。

　あとは飼育のための人手をなんとかすればいいわけだ。

「いま直すぐにというのは無理だが、この戦いくさに勝ったら馬の飼育を再開してみるか。ミモーネやイクシーヌも、だいぶ馬が気に入ったようだしな」




　ハリガンの言ったとおり、魔女の中にも馬に興味を示す者がいた。

　中でもミモーネとイクシーヌという二人の魔女が熱心で、ナーガに教えを乞こいながら、馬を乗りこなそうと頑張っている。

　二人とも勘がよく呑のみ込こみが早かった。

　まだナーガのように速くは走れないものの、平原を駆けるだけならナーガにそれほど遅れずついていけるようになっている。

　そんなミモーネとイクシーヌを見ているうちにハリガンにも、

「吾われも少し乗馬の練習をするべきか？」

　という気持ちが湧いてくる。

　もっとも、馬に乗るときにはそれなりの恰かつ好こうをしないとならない。

　いつもの薄着のままで鞍くらに跨またがれば、たちまち太ふと腿ももやお尻の皮が剥むけてしまうだろう。

　ミモーネやイクシーヌは筒袖に筒つつ袴ばかまという魔女らしくない恰好で馬を走らせて喜んでいるが、ハリガンは、そこがいま一つ気に入らんなと思うのだった。
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　ミモーネとイクシーヌを従える形で平原を駆けたナーガは、シュバイツ川の上流へとやってきた。

　シュバイツ川の源流は黒い森の奥にある。

　森に降った雨と伏流水を集めて森を流れてきたシュバイツ川は、台地の縁へりまで来たところで落差が百二十から百三十ヤルドもある瀑ばく布ふとなって一気に平地まで落下していく。

　あまりに高低差がありすぎて、水量が少ないときに強風が吹くと、落下する水が途中で吹き飛ばされて滝たき壺つぼまで届かなくなるほどだった。

　そんな日が続くとシュバイツ川の流れは痩せ細ってしまうのだが、最近は上流にしっかりと雨も降っており水量も豊かだから、ナーガの作戦の遂行には問題なさそうだった。

　台地から平原へと落下したあとは、川は緩やかに蛇行しながら北東へと流れていく。

　このシュバイツ川に施す細工が、ナーガの二段構えの作戦の二段目に当たる。

　ここでも獅し子し奮ふん迅じんの活躍をしているのがアイスとユウキだった。




　二人はハリガンが操る小型の木で偶くを作るときと同様、シュバイツ川が瀑布となって台地から流れ落ちる辺りで森の木々を伐採しまくっていた。

　だが、今度は前のときと違って、伐きり出した丸太を分割したりしない。

　ユウキが風の刃やいばで枝を落とすだけだ。

　枝を落とした丸太はそのままシュバイツ川に浮かべ、川の流れに乗せて瀑布から落とすのである。

　滝壺は深くて大きいから、遙はるか高みから落ちた丸太も砕けたり割れたりしない。

　よほどの強風が吹かない限り丸太が滝壺を外れることもなく、いったん滝壺に沈んでも底に激突して割れることもなく、丸太は確実に浮かび上がってきた。

　浮かんだ丸太は、滝壺から流れ出す川の水に流され下流へと運ばれていく。

　次から次へと流れてくる丸太は、滝壺から数リーガ下流で待ち構えているノノエルによって集められた。

　水の魔法を得意とするノノエルは、川の水の流れを操って丸太を止とめているのだ。

　その付近では川幅はあまり広くなく、その分、流れが速くて一定以上の水深がある。

　速い川の流れが両岸の岩場を削って、その辺りはちょっとした渓谷になっていた。

　ノノエルはそこに流れてきた丸太を重ね、組み合わせ、積み上げ、川の流れを堰せき止とめようとしていた。

　丸太を積んでいくだけだから、隙間があるのは当然で、水の流れを完全に堰き止めることはできない。

　ナーガが作戦を披露したとき、ノノエルはその点を指摘したのだが、彼は、

「それでいい。むしろそのほうがいいんだ」

　と応えた。

「水の流れが完全に止まって川が干上がってしまったら、カサンドラ王国軍の兵も怪しむだろう。しかし、いつもより水量が減っているというだけなら、そういうこともあるかもしれないと思うだけだ。だいいち連中はその川、シュバイツ川だっけか、そこを毎日観察してるわけじゃないんだから、その日の水量がいつもよりどのくらい多いか少ないかは、ぱっと見ただけじゃ判断できないはずだ。違うか？」

　とナーガがハリガンを見やると、彼女は、ふむ、そうだな、と頷うなずいた。

「たしかに川が干上がっていれば、どうしたんだ？　と疑問に思うだろうが、流れる水が少なくなっている程度では、前日が豪雨にでもなっていない限り、さして怪しみもしないだろうな」




　ということで今、ノノエルが中心になって、ここでこうして丸太を積み上げ堰せきを作っているのだった。

　ただ、いくらノノエルが水を操れるといっても、丸太の位置を精確に決められるわけではない。

　細かくて微妙な位置決めになると、どうしても手作業でするしかないし、組み合わせて強度を上げるのも人手に頼らざるを得ない。

　ここで威力を発揮したのは、またしてもアイスの怪力だった。

　魔法で己の肉体を強化させたアイスは、川の中に潜って、ノノエルがおおよその場所に置いた丸太を掴つかみ、持ち上げ、動かし、組み上げて堰を整えていく。

　魔法で肉体を強化したせいで肺活量まで増えているのか、アイスは半刻くらいも平然と水に潜っていた。

　丸太を組み合わせただけの堰では強度的に心こころ許もとないので、アイスはときどき近くの川原から大岩を持ってきて、補強材として丸太の前後に置いた。

　自分の胴体以上の太さの丸太を片手で持ち上げる姿も見事だが、自分よりも遙はるかに大きくて重い巨岩を軽々と頭上に持ちあげて運んでくる姿も見事なものだった。

　だが、もっと見事なのはアイスの出いで立たちである。

　魔法の効力を最大限に発揮させるために、彼女はいつもより薄くていつもより肌を覆う面積の少ない衣装で水に入っている。

　濡ぬれた布地は肌にぺたりと貼りついて、おまけにいい感じに透けているので、なんとも艶つやっぽい恰かつ好こうになっていた。

　ナーガがここに日参しているのは、堰せき造りの進行具合を確かめるためが半分、アイスの艶あで姿すがたを拝むためが半分というのが実情だった。

　そんなナーガの視線をものともせず、冷たい水の中で丸太を動かしているアイスの姿は、他の魔女たちへの無言の激励、叱しつ咤たとなっていた。

　ナーガのことを全面的に信用できず、ナーガの作戦を全面的に信頼できない他の魔女たちであっても、率先して働くアイスの姿を見ていると、どうしたって、

「アイスがあれだけ頑張っているのだから、自分たちもしっかり働かなくては」

　という意識が働いてくる。

　アイスはそれを計算しているし、アイスのそんな計算をナーガも理解していた。

（あいつ、優しそうに見えてじつはかなり恐こわいけど、頭もいいんだな。面倒見もいいし、本当にできた女だ）

　川の中で一生懸命働いているアイスの艶っぽい姿に視線を向けたまま、ナーガは大いに感心していた。
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　今日の時点で堰せきはあらかた完成しており、上流側にはかなりの水が溜たまりつつあった。

　今や工程の最終段階で、アイスに加えて他の魔女たちも水に潜り、組まれた丸太を縄で結んで補強しているところだった。

　流れを堰せき止とめられた上流側の川の水がどんどん増えてきており、逆に下流側の水量は目に見えて減っていた。

　もっとも堰には小さな隙間があるし、堰の上部に設けた水抜き穴にまで水位が達すれば、水は穴から流れ落ちる仕組みになっているので、川が干上がる虞おそれはない。

　溜まった川の水は、水深が増すにつれ、透明に近い青から青緑へと色を変えていった。

　ナーガはその光景を、一段高くなった川岸の岩棚の上から見下ろして満足そうに頷うなずいた。

　ただし彼が、予定よりも早く堰が完成しそうなのに満足しているのか、水に潜っている魔女が全員、薄着で面積の小さな衣装を着て──中にはほとんど透けている物もある──いるのに満足しているのかはわからなかった。

（たぶん両方、ね）

　ナーガの傍らに立つレラは、彼の横顔を窺うかがいながら、そんなことを思う。

　それはともかく、とレラは完成しつつある眼下の堰を見やった。

　戦いくさのために川を堰き止めるなどという発想がどこから湧いてくるのか。

　ナーガ独自の発想なのか、彼のいた世界の戦史には先例があるのか。

（たぶんこれは例があるのよ、ね。で、も）

　あの小型の木で偶く人形を使った策はナーガ独自の発想だろう。

　彼のいた世界には魔法は存在していなかったと言うのだから、魔法の使用を前提とした作戦など、彼が過去の戦史から学べるはずがない。

　そしてもちろん、この世界でも、そんな戦い方は見たことも聞いたこともない。

　けれど、なるほど、言われてみれば、その方法でなら少数で多数を相手にできる……のかもしれない。

（うぅんどうだ、ろう。実際にやってみなくてはわからないけれ、ど。ただ作戦の成否はべつにしてあんなことを考えつくのが凄すごいし面白いか、な）

　魔法の使用による小型木偶人形の運用はともかく、相手の裏をかく、むしろ騙だますと言うのが相応ふさわしいナーガの作戦は、彼のいた世界では当たり前のことなのだろうか。

　この世界の戦は正面からのぶつかり合いばかりだ。

　兵数の少ない側が奇計を案じるというような戦いはあまり聞いたことがない。

　少なくともこれまでは。

　ナーガが「戦いくさは質より量だ」と言ったとおり、つねに兵数の多寡が勝敗を分けてきた。

　従って、兵数の少ないほうは野戦での決着を避けて籠城するのが常だった。

　兵数の不足を補うために魔女は「魔法」という「質」を駆使して戦ってきたわけだが、それとて正面から攻撃してくる敵兵を魔法を使って正面から受け止とめるという戦いに終始してきただけだ。

（量の不足をこんなふうに補う方法があるなん、て）

　魔女の中では読書家のレラでさえそう思うのだから、他の魔女には衝撃的だっただろう。

　いや、レラも衝撃を受けていた。

　むしろ、レラだからこそ大きな衝撃を受けたのかもしれない。

（ますます知りたくなってき、た。この人のいた世界のこと、を。この人がいた世界の戦のこと、を）

　またもレラが隣に立つナーガの横顔にそっと視線を向けたが、彼はもう川を見てはいなかった。

　顔を上げたナーガは、斜め上方を見上げている。

　レラは彼の視線をそっと辿たどってみたが、そこには何もない。

　ところどころに白い雲が浮かんだ青空が広がっているだけだ。

　彼は何を見ているのだろうか。

　あるいは何も見ていないのだろうか。

　気になったレラは思わず訊きいてしまう。

「何を見ているのですナーガさ、ん？」

「んん？」

　ナーガはゆっくりとレラのほうに顔を巡らせてきた。

　彼はレラの顔を正面から見つめると、真面目まじめな表情を崩し、微かすかな笑みを浮かべた。

　笑顔にも拘かかわらず、少し寂しげな色が彼の顔に滲にじんでいるようにレラには思えた。

（もしかしてナーガさんが見ていたのはこの世界の景色ではなく自分が元いた世界なのでしょう、か。自分のいた世界が懐かしいのでしょう、か）

　自分が元いた世界に関しての具体的な記憶を喪なくしているナーガだが、それでも何かしらの漠然とした思い出はあるはずだった。

　が、彼は薄い笑いを浮かべたまま、べつに、と言って首を振った。

「綺き麗れいな青空だなと思っただけだ」

（誤ご魔ま化かしました、か。まぁいいでしょう。あなたが見ていたモノをそのうちわたしにも見せてもらいま、す）

「それより、レラ」

「は、い？」

「おまえは堰せきを作る作業を手伝わないんだな」

「わたしは力作業が苦手な、ので。あと何かを作るの、も。燃やしたり壊したりするのは得意なんです、が」

「くははっ」

　ナーガは、明らかに先ほどの笑みとは違う楽しそうな笑顔になった。

「おまえも他の奴やつらみたいに」

　と言って、彼は川に潜って働いている魔女たちのほうへ顔を向けた。

「あんなふうに小ちっこくて薄い衣装で水に潜ってくれれば俺おれは嬉うれしかったんだがなぁ」

「あ……あぁそうです、か」

（そんなことを言われるとこの人の視線が気になってしまい、ま、す）

　水に入らなくても、いつも薄くて肌の露出が多い衣装を着ているのだ。

　レラに限らず、魔女なら誰だれでもそうなのだが、改めて言われると意識してしまう。

　少し赤面したレラは、そのことに気づかれないようにと顔を背けた。

「それより、も」

「なんだ？」

「何か思い出しました、か？」

「そうだなぁ」

　ナーガは両腕を頭の後ろで組んで、また空を見上げた。

「薄ぼんやりとした……って感覚でなら、あれこれとあるんだが、具体的に明瞭な形でとなると、これがどうもな」

「そうです、か」

「はっきりと思い出したことがあれば、おまえには話すさ。約束は守るよ」

「楽しみにしていま、す」

　ナーガは顔を戻し、そのままゆっくりとレラのほうに向けてきた。

　彼の顔には何かを揶や揄ゆするような薄い笑みが浮いている。

「楽しみねぇ。俺のいた世界には、そんなに楽しいことなんかなかった……はずだがな」

　そんなナーガに、レラは真剣な面おも持もちで応える。

「ナーガさんのいた世界がどういうところだったかはさておい、て自分が知らないことを知るのは楽しいので、す」

　ナーガの表情が不思議そうなものに変わる。

「おまえ、変な奴だな」

「あなたに言われるとどうなんでしょうという気がします、け、ど」

「くははっ。それが面白いって言ってんだよ」

　レラは不服そうに頬ほおを膨らませる。

「まぁな、俺おれのいた世界がどういうところだったかはおいといて。俺は今ここにいるんだから、ここでやれることをやるしかない。ここで与えられた役割を全うするしかない」

「与えられた役割です、か」

「神も仏も信じちゃいない俺だが……ん？　ホトケ……ホトケってなんだ？」

「いえわたしに訊きかれて、も」

「ん[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　ナーガは腕組みして首を捻ひねり、考え込んでしまう。

　が、少しして顔を上げた。

　その顔にどことなく清すが々すがしい表情が浮かんでいたので、

「思い出しました、か？」

　とレラは勢い込んで訊いたのだが。

「いや、さっぱりだな」

　かくっ、とレラが小さくずっこけた。

「言葉が出てくるのは、俺の頭の中に向こうの世界のことが詰まっている証拠だ。記憶が喪なくなったといっても思い出せないだけで、記憶そのものが消滅したわけじゃないはずだ。だったら、そのうち思い出すだろ」

（やはり前向き……です、ね）

「まぁ俺の記憶のことはともかく。この戦いくさに勝たないとな。でないとおまえたちに未来はないんだから。おまえたちにないってことは、俺にもなくなるってことだからな」

　ナーガは自分たち魔女と一いち蓮れん托たく生しようだと言っている。

　その言葉に少しばかり感激したレラは、

「ええ勝ちたいで、す」

　と言って顔を輝かせた。

　なのにナーガは、思いの外ほか、難しい顔になった。

「勝つってことは、その先もずっと戦いが続くってことだぞ。一度や二度勝っただけでは戦は終わらない。ずっと戦い続ける羽目になるだろう。もしかすると、いっそ負けてしまったほうが楽になるかもしれない。それでも勝ちたいか？」

　レラはごくりと唾を呑のみ、そして。

「勝ちたいで、す。勝ってその先にある世界を未来を見てみたい、で、す」

「ああ、俺もだ。だから勝とうぜ。勝って、自分たちの手で未来を掴つかみ取ろうぜ」

「は、い」

　レラとナーガがいい感じで燃えていると。

「あらあらあら、二人とも楽しそうでいいですね？」

　背後でアイスの声がして、二人はぎくりと固まった。
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　ナーガとレラが恐る恐る振り返ると、全身から水を滴したたらせたアイスが、いつものにこやかな笑顔で二人を見つめていた。

　水に濡ぬれたアイスの小さな衣装はいい感じに透けて肌に貼りつき、なんだか裸よりも色っぽかった……のだが、こめかみの辺りに血管が浮き出ていて、ひくひくと小刻みに痙けい攣れんしているのがとても恐こわかった。

　ナーガにもアイスの色っぽい姿を観賞するだけの心の余裕はなかった。

　アイスの恐さを嫌というほど知っているレラなど、かくかくと膝ひざを震わせている。

「わたしたちが水に浸つかって一生懸命働いているときに。一生懸命働いているときに！　一生懸命働いているときに!!　大事なことなので三回言いましたけど、ナーガさんとレラは楽しそうにお話ししていたのですか。いいですね、二人とも楽しそうで」

「いやいやいやいや」

「いえいえい、え」

　ナーガとレラは揃そろってぶるぶると首を左右に振り、ふるふると掌てのひらを顔の前で振った。

「もちろん手伝う気満々だぞ。なぁレラ？」

「と……当然で、す」

「そう？　では最後の仕上げを手伝ってくださいね」

　アイスが両腕を伸ばし、とん、と軽くナーガの両肩を突いた。

「なぁ────っ？」

　間かん髪はつを容いれずに、レラの肩も。

「え────っっ？」

　二人は数ヤルド下にできた堰せき止とめ湖こ──湖というほど大きなものではないが──に向かって真っ逆さまに落ちていき、直すぐに派手な水音と水みず飛沫しぶきを上げて落水した。

　水から顔を出したナーガは必死で立ち泳ぎをしながら、川岸の上に立ってこちらを覗のぞき込こんでいるアイスに向かって叫んだ。

「こらぁ、アイス、なんてことしやがる！」

　ナーガはいつもの筒つつ袴ばかまと筒袖の服だから、濡れると泳ぎ難にくくて仕方がないが、それでも難なく浮いていられるのは、彼がかなり水練を積んでいた証あかしだろう。

　下を覗いていたアイスが不意に体を宙に躍らせた。

「おぉお!?」

　驚きの顔で見上げているナーガの直ぐ近くにアイスが落ちてきて、大きな水飛沫が上がった。

「ぶわっっ」

　水みず飛沫しぶきがまともに顔にかかり、ナーガは思わず仰のけ反ぞってしまう。

　アイスが飛び込んだ衝撃で波が立ち、ナーガの体が上下に揺れた。

（すげぇ衝撃だな。っていうか、アイスの奴やつ、俺おれよりも体重が……）

「何か言いたいことが、ナーガさん？」

　直すぐそこの水面に浮かんでいるアイスが、やはり立ち泳ぎをしながら、にこやかな笑顔になって訊きいてきた。

（だから。その笑顔が恐こわいって）

「いや、何もねえ。で。俺は何を手伝えばいいんだ？」

「とくに手伝っていただくこともないので、水から出てくださってけっこうですよ」

「なんだってぇ!?」

　ナーガは、もう一度、大きく仰け反った。

「手伝えと言って突き落としたのはおまえだろうが！」

「と思ったのですが、よくよく考えたら、あなたに手伝っていただくことがないのに気がつきました」

「こ……こいつはぁ」

　水面下で思わず拳を固く握りしめるナーガだった。

「正直に言えば、わたしたちが冷たい水の中で一生懸命働いているのに、あなたとレラが二人で楽しそうに話していたので、ちょっと悔しくなりました」

「正直な話をどうもな！」

「レラも、もう水から上がってますから、ナーガさんも、どうぞ上がってください」

　ナーガが振り向くと、なるほど、いつの間にかレラは水から岸辺に上がっていた。

「本当に手伝わなくていいのか？」

「はい。むしろ邪魔ですから、さっさと上がってくださいね？」

「こいつは、もう……」

（けど、よくできたお姉さん的なこいつでも、こんな悪戯いたずらみたいなことをするんだな）

　アイスの知られざる（？）一面を見られて、ナーガは少し楽しくなった。

　が、いつまでもそこに留とどまってると、邪魔だと言ってアイスに怒られそうだ。

　彼は抜き手を切って岸辺へと泳ぎ寄った。

　水に濡ぬれた服は体にまとわりついて動きの邪魔をする。

　水に落ちたときに溺れるのは、濡れて重くなった服がまとわりついて体を自由に動かせなくなるというのがいちばん大きな要因だ。

　なのにナーガは、まるで服など着ていないかのように軽々と泳いで川岸に上がった。

「やれやれ、酷ひどい目に遭ったな。この服、どうすんだ。これじゃ馬に乗れないだろ」

　びしょ濡ぬれになった自分の服をナーガが情けない顔で見下ろしていると、

「いま火を点つけるから待ってい、て」

　とレラが呼びかけてきた。

　そちらに顔を振り向けると、ずぶ濡れになったレラが周りに落ちている木の破片を拾い集めていた。

　丸太を積んで組み合わせるときに、長さや太さが上手く合わなかった木を整えるため、アイスが殴って砕いた丸太の破片だ。

「っくしょん」

　小さなくしゃみをしたレラが濡れた体をぷるぷると小刻みに震わせる。

　その様が水に濡れた子犬を連想させ、ナーガは思わず微笑ほほえんでしまった。

（なんか可愛かわいいな。いや、水に濡れた衣装は色っぺーんだが……って、待てよ？）

「おい、レラ」

「な、に？」

「おまえのその札、濡れちまってるけど平気なのか？　それじゃ火が点かないだろう？」

「魔法で燃やすから呪じゆ符ふが濡れていても平、気。ただ濡れていると呪じゆ文も字じが書き難にくいのでそれが少し問題だけ、ど」















　レラは濡ぬれた呪じゆ符ふを一枚、腰から引き剥はがすと、髪飾りのように付けている筆を引き抜いて何かを書きつけていく。

　その後、口の中で小さく呪文を呟つぶやくと、手にした呪符がぼうっと燃え上がった。

「少し火力が弱、い」

（ふうん、なるほどな。呪符とやらが濡れているかどうかじゃなくて、文字がはっきり書けるかどうかのほうが大事なのか。面白いな）

　ナーガが内心で感心していると、川原に積まれた木片から炎が噴き上がった。

「お。点ついたじゃねえか」

「まぁ当とう然ぜ、ん」

「じゃあ、乾かすか」

　ナーガは身に着けていた筒袖の上着と筒つつ袴ばかまを脱ぎ捨て、川原の岩場の上、焚たき火びの直すぐ横に広げた。

「なっいきなり何、を!?」

　顔を背け気味にしてレラが叫ぶと。

「何をって、早く乾かさないと不ま味ずいだろ。もうそろそろ日が西に傾いてくるし。濡れた服のままだと風邪を引くかもだ。おまえも脱いで乾かしたほうがいいぞ？」

（わたしを脱がそうとして、る？）

「わ……わたしは平、気。何もしなくても乾きが早いから、このまま火に当たればあっという間まに乾、く」

「そうか。ならいいんだけどな」

　ナーガはあっさりと引き下がった。

（あれ違っ、た？）

「あらあらあら、まぁまぁまぁ、二人とも、相変わらず楽しそうね」

　水の中からアイスの声が上がって、二人はぎくりと身を固くする。

　ナーガとレラがそっと振り返ると、水の中から顔だけを出したアイスが、いつものにこやかな顔で二人のほうを見上げていた。

「いやいやいや、待て待て待て。俺おれたちがここでこうして服を乾かす羽目になったのは、元はと言えばおまえが俺たちを突き落としたからじゃねえか！」

　ナーガとしては、そこだけはきっちりと押さえておきたかったから、すっくと立ち上がると川かわ縁べりまで進み出て、腰に手を当て足下のアイスを睨にらみつける。

　するとアイスは掌てのひらを顔の前で広げ、少し視線を逸そらせ気ぎ味みにして言った。

「あ……あの、そうですね、すみませんでした。ですから、その恰かつ好こうで仁王立ちしないでいただけますか」

「ん？」

　ナーガが自分の体を見下ろすと、なるほど、下帯一丁の恰かつ好こうだった。

　アイスが困った顔になるのも無理はない。

「ああ、こいつぁ悪かったな」

　と言ってナーガが下がろうとすると、

「あ、そのままそのまま」

　と声がかかった。

　見ると、アイスの隣に浮かんだケイがナーガに向かって手を振っている。

「ナーガさん、どうせ濡ぬれたんだから、こっち来て泳がない？　服が乾くまでそこでボケっと待っててもしようがないでしょ」

「ちょっとケイ、あなた何を言い出すの？」

　アイスが咎とがめるような顔を向けるが、ケイは平然と言い返した。

「いいじゃんか。どうせもう作業も終わるんだし、少しくらい息抜きしても。っていうか、息抜きしたいんだけど。なぁ、みんな？」

「はーい、したいしたい！」

　ミモーネが手を挙げると、周りで次々に賛同の声が上がった。

「今日も朝から頑張って働いたんだから、少しくらい息抜きさせてよ、アイス」

「……そうねぇ。でも息抜きはいいとして、ナーガさんを誘うのはどうかしら。あの人に迷惑がかかるんじゃないかな」

「ナーガさん、迷惑ぅ？」

「いや、べつに迷惑じゃねえぞ。むしろ俺おれも息抜きしたいぞ」

「だってさ。いいでしょ、アイス？」

「そうねえ」

　アイスが考え込んでいると、ケイが追い打ちをかけてきた。

「アイスとレラばっかナーガさんと遊んでて狡ずるいんじゃない？　あたしらもナーガさんと遊びたいじゃんか」

「わ、わたしがいつ遊んでましたか!?」

「え──？　さっき、上でナーガさんやレラを突き落として遊んでたじゃん」

「そうそう」

「アイスばっか、狡いぃ」

「っていうか、レラもぉ」

「独り占め反はん対たあい」

　周りの魔女から一斉攻撃を受け、とうとうアイスが折れた。

「仕方がないわね。少しだけですよ、遊ぶのは。今日中に堰せきを完成させないとならないんですからね」

「わかってる、わかってる」

「はぁい、ナーガさん、こちらへお出いでなさいなぁ」

「泳ごう、泳ごう」

「潜りっこしよう[image: ][image: ]」

　堰せき止とめ湖こに浮かんだ魔女たちが手を振って呼んでいる。

「いいのか、アイス？」

　ナーガがアイスに確認すると、彼女はため息を吐ついて応えた。

「ええ、いいですよ。でも、あまり羽目を外さないでくださいね。具体的には、水の中でみんなの服を脱がすとか、駄目ですよ？」

「するかっ！　アイスは俺おれをなんだと思ってやがるんだ!?」

　アイスは立ち泳ぎしたまま小首を傾かしげ、真面目まじめな顔で応えてきた。

「すけべぇ？」

「正直者だな、おまえはっっ！」

　ナーガが、びしぃっとアイスを指さして怒鳴ると、ケイが水の上に出した右手を振って彼を手招いた。

「お──い、ナーガさん、早く早く」

「おお、いま行くわ」

　手を振り返したナーガは、傍らのレラを見やった。

「おまえは泳がないのか？」

「わたしは遠慮してお、く。泳ぐのはあまり得意ではないの、で」

「そうか。じゃあ、俺の服を見ててくれ」

　と言うや否や、ナーガは岩場の上で軽く跳躍し、湖面に身を躍らせた。

　アイスとナーガがケイたちのところへ泳いでいくのを見送ったレラは、ふぅ、と小さく息を吐はいた。

　本音を言えば、一緒に泳いで遊びたかった。

　得意ではないというほど泳ぐのが下へ手たでもない。

　けれど、いつもの衣装のまま水に入って濡ぬれたところを見られるのは、少し恥ずかしい気がした。

　いっそアイスみたいに下帯と胸覆いだけになっていれば、水に入るときの恰かつ好こうだと言い張れたのにとも思う。

（……恥ずかしい……か）

　それは、レラが今まであまり感じたことのない感情、感覚だ。

　砦とりでには年の近い魔女ばかりで、村に戻っても子供と乳母役の魔女しかおらず、こうして身近なところで男の視線を感じることなどなかったせいだろうか。

（なんだか新鮮な感じ、ね）

　そんなふうに冷静に自分の感情を分析してしまうのがレラらしいといえばらしかった。

　けれど、多少の恥ずかしさを感じたとしても、それが嫌でなかったのは、また不思議な感覚だった。

（不思議というか面白いというか計りきれない人、だ）

　レラは、ナーガという人物に対する興味がますます湧いていくのを感じた。

　彼のいた世界に強く惹ひかれる自分を感じた。

　ナーガがこちらの世界に来こられたのなら、自分が彼のいた世界に行くことだって可能なのではないだろうかと、そうまで思う。

　けれどレラは己の思考をその先へ進ませることはしなかった。

（それはいま考えることではない、か）

　カサンドラ王国軍との戦いは直すぐそこまで迫っていた。

　レラは数日後に迫った戦いに思いを馳はせる。

　その戦いに勝利しなくては何も始まらないのだ。

　自分にも。

　魔女たちにも。

　そしてナーガにも。

　未来はないのだ。

　彼女がぶるっと体を震わせたのは、水に濡ぬれて寒かったというだけではないだろう。

　初めて経験する、生きるか死ぬかという戦いに、レラは怯おびえ、同時に燃えるような心の滾たぎりを感じるのだった。
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　その日の夜──。




　魔女たちは一の砦とりでの住居棟の中のいちばん広い板敷きの間に集合していた。

　偵察に出ていたユウキが先ほど戻ってきて重大な報告をもたらしたから、ハリガンは急いで砦にいた全員を集めたのだ。

　全員で板敷きの床に床しよう几ぎを並べ、円陣を作った。

　魔女だけでなく、シュバイツ川から戻っていたナーガも顔を出している。

　というより、戦いくさのための作戦会議となれば、ナーガ抜きでは始まらない。




「ユウキ、繰り返しになってすまんが、もう一度、報告を頼む」

　とハリガンに促され、ユウキが床しよう几ぎから腰を浮かせる。

「はい、ハリ姉ねえ」

　立ち上がったユウキの顔色が少しばかり青ざめているのを見て取った他の魔女たちは、いよいよ来るものが来たのかと思い、ごくりと唾を呑のんだ。

　ユウキはあれから毎日、敵軍の準備状況を確認するため、カサンドラ王国のエインの砦とりでまで飛んでいた。

　今日も日が傾いてから飛空艇を飛ばして砦の偵察に出向いていたのだ。

「部隊のうちの一つが今にも出発しそうな様子だった。たぶん、明あ日すの朝には砦を出るのじゃないかな……って思う」

「今にも出発しそうってのは、具体的にどんな感じだった？」

　すかさずナーガが訊きいてきたので、ユウキはムッとした顔になる。

「なに？　わたしが信用できないわけ？」

「信用はしてる。だが、勘違いということもある。皆で検討したほうが確実だろ」

「吾われも訊きたいな。どうしてそう思ったのか、根拠を話せ、ユウキ」

　ハリガンにも言われてしまえば、それ以上の抵抗もできない。

　ユウキは「今にも出発しそう」だと思った根拠を述べていく。

「一部の天幕が畳まれていた。一部の部隊が陣の移動をしていた。少数の部隊がこちらに向かって道を歩いていた。たぶん物見なんだと思う。あと、砦へ入る後続部隊はもういなくて、三日ほど前から兵員の数は増えていない。いつも午後に行われていた訓練が、今日は行われていなかった」

　そこで言葉を切ったユウキは腰に手を当て、どう、文句ある？　と言わんばかりにナーガを睨にらんで、ぐっと胸を張った。

「いや、ねえ。大したもんだ。見事な観察眼じゃねえか、ユウキ」

「あ、当たり前じゃない。っていうか、このくらい常識だから。自分のほうが知識があるんだみたいな顔で偉そうに人のこと誉ほめてるんじゃないわよ」

「そうだな。少し見くびっていたかもしれないな。謝るわ」

　ナーガが軽く頭を下げてきたので、ユウキも振り上げた拳のやり場に困った。

「ま、まぁ、わかればいいのよ、わかれば」

　と言って腰を下ろす。

　ナーガは思わず笑ってしまいそうになったが、顔を下に向けていたのでユウキは気がつかなかったのだろう、彼女はそれ以上、何も言ってこなかった。

　ナーガは微かすかに浮かんだ笑みを消し、ことさら真面目まじめな表情で顔を上げた。

「どうやら明日にでも第一陣が砦を出そうだな」

　とハリガンを見ると、彼女は重々しい態度で頷うなずいた。

「うむ、間違いないようだ」

「ユウキが砦とりでに集まりつつある敵軍を確認してから十一日後か。準備を調ととのえるには過不足ない日数だな。それだけの準備期間があれば、当面の作戦を支えるだけの兵ひよう糧ろうも持っていると考えるべきだろう」




　ナーガたちはもちろん知らないことだが、明日はカサンドラ侵攻軍を率いる将軍が宴席で国王に宣言した「十日後」に当たった。

　つまり、カサンドラ王国軍にしてみれば予定どおりの出陣ということになる。

　兵糧や武器、防具、水や飼い葉などの準備が調ったということに外ほかならない。




　ナーガはにやりと笑った。

「想定どおり、速戦即決で行こう」

　床しよう几ぎから腰を浮かせたナーガは、ユウキの描いた絵地図を手に円陣の中央へ進み出た。

　他の魔女たちも立ち上がり、ナーガの周りに集まる。

　一人、ユウキだけは、新たに組まれた小さな円陣の外そとから、背伸びするように自分の描いた絵地図を見やっている。

「どうした、ユウキ。そんなところにおらずに、こちらへ来こよ」

「あ、えぇと、わたしはここでいいわ、ハリ姉ねえ」

「そこに立っていられると邪魔だから、こちらに来て座れと言うておる」

「あ、ケイ、ちょっと詰めてあげて」

「おいっす」

　ケイが少し体をずらしてユウキの座る場所を空けてやると、アイスがにこやかな顔でユウキを手招いた。

「はい、ユウキ、ここに座りましょう」

「いや、でも……」

「困ったわ。作戦会議を早く進めたいのに。早く！　進めたいのに」

　わざとらしく眉を顰ひそめたアイスが、バキリ、ボキリと手の指を鳴らす。

　空いた空間にユウキがぴょんと飛び込んできて、ひょいっと腰を落とした。

「ど、どうぞ、進めていいわよ」

　ハリガンが、くくっ、とほくそ笑むように笑った。

「進めてくれ、ナーガ」

　頷うなずいたナーガは、床に広げた絵地図を指し示す。

「どこで迎え撃つかは決まってる。問題は、いつ敵がそこにやって来るか、なんだが」

　そう言ってナーガはハリガンの顔を見やった。

「わかるか？」

「そうさな。明あ日すの朝に砦とりでを出れば、第一陣がシュバイツ川に到達するのが……」

　ハリガンはカサンドラ王国軍部隊の進行速度と途中にある川までの距離を思い浮かべ、そこへの到達時間をざっと計算する。

「低山とはいえ、山越えの道になるからな、おそらく夕刻前というところではないかな。もっとも、完全武装の人の兵がどれほどの速さで歩けるものなのか吾われはよく知らんから、あくまで想像でしかないが」




　朝の六時に出て午後の三時に着くのなら、途中の休憩時間（昼食を含む）を二時間として、七時間歩くことになる。

　仮に行軍速度を時速一リーガ（約四・八キロ）だとすれば、シュバイツ川まではざっと七リーガ（三十キロと少し）の道程だ。

　ただ、途中に峠越えの山道があるし、兵は重い装備を身に着けている。歩く速度はもう少し遅いかもしれない。




　異界から来たナーガには兵装も兵の脚力もカサンドラ王国軍の練度もわからないから、彼としてはハリガンの言うことを信じるしかない。

　ナーガはもう一度、ユウキのほうへ顔を向けた。

「騎兵の割合はどうだった？」

「あ、えぇと、それほど多くはなかったと思う。全体の一割から、多く見積もっても二割……じゃないかな」

「二千いるから二百から四百か。まぁ、そんなもんか。といっても、俺おれはこの世界の戦いくさのことをあまり知らないから、なんとも言えないんだが」

　と言ってナーガが正面にいるハリガンに顔を戻すと、彼女は、

「その比率なら、大きく間違っていることはあるまい」

　とユウキの推測を肯定した。

「そうか。最大の四百に近いと少し厄介だが……とはいえ、作戦遂行に支障を来きたすこともなさそうだ。ところで騎兵は、騎兵だけで運用されるのか？　つまり騎馬隊みたいなものがあって、その部隊だけで作戦行動を行うのか、ってことなんだが」

「この辺りではあまり聞いたことがないな。北の高原地帯の騎馬民族同士の戦いであれば双方とも全員が騎兵だという話だが、この辺の国の部隊は、基本的に歩兵や騎兵が一緒に行動しているな」

「そうか。なら、問題はなさそうだな。こちらも予定どおりでいいだろう。問題があるとすれば、第二作戦を実行する機会を上手く計れるかどうかってところだな。そこはどうしたって出たとこ勝負になるから、ユウキに頼ることになる」

　そう言ってナーガがユウキを見やったが、彼女はそっぽを向いたままだ。

　するとレラが、

「主役はあくまでユウキだ、からユウキによくお願いしておくべ、き」

　などと、しれっとした顔で言った。

　そうだな、と頷うなずいたナーガは床に両りよう膝ひざをついて、わざとらしい態度でユウキに向かって平伏してみせる。

「よろしくお願いしますぜ、ユウキ様」

「ぬなぁっ？」

　ユウキがびくっと仰のけ反ぞった。

「き、気持ち悪いから止やめて！」

　はっはは、と笑いながら顔を上げたナーガだが、直すぐに真面目まじめな顔に戻った。

「今回の作戦の成否の大きな部分がおまえの双肩にかかってるのは事実なんだ。だから、頼んだぜ、ユウキ」

「わ……わかってるわよ。わたしたちの未来が懸かってるんだもん、一生懸命、ううん、死んでもやり遂げるわよ」

「その意気だ。でも、死んだら駄目だぜ？」

　ユウキはナーガのほうに顔を向けようとせず、天井を見つめたままボソボソと応えた。

「それは喩たとえだから。もちろん死ぬ気なんかないから、あんたは余計な心配をしなくてもいいの。でも、わたしが作戦の肝かん心じん要かなめなんだから、あんたが心配するのも当然だけど」

「どっちだよ」

「だ、だから！　心配する必要なんかないけど、わたしのことはちゃんと心配しなさいよっていう……」

「難度の高い要求しやがるなぁ」

「ど、どこがよ」

　ケイやミモーネが、くすくすと笑い出した。

　一方、ハリガンとアイスは生温かい目で二人を見守っている。

　周りの視線に気づいたユウキが狼狽うろたえた表情になる。

「ちょ……なに見てんのよ！　ほら、さっさと作戦会議を進めないと駄目でしょ。次の、次の議題は!?」

「ああ、ユウキの言うとおりだな。明あ日すの朝は早い。会議を済ませて食事を摂とったら、早めに寝なくてはならん。では、ナーガ、敵味方の動きの最終確認をしてくれんか。人員の配置なども、もう一度確認しておこう」

　ナーガは、よし、と応えて身を乗り出した。

「敵の第一陣が朝に出て夕刻前に川に着くなら、連中は明あ日すの夜、おそらく全軍が川の近くで野営することになるだろう。そうなると、最初の戦いくさは明後日あさつての早朝だ。第一の戦場はここら辺り」

　ナーガはシュバイツ川のこちら側を、とんとんと指先で叩たたいた。

「相手は必ず、それが何かを確かめようとするはずだ。確かめないうちに主力が川を渡ることはないだろう。何しろ連中は魔女が使う魔法を殊ことの外ほか、恐れているようだからな」

　そう言ってナーガが皮肉の効いた笑みを浮かべると、ハリガンも嘲あざけるように笑った。

「ふふん、そうだな」

「わけのわからない物を見たら、よりいっそう慎重に行動するだろう。具体的には、まず物見部隊を渡河させ、それの正体を調べようとする」

　レラが手を挙げた。

「なんだ？」

「万が一、全軍で渡河しようとした場合の対応も予定どおりでいいの、ね？」

「そうだな。その場合は二番目の策を先に発動することになる。始める時機が難しいが、それこそ出たとこ勝負で行くしかない。二千もの部隊が横一列で一斉に渡河するはずがないから、多少の時間の幅なら許容範囲だ。たぶんなんとかなる。仮に相手の被害が少なくても、そんな攻撃をされれば連中は絶対に浮き足立つからな。で、敵を分断したら、先行渡河した部隊を一番目の策のために用意したあれで叩たたく」















　ここまではいいか？　とナーガが魔女たちを見回した。

　誰だれからも異議や質問が出ないので、ナーガは話を先へ進めていく。

「人員の配置も予定どおりだ。戦場に潜む第一陣が俺おれとハリガン、レラ、ケイ、クゥ、セレナの六人。川の上流の第二陣はアイス以下、ノノエル、エレオノーザ、ミモーネ、ジーニアスの五人。ユウキは戦場の上空……いや、ずっと飛んでると魔力を消耗しちまうから、どこかに隠れているほうが無難か。戦場後方に第三陣として残りの七人が控える。一陣の指揮は俺が執る。俺が執れない場合はハリガン、二人とも執れない場合はレラだ」

　レラが無言で頷うなずいた。

　ナーガが言う「二人とも指揮が執れない」という場合は、ナーガもハリガンも討ち死にしたか重傷を負ったかというときだから、それだけで魔女たちの敗勢は間違いなしという状況だ。

　次の指揮官を決めても意味はなさそうだが、だとしても、あらゆる状況を想定して予あらかじめ手を打っておくのが戦いくさに臨むときの心構えだというナーガの主張に魔女たちは従うことにしていた。

「第二陣の指揮官はアイスだ。アイスが執れないときはミモーネ、ミモーネも駄目なときはノノエルだ」

　名を呼ばれた三人が、それぞれ返事をして了解の意を示した。

「後方の第三陣の指揮はイクシーヌ。イクシーヌが執れない場合はリンナとリンネ。二人が執れない場合はネネルだ」

　今度は四人が了解の返事をした。

　こちらが四人なのは、リンネとリンナの双子は一緒に行動しないと威力半減らしいからで、ハリガンによると、

「一人が使えなくなったら別の一人が……というわけにはいかない」

　ということになる。

　そこでナーガは二人一組の指揮官として双子姉妹を指名していた。

「どれほど綿密に作戦を立てても、精細に検討していても、いざ戦が始まれば、なかなか机上の計算どおりにはいかないものだ。その場合は現場で臨機応変の対応が必要になる。みんな、頼んだぜ」

　皆から力強い返事が上がった。

「あと、第一陣と第二陣が上手く連携を取れるかどうかは偏ひとえにユウキの働きに懸かってる。頼んだぞ」

「あ。ああぁ、そうね、やるわよ。死なない程度に頑張る」

　とユウキがぐっと右の拳を握りしめると。

「おお──っ！」

「ユウキが素直だ？」

「嵐が来ないといいね？」

　などと、ケイやミモーネ、エレオノーザが額を集めてひそひそと話を始めた。

「むしろ、嵐が来てくれたほうがわたしたちには有利ではないかしら。だから、ユウキ、今夜一晩は素直でいてね？」

「なっっ、なに言ってるのよ、アイスは！」

　ユウキが、びしぃっとアイスを指さして叫んだ。

「わたしはいつでもどこでも素直ないい娘こじゃないっ！」

「あっちゃ[image: ][image: ]、いつものユウキに戻っちまったぜ」

　とケイが天を仰いだ。

「こりゃ嵐は期待できないわねえ？」

　周囲でどっと笑い声が上がり、顔を真っ赤にしたユウキが周りの仲間を睨にらみつける。

　アイス以外の魔女は、慌てて顔を背けるのだった。

　くくっ、と笑ったハリガンが話題を受け取った。

「素直なユウキというのも少し気持ちが悪いから、ぬしは普段どおりでいればよいわ」

「ハリ姉ねえ……」

　ユウキが情けなさそうに顔を歪ゆがめるが、ハリガンは彼女にかまわず、この話題はこれで打ち切りだとばかりに、

「続きを頼む」

　とナーガを促した。

「ああ、じゃあ、続けるぜ。計算どおりに行けば、百から二百くらいが川のこちらで孤立するはずだ。とはいえ、もっと多い場合もあるし少ない場合もあるだろう。多い場合が少し厄介だが、どちらであっても、こちらの応対は基本的に変わらない」

　ナーガは細長い木の棒を三本、絵地図の上に平行に置いた。

「まず渡河してきた物見をこれで攻撃し殲せん滅めつする。物見が攻撃されるのに気づいて救援に出てきた部隊が川を渡るところを狙って仕掛けを動かす。そうして、こちら側に孤立した部隊を、これのすべてを投入して攻撃し、大打撃を与えたところで、潜んでいた俺おれたちで止とどめを刺す。俺たちだけで足りないようなら、第三陣が駆けつけて加勢する」

　ナーガは指揮棒で絵地図のあちこちを突きながらそう言った。

「以上だ。肝心なのは、全軍は無理でも敵の一部隊を完かん膚ぷ無なきまでに叩たたくことと、魔法の恐ろしさを見せつけることだ。実際には魔法を使っていなくてもな。なんて恐ろしい魔法なんだと錯覚してくれれば、敵はあれこれ余計なことを考え出す。そして考えた挙げ句に、今回の軍事作戦そのものを中止するしかなくなるだろう」

　魔女たちはナーガの言葉の意味を考えているのか、誰だれも何も応えない。

（今までずっと十数人で戦ってきたこいつらに、数百、数千の兵の心理を、そしてその兵を動かす指揮官の心理をわかれっていうのも無理な話か）

　そう思ったナーガは、それ以上の詳しい説明を省いた。

「もう何度も図上で演習してるからおおよその動きは頭に入っていると思うが、何か疑問点があればここで訊きいておいてくれ。明あ日すの夜明け前には作戦を開始しなくちゃならないからな。っていうか、第二陣には夜のうちに現場へ移動してもらわないとならないんだからな」

　そう言ってナーガは全員の顔を見回したが、とくに誰からも質問は出なかった。

「みんな、地図の複写は持ったな？」

「「「はい」」」

「よし、作戦を開始しよう」

　ナーガが立ち上がると、魔女たちも次々に腰を浮かす。

「ああ、ちょっと待て、ナーガ」

　とハリガンがナーガを止とめた。

「なんだ？」

「アイス、あれを持ってこい」















「あ、あれですね。いま直すぐに」

　立ち上がったアイスがそそくさと部屋を出ていくのを怪け訝げんそうな顔で見送ったナーガは、アイスの姿が消えるとハリガンに顔を向けた。

「何を持ってくるんだ？」

「いい物だよ」

　とハリガンが笑いながら応えた。

（現物を見るまで言う気はないってか）

「少し待っていろ、直ぐに戻ってくる」




　ハリガンが言ったとおり、ほどなくアイスが両手に何かを載せて戻ってきた。

「はい、姉あね様さま」

　とアイスが持ってきた何かをハリガンに手渡した。

「うむ、ご苦労」

　受け取ったハリガンは織布に包まれた薄っぺらい物を床に置き、ずいっとナーガのほうに差し出した。

「これは？」

　ナーガが怪訝そうな顔をハリガンに向けると。

「それは吾われらからおぬしへの贈り物だ。中を見てみよ」

「お、おお？」

　ナーガは手を伸ばして贈り物とやらをくるんでいる織布を解ほどいていった。

「おい、これは！」

「おぬし、こちらへ来てからずっと同じ物を着ているだろう。そろそろ新しい服がほしかろうと思ったので、吾らで作ってみた。もっとも、吾らは男物の服など縫ったことがないのでな、おぬしが着ていた物を参考に、あとは適当に意匠を考えた」

　ナーガは布の中に畳まれていた衣装を手に取り、床の上に広げてみる。

　魔女たちが用意してくれたのは、なかなか派手な色合いの筒袖と筒つつ袴ばかまだった。

「おまえら、これを戦いくさの準備の合間に？」

「そうだとも。皆で手分けして作ったから、それほど大変だったわけではない。遠慮なく受け取ってくれればよい」

「ありがたく受け取らせてもらうわ」

　ナーガは愛いとおしそうな手つきで新しい衣装を撫なでた。

「じゃあ、明日からの戦いにはこれで臨むとするか」

「吾らが総指揮官殿に相応ふさわしい衣装だと思うぞ」

　とハリガンが言うと、ナーガは嬉うれしそうに笑った。

「よし、では、最後に乾杯をするか」

　ハリガンは部屋の隅に用意しておいた酒さか樽だるをアイスに持ってこさせた。

　酒樽を軽々と運んできたアイスは、それを床に置くと──ずんという音がして床が震えたから、かなり重いのがわかった──上蓋を拳げん骨こつで打ち抜いた。

「では、戦勝を祈願して乾杯といこう」

　木製の酒杯を手にしたハリガンが進み出ると、ナーガと魔女たちも同様に酒樽の周りに集まった。

　皆が手にした酒杯で葡ぶ萄どう酒しゆを掬すくうのを待って、ハリガンがナーガに顔を向けた。

「ナーガ、乾杯の音頭を取ってくれ」

「俺おれでいいのか？」

「かまわんよ。というか、この戦いくさの指揮官はおぬしなのだからな。おぬしにやってもらわねば始まらん」

「そうか。んじゃ」

　ナーガは手にした酒杯を高々と掲げて声を張り上げた。

「この戦はそれほどの大おお戦いくさじゃあない。だが、俺たちにとっては未来を左右するほど重い意味を持った戦になる」

　ナーガが「おまえたち」ではなく「俺たち」と言ったのに深い意味があったのかどうかはわからない。

　ただ、魔女たちの多くは彼の言葉に意味を見みい出だした。

　今の言葉は彼が自分たちと一いち蓮れん托たく生しようであると宣言したようなものだと受け止とめた。

　ナーガと魔女たちが真の意味で仲間になったのは、もしかするとこの瞬間だったのかもしれない。




「勝とうぜ。勝って、もう一度、全員揃そろって祝勝の宴うたげを張ろうじゃねえか」

「「「「おお！」」」」

「黒き森の漆黒の魔女、ハリガン・ハリウェイ・ハインドラとその一党の勝利を願って、乾杯！」

「「「「「乾杯！」」」」」
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　その夜遅く、アイスに率いられた第二陣が一の砦とりでをあとにして、シュバイツ川を堰せき止とめたあの場所へと向かった。




　まだ双方の衝突こそ起きていないが、実質的に戦いは始まったといえる。

　果たしてナーガの策は吉と出るのか凶と出るのか。

　魔女たちに新しい未来は開けるのか。

　結果は明後日みようごにちに示されるだろう。















第２章　戦端、開く
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　カサンドラ王国の黒の森侵攻軍、その第一陣がエインの砦とりでを進発した。

　第一陣を受け持つのは第二大隊の五百である。

　第二陣となる第一大隊と第三陣の第三大隊の各五百は、エインの砦の周辺に整然とした隊列を維持したまま待機している（この他に本営と輜し重ちよう部隊がいる）。

　部隊は歩騎混合の構成となっていて、歩兵と騎兵の比率はおよそ五対一。

　大隊五百のうち、ざっと歩兵が四百二十で騎兵が八十である。

　この世界の部隊構成からすれば平均的な数字だった。

　さらに歩兵の内訳を見てみると、弓兵が百二十に突撃歩兵が三百という割合になる。

　平原での会戦であれば、まず互いが弓を撃ち合い、その後、騎馬と歩兵が敵陣目がけて突撃するという場合が多いのだが、今回は騎兵の出番はなさそうだ。

　その理由は大断崖に登る斜面が急すぎて騎馬による突撃は無理だから、である。

　全速力で走れない騎兵は、目標が大きいだけに恰かつ好こうの標的になってしまう。

　であれば騎兵は、歩兵が上部を制圧した後に下馬して登るしかない。

　まずは弓兵と歩兵が大断崖上まで登って砦を制圧する必要がある。

　必然的に魔女との戦闘は弓兵と突撃歩兵が担うことになるわけで、今回の作戦では、騎兵はあくまで万が一の備えという位置づけだった。




　朝のうちに出発した第一陣（第二大隊）は、途中にあるそれほど高くない山地を越え、日が高いうちにシュバイツ川手前まで進出し、そこに陣を張る役目を担っている。

　侵攻軍司令官ゲオバルク将軍は、今後の作戦に備え、そこを兵ひよう糧ろうの集積基地として使うつもりだった。

　魔女の砦を奪うのにさほど日にちはかからないだろうというのが将軍の読みだ。

　だから奪うだけなら兵が各自で持参する二、三日分の兵糧でも間に合う。

　しかし、奪ったら砦を改修して強化する必要がある。

　平地から大断崖上へと登る斜面を整備する必要もあるし、エインの砦から登り口に至る道も同様だ。

　二千の兵をある程度の期間に亘わたって作戦に従事させなくてはならない。

　これが城郭都市の攻略なら、攻め陥おとした街の食糧庫から食糧を調達するという強引な方法も使えるが、魔女の砦は規模が小さすぎて、奪ったところで二千もの兵を養う兵糧が手に入るわけがない。

　将軍は二千の将兵を養うだけの兵糧を自前で確保しなくてはならず、そのため輜重部隊に三百を充あてている。




　ちなみに。

　輜し重ちよう部隊の隊長は、先日、魔女の砦とりでに対する作戦で自軍の将兵を多数失うという不手際を咎とがめられたライバッハが務めることになっていた。

　百名の中隊を率いる中隊長から三百名の輜重部隊を率いる隊長になったわけで、配下の兵数だけを見れば出世のようにも見える。

　しかし、実戦部隊の中隊長職を解かれて後方支援部隊の隊長になったわけだから、これは昇格などではなく、実質的な降格人事である。

「魔女に関わるとろくなことにならねぇなぁ」

　とライバッハは嘆いたというが、本音はどうだっただろう。

　彼は魔女の恐ろしさ、手て強ごわさを直じかにその目で見てきたばかりだ。

　もしかすると、最前線に立たなくて済むことに安あん堵どしていたかもしれない。




　それはさておき。

　歴戦の老将軍ゲオバルクの目もく論ろ見みは以下のとおりだった。

　シュバイツ川近くに第一陣（第二大隊）が敷いた陣まで第二陣（第一大隊）と第三陣（第三大隊と侵攻軍本営）も進んだ後、そこで宿営。

　翌早朝、宿営地に留守部隊を残して主力は大断崖下まで進出する。

　これまでの戦い──どちらかというと威力偵察だが──の経験から、将軍は進軍途中に魔女から攻撃を受けるとはまったく考えていない。

　戦いがあるとすれば、断崖を登る途上でだろうと予想するが、それとて可能性は低いと思っている。

　なんといっても兵数が違いすぎるというのが、そう考える最大の理由だった。

　大断崖上の砦を守る魔女は、せいぜい十数人ではないかと想像される。

　いくら魔女が人には真ま似ねのできない特殊な能力──魔法──の持ち主だとはいえ、その人数で二千近い部隊を相手に何かができるとは思えない。

　話に聞く巨大な木で偶く人形とやらがどれほど強力だろうと、平地での戦いであれば、いくらでもやりようがある。

　それこそ百、二百という騎兵で包囲し攻撃すれば簡単に屠ほふれるだろう。

　さほど広くない戦場で数に限りのある歩兵を相手にしているからこそ木偶人形の威力が遺憾なく発揮されるのであって、平地での大部隊との戦闘では大して役に立たないというのが将軍の評価だった。

　彼の評価は正しかった。

　実際、先の戦いでは、斜面を下り切った木で偶く人形を騎馬に引かせた破は城じよう槌ついで攻撃して、かなりの効果を上げていた。

　その後、燃えて爆発した木偶によって自軍の兵士に損害が出たが、あれとて破城槌による攻撃で損傷を受けた木偶人形の自爆ではないかとゲオバルクは疑っている。

　そして、これまた将軍の読みは正せい鵠こくを射ていた。

　過去にあの巨大な木偶が二体以上出撃したことはないのもゲオバルクは確認済みだ。

　だから彼は、木偶人形の出撃は一度に一体限りと読んでいた。

　この読みも当たっている。

　であれば、平原に出てきたとしても自軍の脅きよう威いにはなり得ないというのが将軍の下した結論だった。

　ゲオバルク将軍の分析と予測は間違っていなかった。

　むしろ、おおよそにおいて正しかったと言える。

　将軍に誤算があったとすれば、今回の戦いくさにおいて魔女たちは、これまでの戦い方を潔く捨て、異世界から落ちてきたナーガが立てた作戦を採用していたことだろう。

　ナーガの存在を予あらかじめ知ることなど、将軍にも他の誰だれにも不可能な話だったから、作戦の裏をかかれたからといって将軍を責めるのは酷な話とはいえた。
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　第一陣に少し遅れて、第二陣がエインの砦とりでを出立していった。

　兵の足取りもしっかりとしているし、隊列に大きな乱れもない。

　部隊としての統制がそれなりに取れているのが見て取れる。




　その頃には、砦の中にいた将軍とその幕ばく僚りようたち、そして警護の兵も砦の外そとまで出てきて出陣の準備を開始していた。

　ひときわ大きな鹿か毛げの軍馬に跨またがった将軍が、隣にいる副官に声をかけた。

「第三陣も出るぞ。第三大隊に伝えよ」

「はっ」

　伝令の騎兵が走り去っていくのを見送ると、ゲオバルク将軍は周りを固める幕僚たちに大だい音おん声じようで呼びかけた。

「大断崖上の魔女の砦を一気に揉み潰す！　魔女ごときに後れを取るな！」

「おお！」

「我らの戦いを、国王陛下と父なる神が照覧なさっていることを肝に銘じよ！」

「おおお！」

「よし、出撃！」

　というゲオバルクの声に応じて、幕ばく僚りようたちの声が辺りに響き渡った。

「出撃だ！」

「ゲオバルク将軍、ご出撃！」

「遅れるな！」




　将軍に率いられた侵攻軍本営の二百が行軍を開始したのは、およそ五刻時頃（今で言う午前十時頃）だった。

　この二百は、過半が騎兵である。

　本営の二百のあとに第三大隊の五百が続いた。




　こうして、黒の森侵攻軍総勢二千のうち、輜し重ちよう部隊を除のぞく千七百がエインの砦とりでをあとにしたのは、彼らの暦で言えば、カサンドラ三世の十二年第五の月二十四日のことだった。

　当日の天候は晴れ。

　空のところどころに雲が浮かんでいるものの、日ひ射ざしを遮さえぎるほどではなく、少し蒸し暑さを感じる日だった。
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　本営と第三陣が宿営地に到着したのは、すでに日没が間近な頃だった。

　宿営地に選ばれたのは、シュバイツ川まであと少しという場所にある開けた土地だ。

　平へい坦たん地で、シュバイツ川へ流れ込む支流が近くにあるから水の確保にも困らない。

　二千近い部隊が無理なく宿営できる場所だった。

　今日はここで夜営をして翌早朝に出立、あとは一気に大断崖直下まで進み、敵状偵察を行う予定である。

　将軍たちが到着する頃には先行した第一陣の第二大隊がすでに簡易陣地を構築し、天幕を張っていた。

　とはいえ陣地は、途中で通過した山から伐きり出してきた丸太を地面に打ち込んで木柵を作ったり逆さか茂も木ぎを並べたりしただけの間に合わせでしかない。

　元より魔女から攻撃を受けるとは思っていないから、陣地を堅くする必要はなかった。

　基本的に陣地は将軍や幕僚など幹部連の宿泊場所であり、同時にこのあと運ばれてくる兵ひよう糧ろうの集積基地でしかない。

　第二陣、第三陣も、到着後、兵が寝泊まりするための天幕を張った。




　宿営地の先、だらだらとした斜面を下っていった先にシュバイツ川が流れている。

　川幅は二十から二十五ヤルドほどで、流れもさほど速くなく、水深は深いところでも腰くらいまでしかない。

　大雨が降って極端に増水しない限り、歩兵でも徒歩での渡河が可能であり、騎兵ともなれば余裕で渡れる。

　第二大隊の大隊長は、日が暮れる前に物見を渡河させて川の向こう岸を探らせていたが、なんの異状も見つからなかった。

　もちろん、魔女の姿など影も形もない。

　それも彼らにしてみれば当たり前の話だ。

　最近は魔女が黒い森から下りてきたという話を聞いたことがない。

　もし魔女に待ち伏せされたら、十人、二十人単位の物見部隊では対抗できはしないが、これまでの戦いくさの経験から、大隊長はその可能性はほとんどないと見ていた。

　それでも万一を考え、渡河した物見部隊はそれほど先まで進ませなかった。

　危険な任務を無む理り強じいすれば逃亡兵を出しかねないのだ。

　人は何かが潜んでいるかもしれない闇を恐れる。

　人は平然と人を喰い殺す獰どう猛もうな獣を恐れる。

　人は人に非あらざる特殊な力を持つ魔女を恐れる。

　この時代の一般の兵士に鉄の規律を求めるほうが無理な話だった。




　宿営地のあちこちで火が起こされ、煮炊きの煙が上がった。

　明日は魔女との決戦だというのに、兵のあいだにそれほどの緊張感がないのは、事前に聞かされた兵力差が心理的余裕をもたらしているからだろう。

　魔女がどれほど強力な魔法を持っていても、無敵の存在ではないことを兵たちは経験則的に知っている。

　じっさい、これまでの戦いの中で人の軍は魔女を何人も倒してきたし、捕らえた魔女を処刑したこともある。

　魔女は恐ろしい存在ではあるが、無敵ではない。

　決して勝てない相手ではないのだ。

　魔女を圧倒できるだけの兵力があれば。

　それがこの時代の兵士の共通認識だった。




　兵士たちですら余裕があるのだから、部隊指揮官や幕ばく僚りようたちは言わずもがなである。

　老将軍ゲオバルクと彼の幕僚は、戦があるとしても黒の森への登り口だろうし、上手くすれば戦いすらないままに砦とりでを占拠できるだろうと考えている。

　だからその夜は、当直番を除のぞけば、兵も将も枕を高くして寝入ったのである。

　もちろん、その夜は何も起きなかった。
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　東の空が白んできて。

　やがて中天までが明るくなった。

　西の空はまだ群ぐん青じよう色いろに染まっているが、東の空は朝焼けで茜あかね色いろに燃えていた。

　すでに夜明けは間近だ。

　上空を見上げると過半が灰色の雲に覆われているが、雲にはあちこち切れ間があるし、雲自体もそれほど厚くはない。

　今日一日は雨が降る心配をしなくてもいいだろう。




　かぁん、かぁん、かぁん。

　かぁん、かぁん。かぁん。




　宿営地に起床の時間を告げる鉦かねが鳴らされた。

　鉦が聞こえて餌の時間が近いことを悟ったのか、荷馬車を引いてきた馬の嘶いななきも聞こえてくる。

　張られている簡易天幕から兵が次々に起き出してきた。

　ほとんどの兵は鎧よろいを着けていない。

　魔女側の奇襲などまったく考えていないから、大半の兵は鎧を外して寝ていたのだ。

　天幕は狭くて背が低いため中では鎧を着られない。

　起き出してきた兵たちは天幕の外そとで、手にした鎧をもそもそと装着する。

　兵たちの物より大きくて立派な幾張りかの天幕からは、部隊指揮官や将軍、幕ばく僚りようたちも姿を現した。

　彼らはすでに鎧を着用している。

「ほら、さっさと鎧を着込め」

「当番兵は馬の水と飼い葉の用意をしろ」

「朝食の配給に遅れるなよ」

　小隊長や中隊副長たちの声が陣地を飛び交っている。




　そのとき。

　シュバイツ川の岸辺を歩いていた物見班が駆け戻ってきた。

　物見班は第二大隊第二中隊所属の第六小隊だった。

　先着して宿営地を設営した第二大隊がいちばん川に近い場所に陣を敷いているため、川の見張りは第二大隊の受け持ちだった。

「中隊長に報告っ！　中隊長に報告っっ！」

　小隊長の声にただならぬ気配を感じた第二中隊の副隊長がすっ飛んできた。

「何があったか？」

「た、対岸におかしな物が見えます！」

「おかしな物とはなんだ？」

「いえ、それがなんなのかはわかりませんが、とにかく並んでいるのです」

「だから何がだ？」

「な、何かはわかりませんっ！」

　中隊副長は眉を顰ひそめる。

　報告は意味不明で、本来ならもっとしっかりした報告を上げろと叱りつけるところだが、物見班の班長である第六小隊長は少しばかり恐慌を来きたしているように見える。

　相手は小隊長だ。

　新兵ではない。

　戦いくさの経験もある。

　ということは、実際に彼を恐慌に陥おとしいれるだけの異変が起きていると考えるべきだった。

　中隊副長は第三、第四、第五の小隊長を呼び、物見班と共に川向こうの様子を確認するよう命じてから、中隊長の下もとへ報告に向かった。

　報告を聞いた中隊長は、自分の目で確かめに行くと言い出した。

　そこで中隊副長は、中隊長直属の二十名を呼び集めて中隊長と共に川原まで進出することを命じ、同時に第二大隊の大隊長の下へ伝令兵を送った。

　第一、第二、第七、第八の各小隊に「臨戦態勢を維持してその場で待機」を命じると、第二中隊副長は中隊長や他の幕ばく僚りようと共に馬に跨またがりシュバイツ川の左岸まで進んでいった。
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「な……なんだ、あれは……」

　シュバイツ川の河岸段丘上に馬を進めた中隊長は喘あえぐように声を絞り出したあと、口をぽかんと開け、目を見開いて対岸を見やっている。

　居並ぶ馬上の部下も同様で、彼の問いかけに答えられる者はいなかった。

　彼らの左右では、先に送った第三、第四、第五、第六小隊の兵も横に広がり対岸を見やっていたが、目に入る光景の奇妙さ、不可解さに、誰だれも声を上げることができなかった。




　右岸の先には荒れ地が広がっているだけだ。

　全体としては南東側、つまり黒の森のある方向に向かって緩やかな登り斜面になっているのだが、起伏はあまりないから見通しはいい。

　彼方かなたには、断崖上に黒い帽子のようなこんもりとした塊が見える。

　あれが黒の森だ。

　そこへと至る緩い登り斜面の荒れ地の中を貫いて、踏み跡がついている程度の、道とも言えないような道が延びている。

　それらは、渡河した部隊の行く手を阻はばむように道を挟んで横隊で整然と居並んでいた。

　岸辺からの距離は、ざっと半リーガほどもあるだろうか。

　距離が遠くて、それが何かは判然としない。

　だが、たしかに何かがいる。

　小さな何かが横一列に並んでいる。

　目を凝らせば、それらは横一列ではなく数列になっているように見えた。

　けれど距離が距離だけに、二列なのか三列なのか、あるいはもっと数が多いのかまでは、はっきりとは視認できなかった。

　真っ先に自分を取り戻したのは、実質的に中隊の実務面を取り仕切っている中隊副長だった。

「こ、これは……中隊長、直すぐに大隊長に報告をしたほうが……」

　彼が震える声でそう進言すると、中隊長も我に返った。

　中隊長は伝令兵に第二大隊長への報告を命じると、直ただちに第三から第六までの小隊長を呼び集めた。

　中隊長の周りに中隊副長以下の幕ばく僚りようと四人の小隊長が勢せい揃ぞろいした。

「ゲッツェ」

　と彼は副隊長の名を呼んだ。

「宿営地に待機させている第一、第二、第七の各小隊を直ちに呼び寄せろ。第八のみ引き続き現状を維持」

「はっ」

　副隊長ゲッツェは命令を伝えるために控えている伝令兵の下もとへと駆け寄った。

　中隊長は引き続き命令を下す。

「第三、第四、第六小隊は渡河してあれが何かを確かめよ。ただし確かめるだけだ。無闇に近づくな。三小隊の指揮はヘイロゥズに任せる」

　中隊長に指名された第四小隊長が敬礼した。

「ヘイロゥズ、第三、第四、第六小隊を率いて渡河の後、対岸に並んでいる物がなんなのかを確認します」

　第四小隊長ヘイロゥズが復唱すると、中隊長は頷うなずいて応えた。

「我々は第五と共に左岸に待機、もしもの場合に備える。第一、第二、第七が到着次第、後続として渡河させる。よし、行け！」

「はっっ！」

　第三、第四、第六の各小隊長は、厄介な任務を与えられたものだと内心で呪じゆ詛その言葉を吐はきながら部下の下もとへと駆け寄っていった。
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　第三、第四、第六小隊の渡河に合わせ、第二中隊長は直属の騎兵の中から五騎を選んで対岸へと送った。

　騎兵はそれ以上先へ進まず、右岸の段丘上に留とどまった。

　騎兵は物見ではなく、どちらかというと物見を命じた三小隊の監察が主な役目だった。

　逃げ出す兵がいないか、逆に殊勲のあった兵は誰だれなのかを見極めるのである。

　と同時に、別の場所で何か異変が見つかった場合、直ただちに馬を走らせて確認する任務も負っている。




　三つの小隊、合わせて三十名が慎重に進んでいく。

　望遠鏡や双眼鏡など光学機器のない時代のこと、魔法でも使わない限り、偵察は肉眼に頼るしかない。

　そうしてじりじりと進んでいった三小隊は、やがて前方に並んでいる物がなんなのかを視認できる距離にまで近づいた。

「き……切り株？」

　と誰かが呟つぶやいた。

　なるほど、前方に横広がりで整然と並んでいる高さ三分の一から四分の一ヤルドほどの円柱状のそれは、一言で言い表せば木の切り株というのがいちばん近いかもしれない。

　だが、切り株にしてはおかしな箇所がある。

　下端に短くて細い棒のような物が二本、ついているのだ。

　そして切り株の横、上から四分の一くらいの高さに、やはり左右に二本の細い棒のような物が付いているのが見える。

　こちらは下についている棒よりも細くて長かった。

「なんだか……木の人形みたいだな」

　切り株という誰だれかの呟つぶやきを受けて、別の誰かがそう返した。

　そう言われると、下についている二本の棒は短い足に見えるし、横についている二本の棒は手に見えなくもない。

「まったく動かないな」

「やっぱり人形なんじゃないか？」

「だが、いったい誰があんな物をこんな場所に置いたんだ？」

　そこで兵たちは互いの顔を見合わせた。

「まさか……」

「……魔女が？」

「けど、なんのために？」

「俺おれたちを脅すつもりか？」

「あんな物でか？」

「たしかにな。蹴り飛ばせば吹っ飛んでく程度の大きさだぞ？」

「何かの呪まじないかな？」

　兵たちはみな一様に首を捻ひねり疑問を口にするが、結局、それらしい理由を思いつけた者は出てこなかった。

「どうしますか、ヘイロゥズ隊長？」

　第三小隊の小隊長が、この物見部隊の指揮を任された第四小隊長に尋ねた。

　周囲を見渡していたヘイロゥズは、顔を戻すと、重々しい口調で第三小隊長に応えた。

「周りには兵が隠れるような場所もない。魔女の奇襲を恐れることはない……か。ならば、もう少し進んでみるか。あれが魔女の置いた人形だとしても、あんな小さな物がこちらの脅きよう威いになることはないだろうしな」

「……ですね」

「よし、もう少し前進する」

　ヘイロゥズの命令で、三十名はさらに前へと進んだ。
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　地面に掘った穴から顔だけを覗のぞかせる体勢で敵兵の様子を遠望していたナーガは、直すぐ隣の穴に潜み、天てん眼げんという魔法で辺りを見張っていたセレナに声をかけた。

「どんな調子だ？」




　天眼はセレナの十八番おはこで、己の視点を空中高くに移動させる魔法だ。

　セレナはこうして地上にいながらにして、ユウキが飛空艇で飛んだときのように、遙はるか上空から辺り一帯を見渡せるのである。




　セレナが囁ささやくような声を返してきた。

「こちら岸に渡ってきたのは、およそ三十名です。慎重に木で偶くのほうへと近づいてきます。それ以外の部隊は川の向こう岸に待機しています」

「そうか。今のところこちらの期待したとおりの動きをしてくれているな」

　ナーガは視線を周囲に巡らせる。

　他の魔女たちも自分と同様、穴から顔だけを覗のぞかせ、熱心に前方を見つめている。

　彼女たちの横顔にさしたる動揺が見られないのを確認したナーガは、安心すると同時に感心もした。

（これなら大丈夫か。さて、いよいよ始まるぜ、魔女と人との戦いくさがな）

　いよいよ乾けん坤こん一いつ擲てきの戦いが始まるというのに、ナーガは不敵に笑った。

　それは、やれるだけのことはやった、あとは運を天に任すしかないという、一種、開き直りにも似た覚悟の表れだったろうか。

（勝てるだけの準備と仕込みをしてきたからな。というか、今回は負けなきゃ勝ちなんだからな。これで負けるのなら、もう仕方がねえ。それより。同じ勝つにしても、できれば魔女たちの中から一人の犠牲者も出さないで勝ちたいものだがな）

　ナーガはそのことを切に願った。
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　すでに荒れ地の上に並んでいる物体との距離は百ヤルド（約二百七十メートル）を切っている。

　そこまで近づけば、あれがなんなのか、だいたい視認できる。

　物見部隊は最前列に第三小隊、二列目に第六小隊、三列目に第四小隊の順でさらに進んだところで前進を止とめた。

　彼ひ我がの距離は四十ヤルドと少し（百十から百二十メートルくらい）か。

　最前列に並んだ第三小隊の直すぐ後ろに集まった三人の小隊長は、伸び上がるようにして前方に目を凝らす。

「やはり切り株人形……ですか」

「のようだな」

　木の切り株に手足を付けたような物が多数、横隊で並んでいる。

　並んでいると言うべきか置かれていると言うべきかは微妙なところだが、ともあれ木製の人形のような物体群と物見部隊は、道の左右に広がって横隊で向き合う形となった。

　物見部隊は三つの小隊が三列横隊になっているが、木の人形（のような物）は四列になっているのが確認できた。

　一列の数は、ざっと六、七十といったところだろうか。それが十ヤルドから二十ヤルドくらいの間隔で四列に並んでいる。

「意味が……わからん」

「微動だにしないな」

「そりゃ人形なんだから動かないだろう」

「だが、巨大な木で偶く人形を操って襲ってくるような連中だぞ、魔女は」

「そ、そうだな、油断はできんな」

　三人の小隊長は互いに顔を見合わせたが、やがてヘイロゥズ以外の二人が、もの問いたげな表情を向けてきた。

「で、どうします、ヘイロゥズ隊長？」

　と第三小隊長が尋ねると、ヘイロゥズは低く唸うなって首を捻ひねった。

「無闇に近づくなとは言われたが……このまま戻るのもな」

　すると第六小隊長が提案した。

「あれが何かを中隊長に説明するのは難しいですから、見本を一つ、二つ持ち帰ったらどうでしょうかね？　実物を見てもらうのがいちばん手っ取り早いのでは？」

「たしかにな。俺おれたち自身、あれが何か、さっぱりわかっていないからな。近くで見ておきながら、なんだったのかわかりませんでした……では、中隊長にどやされそうだ。持って帰れないような大きさではないし、あれが木でできているなら重さもたいしたことないだろう。幾つか持っていって、上の人に見せるとするか。あれがなんなのかは、中隊長や大隊長に考えてもらえばいい」

「では、行ってきますよ」

　と第六小隊長が手を挙げた。

　言いだしっぺである自分の小隊が行くという意味もあるのだろうが、それより実物見本を抱えて戻れば他の小隊より働いたように見える……という狡こすっ辛からい打算が働いた結果の申し出と言えなくもない。

　それを敏感に感じ取ったのか、第三小隊長も前に進み出た。

「では、俺の隊も行こう」

　ヘイロゥズは内心で苦笑しつつ頷うなずいた。

「ならば二人で行ってくれ」

　二人は自分の隊に戻り、部下に向かって声を張り上げた。

「おい、あの人形を持ち帰るぞ」

「人形を運ぶ。半数ほど俺についてこい」

　二人の小隊長が各おの々おの五人の部下を率いて、前方に並んでいる木製の人形のような群れに向かって歩を進め始めると、少ししてそれらが動いた……ように見えた。

「お、おい、いま動いたぞ？」

　第六小隊長が前方を指さして叫ぶ。

　全員の視線が一斉に木の人形の群れに集中した。

「何か……持ってる？」

　たしかに人形の手のような細長い棒の先に何かがあった。

　先ほどまではどこにも見当たらなかった物だから、地面の上に置いて土でも塗まぶしてあったに違いない。

「なんだ、あれは？」

　第三小隊長は手で目まび庇さしを作って前方を覗のぞき込こむ。

「ゆ……弓……？」

　その形状から、人形が持っているのは弓だと推測できた。

　弓を持っているのは一体だけではない。

　最前列に並んでいる六十体ほどの人形すべてが弓を持っていた。

　いや、違う。

　後ろに並んでいる二列目の人形も、三列目の人形も、四列目の人形も、そのどれもが、左手に当たる細長い棒の先に弓を持っているではないか。

　しかも。

　丸太人形の背中側に隠れていたので遠くからではわからなかったが、ここから見ると、人形の後ろには籠のような物が括くくりつけてあるのがわかった。

　人形の右手が奇妙な動きを見せ、半分ほどが胴体に隠れた。

　どうやら腕は二分割されていて、中程にある関節部分で折れ曲がるように作られているらしい。

　胴体と足がじつに単純で適当な作りなのに比べ、腕にはそれなりの工夫が施してあるようだ。

　何をするつもりかと進みかけた兵たちがその場で見入っていると。

「いかんっっ！」

　第四小隊長が悲鳴のような叫び声を上げた。

「戻れっ！　早く戻るんだ！」

　右腕を振り回して叫ぶヘイロゥズを、振り返った第三と第六小隊の兵士たちが、ぽかんとした顔で見ている。

「早く戻れっっ！　あいつらはこちらを弓で攻撃するつもりだっっ！」

　ヘイロゥズが絶叫したのと人形の群れが一斉に弓矢を構えたのとが、ほぼ同時だった。

　人形を取りに向かった小隊員たちはまだ事態がよく飲み込めていないのか、怪け訝げんそうな顔でもう一度振り返った。

　その直後。

　ひゅん、ひゅんという空気を切り裂く音がした。

「ぐわっっ!?」

　直すぐに兵士の一人が頽くずおれた。

　今度は全員の視線が倒れた兵士に集中する。

　兵士の眉み間けんに一本の矢が突き刺さっていた。

「なっっっ？」

　驚きの顔を歪ゆがめ、またもや全員が振り返ったそのとき。

　ひゅん、ひゅん、ひゅん、ひゅん。

　空気を切り裂く音が幾つも重なって辺りの空気を震わせた。

「ぎゃあっ」

「がぁっ」

「ぐひっ」

　何人もの兵士が、悲鳴を上げて地面に転がった。

　矢は次から次へと降ってくる。




　隠れる物のない平地の上。

　矢避よけの盾たてを持っていない。

　物見の任務のため軽装である。

　おまけに十二名は一箇所に集まっている。




　という状況であるから、飛来する矢は面白いように兵に刺さった。

　兵たちはバタバタと倒れていく。

　即死に至らない者も、腕や足を射い貫ぬかれて戦闘不能になる。

　すでに矢は手前で待機している第三と第六小隊の残り十名と第四小隊のところにも次々に飛んでくるが、矢避けの盾を持っておらず、周りに隠れるところがないのは彼らも同様だった。

　残りの兵も次々に倒れた。

　敵の狙いを見破ったヘイロゥズだが、少しばかり気づくのが遅かった。

　彼も胸と太ふと腿ももを矢で射貫かれてその場に昏こん倒とうしてしまう。

　慌てて弓を取り応戦する兵士もいたが、何しろ相手は丸太人形、目標が小さいからなかなか矢は当たらない。

　当たっても、一本や二本の矢では人形の動きを止とめることはできなかった。

　むろん逃げだした兵士もいた。

　しかし、掩えん護ごもない中で敵に背を向けるのは自殺行為だ。

　兵が走り出したとたん、雨あられと降り注ぐ矢が背中や首筋、腿もも裏などに刺さり、その場に倒れ伏す。

　結局、射程外まで逃げ果おおせた者はいなかった。

　第二中隊の第三、第四、第六小隊が全滅するまで、さほど時間はかからなかった。
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　右岸に留とどまって物見部隊の行動を見張っていた騎兵が異変に気づいた。

「なんだ、あれは!?」

「攻撃を受けているのか!?」

　荒れ地の先で、味方の兵がバタバタと倒れていくのが見える。

「間違いない。敵の攻撃だ！」

「敵はどこにいるんだ!?」

「どこかに魔女が隠れていたのか！」

　魔女の攻撃なら、五人で戦場まで駆けたとしても味方を救えるものではない。

　どころか、自分たちも無駄死にするだけ。

　そう判断した五人の騎兵は、直ただちに馬首を巡らせた。

　第二大隊の主力がいる左岸を目指し、水みず飛沫しぶきを上げて渡河を始める。

　辺りは浅瀬が続く上、今日はいつもより水量が少ない。

　五頭の馬はあっという間まに川を渡り切った。

　右岸へ渡る際も、いま左岸へ戻る際も、「いつもより川の水量が少ない」ことの意味に気づいた者は誰だれもいなかった。




「敵襲！　敵襲です！　川向こうで物見部隊が敵の攻撃を受けています！」

　五人の騎兵は大声で叫びつつ、第二中隊長のいる場所を目指して段丘を駆け登った。

「どうした!?」

「敵襲とはどういうことだ!?」

「何が起きている!?」

　中隊長の周りにいた幕ばく僚りようが口々に怒鳴る。

「詳細は不明ですが、味方が襲われて被害を出していることだけはたしかです！」

　幕僚たちの顔色が変わった。

「川を渡る。者ども、続け！」

　馬上で中隊長が叫んだ。

「ですが、まだ状況が把握できて……」

　遮さえぎろうとする幕ばく僚りようを中隊長が叱りつけた。

「味方を見殺しにできるか、馬ば鹿か者もの！」




　中隊長の本音を探れば、味方を見殺しにした部隊指揮官と上官に判断されては堪たまらない、というものだったろう。

　この場に留とどまって味方に犠牲が出るに任せることも、危険だからと後退することも、彼の立場では認められない。

（そんなことをすればライバッハの二の舞ではないか）

　第二中隊長の脳裏に、作戦失敗の責任を取らされて中隊長から輜し重ちよう部隊の隊長に左さ遷せんされたライバッハの顔が浮かんだ。

　今ごろ彼は汗水垂らして宿営地に兵ひよう糧ろうを運び入れていることだろう。

　それは彼がこの先、戦場で手柄を立てる機会を奪われてしまったことを意味する。

（まずは味方を救いに走る。じっさいに救えなくてもいいのだ。救おうとしたと評価されるだけでいい）

　第二中隊長も戦乱の世界で戦う武将の一人ではあった。

　だが、勇敢であることを装うのはまだしも、状況が把握できていないにも拘かかわらず闇雲に前に出たのは、部隊指揮官としては、あまり誉ほめられたものではなかった。




　中隊長が率先して馬を川に乗り入れてしまえば、部下としては否いやも応おうもない。

「第八小隊を川まで前進させよ。残りは続け！」

　中隊副長はそう命じると、中隊長のあとを追った。

　幕僚や直属の部下も続々と川に乗り入れる。

　騎兵が渡河するのを見て、待機していた第一、第二、第五、第七の各小隊も段丘を駆け下りた。

　先行する騎兵が渡っているのを見れば水深は把握できる。

　とくに深みもないようで、騎兵はあっさりと渡河した。

　四つの小隊も続々と川に足を踏み入れ、水みず飛沫しぶきを立てて流れを横切った。
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　川を渡り切った騎兵が河岸段丘を駆け上がると、そこには信じられない光景が広がっていた。

　遠くにいたはずの丸太人形のような物の群れのうちの一部──一列目の約六十個──が川に接近してきていたのだ。

　こちらへ渡り、そこで物見部隊が攻撃されるのを見て駆け戻っていた騎兵が叫んだ。

「あれです！　あれがこの先に並んでいた木で偶くの群れです！」

　段丘を駆けおりて川に入ってしまったため、第二中隊の将兵はあれの接近に気づけなかったのである。

　あの群れがなんなのか。

　どうやって味方を攻撃したのか。

　状況が把握できていない将兵は、対応が遅れてしまう。

　気づいたときには頭上から矢が降り注いでいた。

　騎兵は馬に乗って駆けるため、全身を覆うような重い鎧よろいを着けていない。

　重装鎧を着れば馬の速力が犠牲になるし、何より馬を操るのが大変だ。

　胸部や腹部、肘や膝ひざなど大事な箇所は厚手の装甲で覆っていても、それ以外のところは装甲が薄い。

　矢が雨のように降ってくれば、そういった装甲の薄い箇所に矢が刺さる危険が高くなる。

　刺さればたいていの騎兵は落馬するし、しないまでも馬を操れなくなる。















　よしんば矢が騎兵に刺さらなくても、体の大きな馬に刺さる。

　結果、馬が暴れて騎兵は落馬する。

　周囲にいる幕ばく僚りようや護衛の騎兵が次々と落馬していくのを、第二中隊長は呆ぼう然ぜんと見ていた。

　まだ何が起きているのか、彼は把握できていない。

　というより、茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態に陥おちいって思考能力が低下してしまったと言うべきか。

　そんな状態で降り注ぐ矢に身を晒さらしていれば、当然、中隊長にも矢が刺さる。

　腕に刺さった矢の痛いたみで、中隊長は我に返った。

　刺さったのが左腕だったから、彼はまだ運がいいほうだ。

　部下の中には、太ふと腿ももに矢が刺さって落馬したところを暴れた馬に踏まれて致命傷を負った者もいる。

　矢が刺さって落馬し、地面に転がったところに、さらに何本もの矢が刺さってのたうち回っている者もいる。

　もっと運が悪い者は顔面に矢が刺さり、その場で絶命した。

　周囲の惨状と、自分が如い何かに危険な場所にいるのかを遅まきながら認識した中隊長は、勇敢な指揮官であろうとする努力を放棄し、なんの命令も下すことなくその場から逃走しようとした。

　だが、彼の幸運も長続きはしなかった。

　丸太人形に背を向けて馬を走らせた直後、中隊長の首筋の装甲の隙間に一本の矢が突き刺さった。

　一瞬、馬上で全身を痙けい攣れんさせた中隊長は、悲鳴を上げることもなく落馬した。

　そのときには、もはや中隊幹部は全滅に近い有様だった。

　指揮官が消滅した部隊ほど悲惨なものはない。

　騎兵と共に渡河した四つの小隊の兵は、眼前で幹部がばたばたと落馬していくのを呆然と見つめていたが、そのうち自分たちのほうにも矢が飛んできて激しく動揺し、大混乱を来きたした。

　戦うなら戦うと、退却するなら退却すると上官から命令されなくては下士官である小隊長としては身動きが取れない。

　しかし、もはや命令を下せる者はいなくなっていた。

　小隊長級では事態の急変に臨機応変な対応が取れるはずもなく、小隊の兵と一緒に右往左往しているところを撃たれ、大損害を出すことになった。

　恐怖に駆られていち早く逃げ出した十名余りの兵が川を渡ってなんとか左岸に辿たどり着ついたが、残りの将兵は討ち死に、もしくは重傷を負って対岸の地面に転がった。




　この時点で第二中隊の三、四、六、一、二、五、七の七小隊と中隊本陣要員の合わせて九十名のうち、左岸まで逃げ戻れた生存者は僅わずか十二名だった。

　左岸に残っていた第八小隊と合わせても第二中隊の残存兵は二十二名。

　損耗率、じつに七割八分という悲惨な結果だった。





　11






「だ……大隊長、あれはいったい……」

　左岸間際まで進出していた第二大隊本部の一人が蒼そう白はくな顔で傍らの大隊長を仰ぎ見ると、大隊長スナイデルは吐はき捨てるように応えた。

「くそっ。魔女だ！　魔女による魔法攻撃だ、あれは！」

　大隊長に断じられ、部下のあいだに動揺が走る。

　今まで魔女からこのような待ち伏せ攻撃を食らった経験は誰だれにもない。

　魔女の魔法は強力だが、向こうから積極的に攻撃してくることは今までなかった。

　それは前線に立っている将兵のあいだでは常識といってもよかったのだが、いま目の前では、そんな常識に反して魔女による奇襲が行われている。

　そのことが、自分たちカサンドラ王国軍が本気で黒い森への侵攻を図っているように、今回は魔女も本気になってこちらの企図を阻止しようとしているのではないかと、そんな連想をさせた。

　本気になった魔女と戦う。

　それは人の兵士にとって、想像するだけで恐ろしい事態だった。

「ど、どうすれば……」

　大隊本部の幹部連が蒼白な顔で大隊長を見つめる。

「どうもこうもない。我らの進軍を阻止するというのなら蹴散らすだけだ」

　と応えた大隊長スナイデルだが、彼としてはそう言うしかなかった。

　ここで弱腰を見せることなど大隊指揮官としては絶対にできない。

　すでに彼は、魔女の砦とりでを攻める前に大隊五百のうちの八十近くを失っているのだ。

　これは大失態と言ってよかった。

　失態を取り返さないとならない。

　汚名を返上しなくてはならない。

　そうしなくては彼に未来はない。

「ゲオバルク将軍に伝令！」

「ははっ」

　伝令兵が進み出た。

「シュバイツ川対岸に魔女の物と思われる木で偶くが出現、渡河した我が大隊の先せん鋒ぽうが攻撃された。第二大隊は後続の渡河の安全を確保するため、出現した敵の木で偶くを強制排除する。以上」

「シュバイツ川対岸に魔女の物と思われる木偶が出現。渡河した我が大隊の先せん鋒ぽうが攻撃された。第二大隊は後続の渡河の安全を確保するため、出現した敵の木偶を強制排除する。以上が第二大隊スナイデル大隊長からゲオバルク将軍への伝令です」

　伝令兵の復唱を確認したスナイデルは少し焦りを滲にじませた声で言った。

「よし、行け！　急げ！」

　伝令兵は近くに止とめていた馬に跨またがり、将軍のいる本営へと馬を走らせていった。

　本来なら侵攻軍司令官であるゲオバルクの判断を待つべき事案のように思えるが、汚名返上の念に燃えるスナイデルは独断で渡河を決めた。

　もし将軍に報告すれば後方へ下がらされ、別の大隊が排除に向かうかもしれない。

　それでは汚名返上の機会が失われる。

　スナイデルはそのことを恐れたのだ。

「第一、第三中隊を前進させよ。そのあとに大隊本部と第四中隊が続く。川の左岸で一旦停止。敵木偶の様子を確認する」

　大隊長から命令が下ってしまえば、幕ばく僚りようたちは従うしかない。

　彼らは渡河に向けて慌ただしく動き始めた。
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　地面の上に仰あお向むけになっているセレナが呼びかけてきた。

「ナーガさん、対岸の大隊規模の部隊が動き始めました！」

　彼女は赤茶けた大地と同系色の布を被かぶっている。

　同じようにくすんだ赤茶色の布を被って腹はら這ばいになっていたナーガは、セレナの報告に思わず立ち上がりかけてしまうが、慌ててもう一度、身を低くした。

（危ねえ。いま、こっちの存在を知られるわけにはいかねえもんな）

　すでにナーガやハリガンたちは穴から出て、川に向かって前進していた。

　丸太人形を前進させるためにハリガンも前に出る必要があるからで、進む距離を伝え、望んだ位置に整列させるには、ハリガンと丸太人形の距離が大きく開いてしまうのは具合が悪いのだ。

　というわけでナーガたちも、ハリガンの護衛として彼女と一緒に前進していた。

　もし自分たちの存在を察知されたら、弓矢攻撃があるかもしれない。

　可能性は低くても、騎馬が突進してくるかもしれない。

　そうなると、ナーガの作戦の遂行が難しくなる。

　どころか、たちまち身に危険が迫る。

（落ち着け、落ち着け。物見はセレナに任せておけばいい）

　そう自分に言い聞かせたナーガは、ハリガンの隣に腹はら這ばいになったまま、前方に整列した丸太人形に目をやり、それからずっと先にある河岸段丘に目を転じた。

　ここからだと確認のしようがないが、どこかに板を抱えたユウキが隠れているはずだ。

　あの仕掛けを発動させる時機をアイスに報しらせるのは、ユウキが飛空艇で現場まで飛んでいって口頭で伝えるしかない。

　けれど、ユウキが川の上流に飛んでいくのを敵兵に知られたくはない。

　何か仕掛けがあるのでは？　と敵に疑われ警戒されたら奇襲の効果が半減しかねないし、ユウキの飛空艇が矢で墜おとされでもしたら目も当てられない。

（頼んだぜ、ユウキ。上手いことやってくれ）

　ナーガは祈るような気持ちで姿の見えないユウキに向かって内心で激励の言葉をかけた。
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　第二大隊長から送られてきた伝令によって、ゲオバルク将軍は魔女と自軍がすでに交戦状態に入っていることを初めて知った。

　無線も電話もない時代のこと、伝令はこうして人（騎兵）を遣やるしかないから、どうしても事態に即応できない面が出る。

　対応が遅れる場合が多くなる。

　出立の準備を中断して伝令を引見した将軍は、報告の内容に跳び上がった。

「おい、直すぐにスナイデルを止とめろ！」

　将軍の怒鳴り声を受けて、直ただちに侵攻軍本部詰めの伝令が呼ばれた。

「我らが行くまでその場に待機だ。勝手な真ま似ねをするなと言え！」

　というゲオバルクの言葉を副官が伝令に言い聞かせる。

「よし、行け！」




　二名の伝令を送り出すと、副官は急いで将軍の下もとへ戻ってきた。

「如何いかがなされますか？」

「どうもこうもないわ。我らも直ぐにシュバイツ川左岸まで出るぞ。第一と第三大隊にも出陣だと伝えろ」

「ははっ」

　副官と幕ばく僚りようが、将軍の命令を実行すべく伝令を集め、第一と第三大隊長を招集しようとしているのを横目に、ゲオバルクは言いようのない不安が胸のうちに黒雲のように湧いてくるのを感じていた。

　この段階で魔女が攻撃してくるとは完全な想定外だった。

　戦闘は、あったとしても大断崖を登る斜面で行われると、そう思い込んでいた。

　今までの魔女との戦いを振り返れば、そうなるのが自然だったし、当然だった。

　そのために、これまで何度も小戦闘を仕掛け、魔女の対応を探り、確認してきたのだ。

　魔女は森から討って出ない。

　あくまで迎撃戦に徹している。

　今回の作戦を実行するに当たって、ゲオバルクはそう結論づけていた。

　それは今までの戦闘に照らし合わせても整合性のある結論だし、歴史的な事実もそれを補強している。

　魔女が平地へ下りてきて人の軍と華々しく戦ったことなど、もう百年も前の話。

　少なくとも彼が軍務に就いてからは見たことも聞いたこともない。

　魔女は専守防衛という大前提が崩れ去ったことに、ゲオバルクは胸騒ぎを覚えていた。

（しかし、どうにも魔女らしくない戦い方だな。連中に何か変化があったのか。それとも……いよいよ本気を出したというのか？　牙を剥むいたというのか？　まさか、森に散らばっているという各氏族が一致団結でもしたというのか？　だとすればこの戦いくさ、思っていたより苦労するやもしれんな）

　ゲオバルクは総指揮官として新たな事態に対応しなくてはならなかった。

　即すなわち、魔女が積極的な攻勢に出てきたという事態に。

　ゲオバルクは幕ばく僚りようたちを引き連れて馬を早足で進めながら、頭の中に描いていた作戦に修正を加えていくが、最終的な決断はまだできない。

　魔女の攻撃がどのようなものかを確認しない限り、的確な対応など取りようがない。

（それにしてもスナイデルめ）

　魔女の攻勢が予想外だったとしても、あっさりと配下の兵を八十も失い、今また自軍を危険に晒さらしている第二大隊長に対する怒りが老将軍の胸のうちに湧いてきた。

（あの役立たずめ。戦が終わったらそれなりの処断をせねばならんな）

　魔女の戦い方がこちらの予想を裏切るものである以上、慎重な対応が求められるのだ。

　何しろ魔女には魔法という強力な武器がある。

　今までの小戦闘である程度まで把握できたが、敵の戦力すべてを把握したわけではない。

　当然、まだ見たことのない魔法を持っていると考えなくてはならない。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんは避けるべきなのだ。

（なのに第二大隊だけで渡河するとは。状況判断のできん奴やつだ）

　ゲオバルクは、第二大隊に追いついたら、その場で大隊長を降格させてやろうかとまで思ったが、結局、彼の思惑は実現されなかった。

　もはやスナイデルを降格させるどころの話ではなくなっていたからだ。
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　ゲオバルク率いる第三陣がシュバイツ川へと急いでいる頃、第二大隊は渡河を開始していた。

　最初に川に入ったのは第一中隊で、彼らが川に入ろうとする直前に、上空に鳥ではない何かの影が舞ったのだが、そのことに気づいたカサンドラ王国兵はいなかった。

　上空を舞う影は、恐るべき速さで滑るように川の上流へと遠ざかっていった。




　やがて第二大隊の第一中隊は何事もなく渡河を終え、対岸、シュバイツ川の右岸に展開を始めていた。

　続いて第三中隊の渡河が始まった。
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「ナーガさん、最初の部隊に続いて、やはり中隊規模の別の部隊が川に入りました」

　天てん眼げんを操って敵の動きを見張っているセレナの報告に、ナーガは思わず顔をシュバイツ川の上流方向へ向けた。

「そろそろのはずなんだがな」

　彼の周りにいるのはセレナとハリガン、そしてクゥ、ケイとレラだ。

　後方に控えている第三陣の魔女たちも、ナーガたちの前進に合わせて進んでいる。

　そちらもセレナが天眼で確認したので間違いはない。

「ナーガ、木で偶くを並べ終えたぞ」

　とハリガンから声がかかった。

「そうか。あとはあの仕掛けによる攻撃が炸さく裂れつするのを待つばかりなんだが……」

「先ほどユウキが飛んでいったのだろう？　なら、問題はあるまい」

「と思いたいがな」

　じりじりとした気持ちでナーガはそのときを待った。

　レラは、ナーガの体が小刻みに前後に揺れていることに気づいた。

（へ、え。あの人でも焦じれることがあるんだ、ね）

　と少し驚いたが、焦れているのは彼女も同じだ。

　いや、レラだけでなく、ハリガンもクゥもケイも、今か今かと前方とセレナに忙せわしなく視線を走らせている。

　けれど、セレナは黙ったまま上空を見上げているのみだ。

「まだか？」

　焦じれたナーガが思わずそう声に出すと。

「ナーガさん！」

「来たか！」

「いえ、まだです」

「まだ？」

「それよりも。敵の第二陣が渡河を終えてしまいそうです。これで二百ほどがこちら岸に渡ることになります」

　ナーガは思わず、ちっ、と舌打ちしていた。

「不ま味ずいな。渡河中の第二陣を狙うはずだったのに、丸々二百が渡っちまうとは」

「続いて第三陣が！　川岸に進んでいきます！」

「くそっ、どうなってやがる。ユウキの奴やつは飛んでいったんだ、もうアイスに伝えているはずなのに」

　もしこのまま第三陣にまで渡河されてしまうと、木で偶く人形よりも敵の兵数が多くなってしまい、大損害を与えることが難しくなる。

　それどころか、逆に木偶の群れを突破される可能性が高くなる。

　そんなことになれば、ナーガたちは尻尾を巻いて大断崖まで逃げ帰るしかない。

　だが、果たして敵の追撃を振り切って無事に逃げ帰れるか、じつに心こころ許もとなかった。

（どうした、ユウキ!?　何があった、アイス!?）

　ナーガは歯は噛がみしながら首を川の上流に巡らせた。






















第３章　二の矢
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　ここで少し時間を戻して、ナーガと魔女側の動きを追いかけてみよう。

　カサンドラ王国軍がシュバイツ川の近くに宿営していた夜のことである。
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　夜空は薄雲に覆われていたが、ところどころに雲の切れ間があり、切れ間から薄ぼんやりとした月明かりが漏れていて、かろうじて視界が利いていた。

　時刻はもうじき日付が変わろうかという深夜、荒れ地の上に、夜陰に乗じて南東の方向からシュバイツ川右岸に近づいてくる六つの人影があった。

　人影に付き従うのは、人の腰くらいまでしかない数多くの丸太人形。

　丸太人形の群れを操っているのは、もちろんハリガンである。

　人形は四列になって整然と行進している。

　ただ前へ進ませるだけなのでハリガンがとくに命令を下す必要はないが、数多くの丸太人形を動かすだけの魔力をつねに維持、供給していかなければならないため、彼女にそれほどの余裕があるわけではない。

　ハリガンの横をナーガが歩いている。

　今夜の彼は、魔女たちから贈られた煌きらびやかな筒袖と筒つつ袴ばかまの上から、軽装鎧よろいを身に着けていた。

　鎧は、砦とりでを巡る先の戦いのあと、討ち死にした敵兵からいただいた物で、彼の体に合う大きさの物を見繕って着込んでいる。

　他にもレラ、ケイ、クゥ、セレナの四人の魔女が行動を共にしており、ナーガも含めて全員が、いざというときに備えて盾たてを持参していた。

　盾は敵の矢の射程に入ったときに備えての物だ。

　二百八十体ほどある丸太人形をシュバイツ川右岸に近い場所まで移動させ、夜のうちに並べておくために、ハリガンたちはこうして荒れ地を移動している最さ中なかだった。




　今夜は敵の物見もいないだろうから、川に近づくのにあまり気を遣わなくてもいい。

　仮にいたとしても、魔女のほうが先に気づく──この場合、セレナの魔法＝天てん眼げんが有効なのだ──から対応は取れる。

　しかし、問題は並べたあとである。

　ナーガの想定では、そこが最初の戦場になる予定だ。

　早朝、敵の物見がシュバイツ川を渡ってくれば、丸太人形による攻撃を仕掛けることになっている。

　ナーガは奇襲による先制攻撃で物見部隊を殲せん滅めつできるだろうと踏んでいるが、敵の兵数が想定より多いと討ち漏らす者が出るかもしれず、そうなると敵からの反撃も覚悟しなくてはならない。

　できればもっと離れた安全な場所から戦闘を見守りたいところだが、ハリガンが魔法で丸太人形を操るには目視できる範囲にいなくてはならない。

　その上、今回は人形の数が多いから、木で偶くの群れ全体に魔力を供給するために、一体の巨大な木偶を動かすときより近い距離を保っている必要があった。

　という理由から、必然的に戦場に近接した場所に身を潜めざるを得ない。

　奇襲に失敗して丸太人形群が突破されたりすれば、即座に敵の矢や面おもてに立たされることになる。

　そこで矢避よけの盾たてを持参してきたのだ。

　矢の飛び交う戦場に身を晒さらしたことがある（はずの）ナーガは、それほど緊張していなかったが、ハリガンも、

「戦いくさというものは、そういうものだろう」

　と言って、あまり気にする様子がないのが彼には少し意外だった。

　他の魔女も多少は緊張しているようだが、震えたり怯おびえたりする者は見当たらず、ナーガは彼女たちの度胸に、覚悟に、改めて感心する。

　むしろ彼のほうが、

「こういう一いちか八ばちかっていう状況に置かれるのは、あまり好きじゃないんだがな」

　と言って浮かない顔だった。

　歩きながら彼がそう言うと、ハリガンは意外そうな顔になったものだ。

「これは大胆不敵で剛胆無敵な龍王ナーガ様の言葉とも思えんな」

　などと嫌みとも皮肉ともつかない言葉をハリガンがかけてきたので、ナーガは辟へき易えきした顔になって応えた。

「俺おれは元々、『兵は質より量』派なんだよ。できることなら、敵を圧倒する兵力を揃そろえて戦力差で相手を揉み潰す戦のほうが好みだな」

「吾われらには夢のまた夢という話だな」

　ナーガは、そうだな、と応え、浮かない顔で頷うなずいた。

「おまえらの現有戦力にこれ以上の上積みが期待できないから、止やむに止やまれず、こんな奇襲を考えただけで、これが俺の好みとか、そういうのじゃないぞ？」

「少し意外だな」

「何がだよ」

「おぬしは、なんというか、もっと、こう、行け行けの男かと思っていたのだがな」

「だから。人を上うわ辺べで判断するなって話だよ」

「ふぅむ、なるほど」

　ハリガンが目を細めた。

「すると、おぬしは見た目と違ってすけべぇではない……という可能性もあるのか？」

　ナーガは、けっ、と吐はき捨てた。

「疑問形にしてるんじゃねえよ。俺おれは全然すけべじゃないだろが」

　ナーガとハリガンの話を聞くともなく聞きながら歩いていた、レラ、ケイ、クゥ、セレナの四人が、すかさず内心でツッコんだ。

（嘘うそで、す）

（嘘だな）

（大おお嘘うそ？）

（嘘っぽい……です）

「な、なんだ、おまえらのその疑い深そうな視線は！」

　レラは冷ややかな視線をナーガに注いだまま応えた。

「疑い深そうな視線ではなく確実に疑っている視線で、す」

「ああ、そ。ま、おまえらがそう言うのなら、俺はべつに、すけべぇでもいいけどな」

　ナーガは歩きながら両手を胸の前に掲げ、掌てのひらをわきわきと動かした。

「おまえらのお墨付きをもらった以上、遠慮なく触るぜ？」

「お墨付きをもらう以前から遠慮なく触っていたので、は？　というか出現した直後に早くも姉あね様さまのおっぱいを揉んだと聞きまし、た、が？」

　ナーガが、う、と呻うめいて固まった。

　どうやらハリガン→アイス→レラという経路で話が伝わったようだ。

　この場合、誰だれを怒ればいいのかが難しい。

　アイスに話したハリガンか、レラに話したアイスか、それとも、ハリガンの胸を揉んだ自分をか。

（いやいや、俺は悪くない。ぜんぜん悪くない。どっちかっていうと、あんな場所で素っ裸になって風呂に入っていたハリガンが悪いな）

　しかしハリガンはそう思ってはいないようで、眉を顰ひそめてナーガを睨ねめつけてきた。

「そうだそうだ、そういえばそんなこともあったのぉ」

　頭上に持ち上がったハリガンの髪の毛が、大きな木き槌づちのような形になろうとしている。

「思い切り揉みしだかれたあのときの礼をまだしていなかったなぁ？」

　ナーガは腰の引けた体勢で、ハリガンのほうに向けた掌をふるふると眼前で振った。

「いやいや、待て待て」

「何をどう待てばいいのだ？」

「だから、あのときは、いきなり異世界に飛ばされて混乱していたんだからな？　そんなとき、目の前に魅惑に満ちた大きくて美しいおっぱいが現れたら、男なら誰だれだって触ってしまうからな？」

「また調子のいい戯ざれ言ごとを」

　とジト目になるハリガンだが、しかし悪い気はしていないように見えた。

　すると、ケイが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「あれぇ？　ナーガさん、大きなおっぱいでないと魅力を感じない派なの？」

「あ？　いや、べつにそういうわけじゃないが……」

「例えば、レラみたいなちっぱいじゃ駄目なの？」

「人の胸をちっぱいとか失礼だねケ、イ」

　レラがケイを睨ねめつけていると、ナーガの視線が彼女に向けられた。

「いや……いいんじゃないか。問題ないぞ。女の価値は胸の大小で決まらず、だ」

「侮辱、だ」

「ははは、よかったじゃん、レラ。ちっぱいでもいいってさ」

「だか、ら。人の胸をちっぱいとか言うな、と。そもそもケイもちっぱいのくせ、に」

「あっははは、こりゃ手厳しいな。まぁたしかに、ここにいる中でおっぱいと言えるほどのおっぱいを誇っているのはハリ姉ねえだけだよなぁ」

「ケイ、本当に失礼」

　とクゥが頬ほおを膨らませ。

「あの、わたしはまだ子供ですから小さくて当然ではないかと思います」

　セレナは悪びれずにそう言った。

（こいつら、戦いくさを前にしてるってのに恐怖とか感じないのか？　だとしたら大したもんだが……いや、むしろ逆か？　緊張や恐怖を紛らわせるために軽口を叩たたいているのか？）

　そちらの可能性のほうが高いとナーガは思った。

　いくら魔女の戦闘力が高くても、彼女らはまだ若い。

　実戦の経験だって、それほど豊かではないはずだ。

　加えて今回は、敵の兵力が二千もいる。

　これまでに経験したことのない大軍との戦を前にしているのだ。

　緊張しないわけがない。

　恐れを感じないわけがない。

　だからこそ軽口を叩いて緊張感や恐怖感を薄めようと努めているのに違いない。

（健けな気げなもんじゃねえか）

　目の前での魔女たちのやり取りに、ナーガは感心した。

　一方、実戦経験が豊富なハリガンは、いつもとほとんど変わらない。

「おい、そろそろ戦場が近いぞ。あまり大きな声を出すな」

　と注意してきた。

「あ、すいませ～ん」

　相変わらずの態度でケイが謝ったが、その調子からすると本気で悪かったと思っていないのは明白だった。

「で、どうだ、セレナ。敵はいるか？」

「少し待ってください、姉あね様さま」

　夜空に顔を向けたセレナは、そこで足を止とめ、かっと目を見開いた。

　彼女の瞳が赤く染まり、一瞬、輝きを放った。

（なるほど、あれが「天てん眼げん」か）

　ナーガはセレナが実際に天眼を使うのを見るのは初めてだ。

（他の奴やつらみたいに魔法を発動させるための呪文とやらを唱えたりはしないんだな）




　ナーガが気づいたように、セレナお得意の「天眼」は呪文の詠唱を必要としない魔法で、魔女たちが使う数多くの魔法の中でも割と珍しい性質のものだった。

　セレナは「天眼」によって、遙はるか高みから地上を見下ろすことができるのだが、視点を飛ばせるのは自分がいる場所の上空に限定されている。

　離れた場所から見下ろせるわけではない。

　そのため広範囲の素早い索敵となると、どうしてもユウキに頼ることになる。

　が、少なくともセレナがいれば、自分たちへの敵の接近を見落とすことはない。

　とくに障害物がほとんどない、こんな平地においては。

　ユウキには別の役割を振ってあるから、どうしたって索敵を任せる者が必要だ。

　いちばん年若であるセレナを最前線に引っ張りだすのは少し気が引けたが、ハリガンがかまわないと言ったので、ナーガは見張り役として第一陣にセレナを入れたのだった。




　セレナの瞳の色が元に戻った。

　顔を戻した彼女は、ハリガンに、

「周囲に敵影はありません」

　と応えた。

　その報告を受け、ハリガンがナーガに顔を向ける。

「ならば、そろそろ丸太人形を並べる作業に取りかかるか？」

　ナーガは素早く周りに視線を走らせた後、大きく頷うなずいた。

「そうだな。もう少し川に近づいたら、そこで始めよう」





　３






　ハリガンが道の左右に四列で丸太の木で偶く人形を整列させているのを横目に、ナーガたちは持参した木製の平べったい鍬くわで地面を掘った。

　人が一人、横になれる程度の浅い穴を掘ると、ひとまず鍬を置く。

「こんなもんか？」

　ナーガは試しに穴の中で腹はら這ばいになってみる。

　敵方の兵士が使っていた鎧よろいはともかく、魔女たちから贈られたばかりの衣装で穴に潜るような真ま似ねはあまりしたくなかったのだが、戦いくさともなれば贅ぜい沢たくは言っていられない。

　駄目になったらまた作ってやる、とハリガンも言ってくれているので、彼は汚れを気にせず地面に腹這いになった。

「とりあえず背中と地面がだいたい同じ高さになってるから、これでいいか」

　それからナーガは、傍らに置いた背はい嚢のうから畳んだ布を取り出して広げた。

　布はくすんだ赤茶色をしていて、周囲の地面に紛れる保護色となっている。

　広げた布の下に体を潜り込ませ、

「どうだ？」

　と近くにいたレラに声をかけると、ナーガと同じように穴を掘っていた彼女は、鍬を動かす手を止とめて振り向いた。

「……問題ないと思、う。上に土をかければ遠目ではわからないは、ず」

「そうか。だったら俺おれの分はこれでよし、と」

　布の下から抜け出してきたナーガは、置いておいた鍬に手を伸ばす。

「ハリガンの分も掘っておくか」

　と言って、ナーガは振り上げた鍬を地面に振り下ろした。

「あいつの場合、俺たちより深く掘らないとならないから大変なんだよな」

「えっと……それは姉あね様さまが巨乳だ、から穴が浅いと背中が隠れないと言ってい、る？」

「言ってる、言ってる」

　レラは自分の胸元を見下ろした。

　今日も彼女は短たん裳も状になった呪じゆ符ふを腰の周囲にぶら下げた、肌の露出の多い衣装を着ている。

　敵に迫られたら危険極まりない恰かつ好こうだが、鎧を着用すると魔法の使用に差し障りが出るのだから仕方がない。

　他の魔女も似たり寄ったりの薄着のままだ。

　ナーガからすると、あまりにも非常識な恰好に思える。

　とはいえ、記憶を喪なくしているナーガには、ではおまえの常識とはどんなものだ？　と問われると答えに窮してしまうのだが。

（少なくとも俺おれの恰かつ好こうのほうが俺の常識には近いはず……なんだがな）

　などという彼の思いなど知らぬまま、レラは少し不満そうな顔を向けてきた。

「たしかに姉あね様さまはわたしより深く掘らないと背中が隠れないだろう、け、ど」

「だよなぁ。このくらい掘らないと駄目なんじゃないか？」

　ナーガは笑いながら両手を左右に広げ、伸ばした。




　ずごっっ！

「痛いてえっっ！」




　ハリガンの髪の毛に後頭部を殴られ、ナーガは悲鳴を上げてその場に蹲うずくまる。

「吾われは乳お化けかっっ！」

　頭を押さえながら顔を上げたナーガは顔の前で掌てのひらをひらひらと振った、

「あ、いや、なんかそのくらい立派な胸に思えたんでな」

「いくらなんでも大きすぎるだろうが」

「ちょっと話を膨らましただけだろ。おまえの胸が膨らんでるだけに」

　そんなナーガの冗談に、ハリガンが情けなさそうな顔になった。

　他の四人の魔女も、腐る直前の酸っぱい物を食べたときのように微妙な表情になって顔を逸そらせ、静かに穴を掘る作業に戻っていった。

「ありゃ？　受けなかったか？」

「おぬしは大した知略の持ち主だと思うが、洒落しやれや冗談の才はないな」

「ぐっ。情け容赦のない評価だな」

「そんなことはないぞ。大した知略の持ち主だと認めておるではないか」

「いや……まぁ、そうだな、その評価はありがたく頂戴しておくか」

（といっても、べつに俺が大それた知略を駆使してるってわけでもないんだけどな。この世界の奴やつらが人も魔女も揃そろって馬ば鹿か正直なだけだと思うぞ。まぁ俺のことを評価してくれるなら、それはそれでいいんだが）

　とナーガは開き直ることにした。

（元々、俺のことを認めてくれる者は少なかったしな。あっちで俺のことを認めてくれたのは親父おやじ殿くらいだ……あ？　親父ってのは誰だれのことだ？）

　ナーガは内心で首を捻ひねる。

　が、結局、それ以上の具体的なことは浮かんでこなかった。

「どうした？　何か懸念材料を思いついたのか？」

　ナーガの様子を見たハリガンが声をかけてきた。

「あ……あぁいや、なんでもない。ちょっと思い出しそうになったことがあってな。それで考え込んだだけだ」

「ほう。で、何か思い出したか？」

　ナーガは力なく首を左右に振った。

「そうか。まぁ、焦らず気長にな」

「だな。とりあえず思い出せなくても不都合はないから気長にいくわ」

　と応えてナーガは穴を掘る作業を再開したのだが、ハリガンが彼を制した。

「いや、もうそのくらいでいいのではないか？」

「ん？」

　下を向いて足下の穴の深さを確認したナーガは、次に顔を上げ、ハリガンの胸に視線を這はわせる。

「だ、だから！　吾われの胸をそういう目で見るのは止やめろと！」

　ハリガンに睨にらまれたナーガは、小さく肩をすくめる。

「そうだな、こんなもんでいいか」

　ナーガが掘っていた浅い穴から出てくると、セレナが声をかけてきた。

「えっと、ナーガさん、わたしもできました」

　セレナは自分が潜む穴を、ナーガの穴の直すぐ隣に掘っていた。

　彼女は天てん眼げんを駆使して敵部隊の動きを見張り、それをナーガに伝える役目を負っているから、声の届く範囲にいなくてはならない。

　そして隠れ潜んでいる以上、大声を出すわけにもいかない。

　だからセレナはナーガの直ぐ隣に潜む手て筈はずになっていた。

「よし、実際に使ってみてくれ」

　とナーガに言われ、セレナは穴に足を入れ、仰あお向むけになって横たわる。

　ナーガたちはうつ伏せになって潜むが、セレナだけは天眼を使う関係上、仰向けになっていなくてはならないのだった。

　覆い布を掛け布団のように体にかけたセレナは、布の端から顔の上半分だけを覗のぞかせ、目を見開いて夜空を見上げた。

　また彼女の瞳の色が赤く変わった。

「……大丈夫です。ちゃんと視みえます」

「そうか。問題ないか。敵に何か動きはあるか」

「もう少し上に昇ってみます」

　とセレナが応えると、彼女の瞳の輝きが増した。

「川向こうにカサンドラ王国軍部隊が夜営しているのが視えます。その数およそ五、六百といったところでしょうか。さらにその向こうにも敵部隊がいます。そちらは……はっきりとはしませんが、一千以上いるでしょうか。ですが、少なくとも川のこちら側に敵影はありません」

「そうか。ご苦労」

　というナーガの声と共に、セレナの瞳の色が元に戻った。

「もういいぞ」

　身を起こしたセレナが穴から出てきた。

「こっちもできたよ、ナーガさん」

「わたし、も」

「できた」

　ケイ、レラ、クゥからも穴掘りが終わったという声がかかった。

「ハリガン、夜明けまであとどのくらいだ？」

「そうだな、あと一いつ時ときかそこらではないか」

　一時──ざっと二時間見当だ。

「それまではとくにすることもないな。みんな、穴に横になって体を休めておけ。寝てしまうわけにはいかないが、静かに横になって目を閉じているだけでも疲れは取れる」

　とナーガが言うと、そうだな、とハリガンが頷うなずいた。

「ただし。セレナにだけは目を開いていてもらわなけりゃならない」

「ええ、はい、頑張ります」

「頼んだぞ。最悪、逃げる必要に迫られたときに、おまえが疲れて動けないようだったら、馬を置いている場所まで俺おれが背負っていってやるから」

　ナーガが乗ってきた馬は嘶いなないたりしないようハミを噛かませ、少し離れた小高い丘の裏手に打った杭くいに繋つないである。

「あの……すみません、よろしくお願いします」

「おいおい、セレナ、それは全身を隈くま無なくナーガさんに触られちゃうってことなんだよ？　いいのかな？」

「触るか！　適当なこと言ってんじゃねえぞ、ケイ！」

「はははは」

　ナーガに睨にらまれても、ケイはあっけらかんと笑っている。

「じゃあ、あたしも背負ってよ」

「おまえまで背負ったら、俺が走れなくなっちまうだろうが」

「え[image: ][image: ]？　あたし、そんなに重くないけど？」

「一人一人は重くなくても、二人合わせれば重くなるだろうって言っているんだ」

「ちぇっっ。そんなみみっちいこと言ってると、龍りゆう王おうの名が泣くよ？」

　ナーガは思わず苦笑を浮かべる。

（こいつは本当に馴なれ馴なれしい奴やつだな。魔女にしては珍しいっていうか）




　さすがに初対面のときはケイも緊張感を隠し切れていなかったが、何度か軽く話をしただけで、彼女は数年来の友人のように軽口を叩たたくようになった。

（みんなそれぞれ個性があって面白い奴らだ。こんな奴らを人に非あらざる悪あしき存在などと言って滅ぼそうとするなんて、教会とやらもずいぶんなことをしやがるもんだな）

　もっとも、これに関してはハリガンたちの言い分を聞いただけだ。

　人間には人間の言い分があるのだろうとは思うが、そうだとしても彼女たち魔女が人に仇あだ為す存在だなどという教会の主張はナーガにはとても受け容いれ難がたかった。

　というより、宗教勢力が世俗に口を出して政治を左右していることのほうがナーガには受け容れ難い。

　宗教に関わる人間は、宗教だけに関わっていればいいと思う。

　が、どうしてそんなふうに思うのかは、自分でもよくわからない。

　魔女への同情か、それとも教会側への反発か。

　ナーガがこのとき感じた思いは、その後の彼の信念、信条に大きく関わっていくのだが、この段階では彼自身にそんなことがわかるはずもなかった。




「そんなに走りたくないのなら、クゥに担いでいってもらえばいいのではない、の？」

　とケイに向かってレラが言った。

「クゥに？」

　ケイがクゥに顔を向けると、彼女の体に巻き付いている革帯の先端が空中でぐねぐねと蠢うごめいた。

「いいよ、ケイ。雁がん字じ搦がらめで運んで、あげる」

「いや、それはちょっと……」

「人に背負われるより、眺め、いい」

　何本かの革帯がクゥの体からするすると伸びていき、先端が彼女の頭上一ヤルドほどの高さに持ち上がり、そして、ぐねぐねと蠢いた。

「いやいや、ご遠慮申し上げちゃうよ」

「いいの？」

「いい、いい。自分の足で走るから」

　ナーガが、びしっ、とケイを指さした。

「だったら最初から走れ！　だいいち、おまえは戦闘が始まるまで横になってるだけだろ。そもそもセレナみたいに疲れたりしねえじゃねえか！」

「あ、そうだったぁ」

「こいつは、もう」

　辟へき易えきした顔になったナーガだが、それはそうと、とクゥのほうへ顔を向ける。

「何か？」

「丸太を運んでるのを見たときも思ったんだが、お前のそれ」

　そう言ってナーガはクゥの革帯を指さした。

「重い物でも運べるんだな」

「上手く均衡を取れれば、かなり重い物でも平気」

　ナーガが、ちらっとケイに視線を走らせる。

「なら、ケイでも平気だな」

「ちょっと待って！　その言い方だと、あたしの体重がもの凄すごく重いみたいだから止やめてくれる？」

「そう。ケイ、重くない」

　とクゥが言うと、

「だよな？」

　とケイが大きく頷うなずいた。

「ここにいる中で、いちばんちっぱい、だから」

「ぶ────っ」

　ケイが思い切り噴いて。

　クゥとセレナがくすくすと笑った。

　レラも微笑ほほえんでいる。

　彼女たちに戦いくさを前にした緊張感があるのだとしたら、このやり取りで多少なりとも軽減することができただろう。

　ケイやクゥが狙ってそれをやったとは思えないが、結果的には二人のやり取りが、開戦を前にしていい方向へ働いたとは言えるのかもしれない。

「きっついなぁ、クゥの奴やつ」

　ケイが泣きそうな顔で天を仰ぐと、それまで黙っていたハリガンが口を挟んできた。

「ほれ、いつまでも遊んでおらんで、さっさと穴に入らんか」

「そうだな。穴の中でおとなしく敵が動き出す夜明けを待とう」

　ナーガに促され、全員が穴に入った。

　ナーガも穴の中で足を伸ばし、覆い布を体の上に掛け、穴の周りに集めておいた土を布の上に塗まぶしてから穴の底で俯うつぶせになった。

　そして顔だけを布から出して前方を見やる。

　空を覆う雲が厚くなったのか月明かりも星明かりも地上に届かなくなっており、辺りは真の闇に近い。

　夜目が利くナーガであっても先を見通すことはできなかった。

（さて、どうなることやら。一いちか八ばちかは嫌いだが、今回ばかりは一いちか八ばちかの策に賭けるしかないからな。上手く事が運べばいいが）

　ナーガは穴の中で大きく身震いした。

　それは夜明け間近の冷気に震えたのか、それとも来きたるべき開戦への武者震いだったのか。

　深閑として物音一つ聞こえない場所で穴の中に身を潜めたナーガと魔女たちは、じっと開戦の時を待っていた。
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　そしてついに戦端が開かれた。

　丸太人形の群れによる奇襲は見事に成功し、シュバイツ川を渡ってきた敵の物見部隊は壊滅した。

　それを確認したナーガたちは、穴を出て丸太人形の群れを前進させた。

　同時に自分たちも群れから少し距離を置いて川のほうへと進む。

　丸太人形を動かしているハリガンと彼女に寄り添うナーガが先頭を歩き、その後方からレラとセレナ、ケイが続いている。















　クゥはナーガと自分の馬を取りに戻っていた。

　ここにいる五人の魔女の中ではクゥと第三陣のイクシーヌが乗馬の腕に優れているから、ナーガは彼女を指名したのである。

　もっとも、優れていると言っても、実際には「団どん栗ぐりの背比べだな」（ナーガ談）となるのだが。




　慎重に歩くナーガの隣では、ハリガンがしきりに左右に目を配っている。

　彼女は全体の動きから遅れる木で偶くが出ないかどうかを見張っているのだ。

　群れ全体としては上手く動いているが、たまに一体、二体、動きが乱れて列から脱落しそうになる木偶がある。

　数が多い以上、動きが乱れる少数の木偶が出るのは仕方がないが、そのまま放置していては群れ全体に悪影響が及びかねない。

　だからハリガンは、不調な木偶を早めに見つけ、完全に脱落してしまう前に列に戻すという作業に没頭していた。

（ここまでは、割と上手く事が運んでいるな）

　ハリガンの邪魔をしないように、ナーガは内心で呟つぶやく。

（とはいえ、ここから先がもっとも重要な局面だ。二段構えの第二段、言ってみれば二の矢が上手く当たるかどうか。それが、この戦いくさの勝敗に直結するからな）




　すでにこのとき、カサンドラ王国軍の第二大隊が川に下りて渡河の準備を始めていた。

　セレナの天てん眼げんによれば四百近くはいるということで、それを全部そのまま渡らせてしまっては上手くない。

　丸太人形はまだ二百六十体ほど稼働しているが、そのすべてを投入したとしても、相手は完全装備の主力の一部だ。

　戦意も旺盛だろうし、まともにぶつかれば、ナーガたちは戦力的に圧倒されてしまう。

　だからナーガの二の矢は、渡河してくる部隊の戦力を削り分断することを狙っている。




　先ほど戦場の上空からユウキが乗った飛空艇が飛び去っていったから、やがて二の矢が放たれるはずだった。

　それが上手く嵌はまればナーガたちはカサンドラ王国軍を分断することに成功し、渡河した部隊を撃退できるだろう。

　その後に続く本隊がどう出るかまでは読めないが、大きな犠牲を出した直後だ、さらに犠牲を増やしてまで大断崖へと進軍する可能性は低いとナーガは踏んでいた。

（頼んだぞ、ユウキ）

　小さな点となって上空を川の上流へと飛んでいくユウキの姿を、ナーガは祈るような思いで見つめていた。
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　シュバイツ川の上流に造られた堰せきの上空に、ユウキの操る飛空艇が出現した。

「来たわ！」

　明けたばかりの空を見上げていたアイスの声に、魔女たちは一斉に上空を振り仰いだ。

　小さな黒い点がみるみる大きくなって、ユウキの姿が識別できるまで接近してきた。

　飛空艇の上で手を振り回しながら、ユウキが絶叫した。

「成功成功成功──っっ！」

　息を詰めてユウキの飛空艇を見上げていたアイスやノノエルの顔が輝いた。

　堰の上空まで一直線に飛んできたユウキは、もう一度、大きな声で、

「やっちゃって──っ！」

　と叫んだ。

　川岸に立っているアイスは何本もの綱を腰に巻いていた。

　彼女の背後に伸びてる綱は、堰を作るために川の中に積んだ丸太に結ばれているのだ。

　アイスが体に力を入れ、ぐっと足を前に踏み出した。

　想定では綱で引っ張られた丸太は直すぐに外れ、外れた箇所から溜たまった水が一気に流れ出し、その圧力で堰全体が壊れる……はずだった。

　しかし、アイスは全身に力を込め、顔を赤くして前に進もうとしたのだが、それ以上は動けなかった。

「ア、アイス？」

　傍らに立つノノエルが不安そうな顔を向けた瞬間、アイスの体と堰の丸太を結んでいた綱のほうが、ぶつっ、ぶつっと音を立てて切れてしまった。

「きゃっっ？」

　前傾姿勢で全身に力を込めていたアイスは、そのまま前方へつんのめってしまう。

　なんとか踏ん張って転こけるのを堪こらえたアイスだが、体に結んでいた綱が全部切れているのを見て困惑の顔になる。

「まさか綱の方が先に切れてしまうなんて。少し堰を頑丈に造りすぎたかしら」

　上空を飛んでいたユウキの飛空艇が急降下してきた。

「ちょっと、どうしたの、アイス!?」

　アイスは困惑の顔をユウキに向ける。

「見たとおり、綱が切れてしまったのよ」

「切れてしまったのよって、じゃあどうするの!?　早く堰せきを壊さないと、敵部隊が全部、川を渡っちゃうわよ！」

「よ、予備の綱を持ってくるです」

　ノノエルが焦った顔で他の魔女を見やったが、魔女たちが動くより早く、アイスが、

「待って！」

　と仲間を制した。

「予備の綱を持ってきて結び直して、では間に合わないわ。綱の強度は同じだから、また切れる可能性が高いし。もう一度切れたら、もう間に合わない」

「じゃあ、どうするのよ!?」

　とユウキが迫った。

「こうなったら仕方がないわね、水の中に入って直じかに壊しましょう」

「え……えぇ!?」

　ユウキだけでなく、他の魔女たちも目を剥むいて仰のけ反ぞっている。

「間に合わせるためには、それしか手はないわ」

「け、けど……」

「ノノエル！」

「は、はいです」

「水に入ります。上流から水の流れに乗せてわたしを堰にぶつけて」

「あ……でも……」

「考えてる暇はないの。早く堰を壊さなくてはナーガさんの作戦が瓦が解かいする。そうなればこの戦い、わたしたちの負けよ」

「でも、アイス……」

「大丈夫、わたしは、ほら、頑丈だから、水に押し流されても平気よ。あ、でも、あとで拾いに来てね」

　アイスが片目を瞑つぶってみせる。

　本当に大丈夫かどうかは出たとこ勝負だったが、敢あえて余裕を見せることで、アイスはノノエルに決断を迫った。

「わかった、アイス。やりますです」

　ノノエルは青ざめた顔でそう応えた。

「ユウキは堰が決壊したら戦場まで飛んでね。他のみんなはこの場に待機。姉あね様さまかナーガさんからの連絡を待つ。いいわね？」

　残りの魔女──ユウキ、ジーニアス、エレオノーザ、ミモーネが強こわばった顔で頷うなずく。

「じゃ、行くわね」

　アイスが上流に向かって岩棚の上を走り、ノノエルがそれを追いかけた。

　少し上流に移動したところでアイスが宙に身を躍らせ、そして直すぐに水音が響いた。

　アイスが水中に潜ったのと同時にノノエルが呪文を唱え始める。




「荒ぶる水み神かみの御み名なにて、水み上かみの水よ立て、起たて、建て、絶て、起これ、興れ、怒れ、小お神これ、抗あらがう者を、争う者を、仇あだ為す者を、洗い流せ荒い長瀬」




　堰せきによって作られた堰せき止とめ湖この水がさざめき始めた。

　波立ち、泡立ち始めた。

　逆巻き、渦巻き始めた。

　アイスを包んだ水の塊が意思を持った生き物のように急速に下流に向かって動き、堰にぶつかった。

　その勢いを利用して、アイスは曲げていた足を一気に伸ばし、足裏で堰を思い切り蹴りつける。

　丸太がへし折れ、突破口を見つけた大量の水が空いた穴に押し寄せた。

　堰全体がギシギシと不ぶ気き味みな音を立てて揺れ動いたその直後に、堰が圧壊した。

　押し寄せる水の圧力に抗し切れなくなった堰は、ばらばらに分解してしまう。

　べき、ばきと、丸太は不吉な音を立てて至る所で折れ、砕け、溜たまっていた大量の水は奔流となって一気に流れ出す。

　堰を破壊して流れ出した奔流は、折れたり砕けたりした丸太を呑のみ込こみ、同時に水の中にいたアイスの体をも呑み込み、凄すさまじい勢いで下流へと運んでいく。

　轟ごう々ごうたる水音と共に、丸太と丸太がぶつかる音、丸太が川岸や川底の岩にぶつかる音が辺りに盛大に響いた。

　いくらアイスの肉体が頑健だといっても、あれだけの奔流に丸太と一緒に押し流されて無事でいられるだろうか。

「ア、アイス」

　見ていたユウキが不安の声を漏らす。

「追いかけますです！」

　仲間に向かってそう叫ぶと、ノノエルは岩棚の上から川の流れに飛び込んだ。

　彼女の姿も、たちまち水に流されて見えなくなった。

　ユウキが不安げな眼まな差ざしを下流に向けていると、ほら、とミモーネに肩を叩たたかれた。

「こっちはわたしらに任せて、ユウキは早く戻りなよ」

「あ、うん……そうね」

「わたしらもアイスを探しに行くから」

「え？　いいの？　ここで待機じゃ……」

「アイスが危機に見舞われてるのに、ここで待機なんかしてられないっしょ。一人残ればいいよ」

「わかった！」

　ユウキは己の飛空艇を置いてある場所まで駆け寄ると、板に跳び乗り、呪文を紡いだ。

　彼女の飛空艇は直すぐに浮き上がり、みるみる上昇していく。

「アイスのこと頼んだわよ──っ！」

　上空から手を振るユウキに向かって、ミモーネやジーニアス、エレオノーザが手を振り返す。

「任せなさいって！」

　ユウキの乗った飛空艇は滑るように川の下流に向かって飛び去っていった。
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　カサンドラ王国軍第二大隊は、最初に渡河して魔女の攻撃を受け八十もの兵員を失った第二中隊を除のぞく四百余のうち、第一中隊はすでに渡河を終え、河岸段丘から平地に下りて展開を始めていた。

　続いて川に入った第三中隊もほぼ全員が対岸へ渡りきっていた。

　左岸にいる残りの兵も川に向かって移動を開始し、その一部が渡河を始めていた。




「ナーガさん、二番目の部隊も川を渡りきりました！」

　天てん眼げんを操って敵の動きを見張っていたセレナが悲鳴のような声でナーガに報告した。

「不ま味ずい。不味いな。これ以上、仕掛けの発動が遅れるようだと、俺おれたちは四百を相手にすることになる」

　さすがにそれは洒落しやれにならない事態だと、ナーガは顔を曇らせた。

　ハリガンも気き忙ぜわしげな様子で川の上流を見たり、こちら側に渡ってきた敵の部隊を見たりしている。

「遅いな。ユウキが飛んでいってから、もうだいぶ経たつ。いくらなんでも、そろそろ水が押し寄せてきてもいい頃合いだが。何か問題でも発生したのか？」

　とハリガンが自問するように言うと、もしかして、とケイが応じた。

「アイスたち、敵の物見に見つかって交戦中……とかじゃないよね」

　すると横から、ナーガがケイの懸念を否定した。

「いや、それはないだろう。堰せきを作ったのは、敵の物見が来るような場所じゃない」

「じゃあ、どうして水が流れてこないの？」

　というケイの問いに、ナーガは答えに詰まってしまう。

「いや、それは……わからん」

「どうする、ナーガ？　このまま待っていては、大隊規模の敵部隊が全部こちらに渡ってきてしまうぞ？」

　ハリガンの問いかけに、ナーガはもう一度、状況を頭の中で急いで点検してみる。

　仕掛けの発動が遅れている理由は不明だが、堰せきが壊れさえすれば水は押し寄せてくるのだから、どんな壊し方でもかまわないのだ。

　敵に見つかって戦っている可能性が低い以上、堰を壊すのに手間取っていると見るのが自然だった。

（なら、いずれ堰は壊れ水が押し寄せてくる。それを漫然と待っていては、渡河した部隊に好きなように陣を敷かれてしまう。少しでも敵を混乱させるためには、少し危険だが、こちらから討って出るしかないか）

　本音を言ってしまうと「少し危険」ではなく「大いに危険」なのだが、どちらにせよ、このまま座して見ているわけにはいかない。

　選択肢は二つ。

　進むか、逃げ出すか、そのどちらかだ。

　逃げれば、ここで討ち死にする危険はなくなるが、勝てる可能性は極端に低くなる。

　いや、皆無になると言ってもいいくらいだ。

（ならば進むしかない）

　それがナーガの下した結論だった。

（それにアイスは信頼に足る魔女だ。あいつが向こうにいる以上、必ずなんとかするはずだしな）

　顔を上げたナーガは、ハリガンに向かってきっぱりと言った。

「渡河している部隊を攻撃しよう」

「……いいのか？」

「堰の破壊は、何かの不具合で遅れているだけだろう。俺おれたちが攻撃すれば、その途中で水が押し寄せてくるさ。それなら想定と大差ない」

　敵の二百が渡河し、後続も渡河しつつあるという状況は、すでに想定とは違っているのだが、ナーガは敢あえて強がった。

　いくら魔女たちが一騎当千の強さを誇るといっても、不安に駆られたり疑心暗鬼に陥おちいったりすれば、実力の半分も発揮できなくなる。

　だからナーガは強がったのである。

「だいいち、向こうを指揮してるのはアイスだぜ？　あいつが堰を壊す程度の任務に失敗するはずがねえだろ」

「そうか。そうだな。よし、では闘やるか」

　ハリガンも覚悟を決めたようだ。

「レラ、合図を送れ。攻撃を仕掛けるのなら、狼煙のろしを見られても差し支えはない。後方にいるイクシーヌたちを呼び寄せるのだ」

「はい姉あね様さ、ま」

　レラは素早く呪じゆ符ふに呪文を書きつけ、それを燃やした。

　蒼あおい炎を噴いて呪符が燃え、青白い煙が上空へと立ち上っていった。

「よし、進むぞ。俺おれとケイが最前線に立つ。ハリガンの護衛は、レラに任せる。セレナは引き続き敵状の偵察だ。それと、クゥが戻ったら報しらせろ」

「おっしゃ」

　ケイが自分の腕を叩たたき。

「わかっ、た」

　レラが矢避よけの盾たてを手に取った。
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　段丘のこちら側に陣を敷いている第二大隊第一中隊を目指して、丸太人形の群れが突撃していった。

　といっても、進行速度は「突撃」というほど速くはないが。

　当然、カサンドラ王国軍も接近に気づく。

「何か近づいてくるぞ！」

「なんだ、あれは!?」

「あれだ！　味方の物見部隊を攻撃した丸太人形だ！」

「弓を撃ってくるぞ」

「弓隊、こちらも弓を構え！」

「陣形を崩すな！」

　敵の部隊に緊張が走り、あちこちで怒号や喊かん声せいが上がった。




「撃たせろ！」

　ナーガが後方のハリガンに声をかけ、彼女は足を止とめさせた丸太人形に対して弓の一斉射撃を命じた。

　最初に六十本ほどの矢が、次いで五十本ほどの矢が空気を震わせて飛んでいき。

　敵部隊の中からいくつもの悲鳴が上がった。

　同時に向こうからも数十本の矢が飛来し、多くの丸太人形に突き刺さった。

　しかし、一体当たりにすれば、刺さった矢はせいぜい一本か二本に過ぎない。

　その程度なら人形の動きは止とまらない。

　ハリガンは全身全霊で魔力を供給し、木で偶くを動かし続ける。

　丸太人形の群れの少し後方には、片かた膝ひざを落とした体勢で矢避よけの盾たてを構えたナーガと、仁王立ちになっているが盾を構えていないケイが控えている。

　二人の後方では、ハリガンが木偶に魔力を送り続け、彼女の隣には大きめの盾を構えたレラが立っていた。

　レラが持つ盾は木製で、それほど強度は高くないが──金属製は重い上に魔力が減げん殺さいされるので持てない──呪じゆ符ふがぺたぺたと貼られ、魔法で強度を高めてある。

　遠くから飛んでくる矢であれば、貫かれることはないだろう。

　四十から五十ヤルドほどの距離で、木偶人形の群れと第二大隊所属の第一中隊が激しく矢を撃ち合っている。

　そこへ後続の第三中隊も参戦してきた。

　第一と第三でおよそ二百人。

　弓兵以外の兵も大半が弓を構えて矢を撃っているから、これで飛んでくる矢の数はほぼ互角になった。

　倒れる敵兵も増えていくが、沈黙する丸太人形も増えていく。

　ナーガが見たところ、木偶の六十体から七十体ほどがすでに動きを止めていた。

　これで木偶の残りはおよそ二百。

　一方、敵の二個中隊のうち、死傷して動けなくなった者は三十から四十ほどだろうか。

　残りは百六十から百七十。

　弓の撃ち合いという局面に限定すれば互角と言ってもいいが、敵にはまだ増援がいる。

　渡河しつつあるもう一つの部隊、第四中隊が参戦してくれば、木偶だけでは支えきれなくなるのは確実だった。

　まだ上流から水は押し寄せてこない。

（これ以上は無理か!?）

　ナーガは作戦の不発を自分に言い聞かせるように内心で呟つぶやいた。

　逃げるなら今のうちだ。

　敵の突破を許して乱戦になれば、間違いなく味方から犠牲が出るだろう。

　ただでさえ数の少ない魔女たちのこと、一人の犠牲も出したくないのは、ナーガもハリガンも同じである。

　もっとも、今から逃げたとしても犠牲が出る可能性は高いのだが。

（どうする？　留とどまっても危険。逃げても危険。ならば……）

　果断を旨とするナーガが珍しく迷っていると、川のほうから喚かん声せいが上がったのが吹き渡る風に乗って聞こえてきた。

「来たか！」

　ナーガは思わず矢避よけの盾たてを下ろして立ち上がっていた。

　そして背伸びをするように川のほうを見やったが、段丘に阻はばまれて川を直接見ることはできない。

（そうだった）

　舌打ちしてナーガが膝ひざを落とそうとしたとき、一本の流れ矢が飛んできた。

「危ないっっ！」

　隣に立っていたケイが横っ飛びでナーガの前面に立って手を広げる。

　カキン、という金属音がして、矢が地面に落ちた。

「ちょっとナーガさん、盾を下ろしたら危ないじゃん」

「あ……ああ、すまない」

　謝ったナーガは、落ちた矢を横目で見ながらケイに訊きいた。

「お前は大丈夫なのか？」

「あたしは、ほら、これだから」

　振り返ったケイが、ちょいちょいと自分の胸や腹を指し示す。

　彼女の肌は金属のような鈍い光沢を放っていた。

　ケイがくすんだ銀色に染まった指先で自分の肌を軽く叩たたくと、コンコンという、やはり金属を叩いたときのような硬質な音が響く。




　盾を構えないままケイが仁王立ちになっていたのは、魔法で己の肉体を硬化させているからだ。

　硬化させた彼女の肉体は、剣で切られても槍やりで突かれても矢が当たっても、それを弾はじき返かえすだけの硬さを誇っている。

　ケイは硬化させた拳で敵を殴りつけたり、硬化させた足で敵を蹴りつけたりして攻撃するという、魔女の中では珍しい肉弾派だった。




「へなちょこ矢なんか刺さらないよ」

　ナーガは安あん堵どの息を吐はく。

「そうか。いやしかし、大したもんだな、おまえら」

「へへ～ん、まぁね」

　ケイはもう一度、ナーガに背を向けた。

「ってことだから、ナーガさんは安心してあたしの背中に隠れているといいさ」

　ケイの自慢げな言い草にナーガは思わず苦笑を浮かべたが、直すぐに真面目まじめな表情になって前方の河岸段丘を見つめた。

　矢が飛び交う音や敵兵の怒号や悲鳴がうるさくてはっきりしないが、それまで戦場にはなかった小さな異音が聞こえてきた。

　異音は次第に大きくなってくる。

　もう間違いない。

　あれは川の上流から大量の奔流が押し寄せてきた音だ。

「ぎりぎりで間に合ってくれたか」

　ナーガは安あん堵どの息を漏らした。
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　ちょうど第二大隊所属の第四中隊が渡河をしている最さ中なかだった。




　上流から不思議な音が聞こえてきた。

　それはおそらく水が流れる音。

　ここは川なのだから、水音そのものが不思議だったわけではない。

　不思議だったのは、その音が大量の川の水が怒ど濤とうの勢いで流れてくるときのような大音量だったことだ。

　川の水は今だって流れているが、水深は深いところでも腰の下くらいしかない。

　上空は曇っているが、雨雲というほど厚い雲ではない。

　川の上流を見ても同様で、豪雨を降らせるような黒雲の姿はどこにも見えはしない。

　これほど大きな音を立てて水が流れてくるはずがなかった。

　けれど、たしかに音はする。

「どうしたんだ？」

「なんの音だ？」

　音源を求めて首を巡らせた何人かの兵の口から切れ切れの悲鳴が上がった。

　川の上流から津波のような大量の水が押し寄せて来るではないか。

　逆巻く白い波は濤とうのこちらと向こうでは、まるで別の川だった。

　こちら側は川の中央を数ヤルドの幅で控え目に水が流れているだけなのに比して、人の背丈以上もある波の先は川幅のすべてが水に覆い尽くされていた。

　押し寄せる激流の速度は、それまでの川の流れとは比較にならないほど速く、凄すさまじい水勢だった。

　川の中を歩いていた兵は、あっという間まに激流に呑のまれ、下流に押し流されていく。

　兵だけではない。

　騎馬ですら流れに抗し切れず流されていった。

　何頭かの馬の首だけが流れの上に覗のぞいている。

　乗っていた騎馬兵はすでに手綱を手放して流されてしまったらしく、どこにも見当たらなかった。

　押し寄せた激流は、しかしそれほど長続きはせず、やがて水位は下がり、流れの勢いもみるみる弱まっていった。

　──それでも。

　カサンドラ王国軍の兵士が受けた衝撃の大きさは並なみ大たい抵ていのものではなかった。

　川のこちら側、右岸に渡ったばかりの者も、渡る寸前で難を免れ左岸に居残った者も、そして後方に控えている本営の兵や幕ばく僚りようも、声を上げる者は誰だれ一人なく、みな呆ぼう然ぜんと立ち尽くすばかりだった。





　９






「ナーガさん！」

　盾たてを構えたセレナが駆け寄ってきた。

「おう、セレナ」















「敵部隊の第三陣が川を渡っている途中で水が押し寄せてきました！」

　セレナの声が弾んでいるのは、全力で駆けてきて息が上がった……というだけではないはずだ。

「きゃっほ──っ」

　ケイが跳び上がった。

「そうか！　で、効果のほどは!?」

　訊きき返すナーガの声も弾んでいる。

「渡っていた中隊規模の部隊のうち、水に流されたのは五、六十名くらいだと思います。でも、渡ったばかりの兵も、向こう岸に残った兵も、みんな茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態で固まっていますよ」

　ナーガが、ぱんと手を打った。

「よし！　これで何とかなりそうだ」

（とはいえ、こちら側に二百以上も渡ってきているから、それを壊滅させるのは大変そうだけどな）

　という内心の危き惧ぐは面おもてに出さず、ナーガは振り返った。

「ハリガン！」

「おうよ！」

　ハリガンと、盾たてを構えたレラが駆け寄ってきた。

「最後列の木で偶くどもを進めさせろ。敵との距離を詰めて撃てるだけの矢を撃て。おそらく敵の後続はない。もう人形の残数を気にすることはないぞ」

「わかった」

　ハリガンが丸太人形の群れを川岸に向かってさらに前進させる。

　そのとき、後方に控えていた第三陣の七人と、馬を取りに戻っていたクゥが姿を見せた。

「お、ちょうどいいときでのご登場だな」

　クゥが跨またがった馬の手綱を手にしたナーガが、馬上のクゥに呼びかけた。

「どうする？」

「ナーガさん、一緒、いい？」

　どうやらナーガの馬に一緒に乗りたいと言っているようだ。

　もしものときに備えて、馬には二人分の鐙あぶみが用意してあるから、二人乗りも可能だ。

「わたしがいれば、敵の弓矢、恐こわくない」

　クゥが体に巻いている革帯のうちの何本かが、その先端をくねくねと空中でくねらせた。

「そうだな。なら、俺おれの後ろに……」

「前のほうが防御し易やすい。だめ？」

「じゃあ、それでいいわ」

　クゥの後ろの鐙あぶみに左足を載せたナーガは、反対の足で思い切り地面を蹴って馬に跨またがった。

　両手を手綱に回すと、ちょうど前に乗っているクゥの体を挟み込むような恰かつ好こうになる。

「ちょっと……違和感があるが、まぁなんとかなるだろ」

　馬に跨ったナーガが手綱の調子を見たり、鐙に載せた足の位置を決めたりしていると、ハリガンから声がかかった。

「ナーガ！」

「どうした？」

「木で偶くの残りがもう百体もないぞ！　そのうち突破されそうだ！」

「敵のほうは？」

「まだ百はいるな」

「木偶は全滅してもかまわねえ。なんとか敵を半分くらいに減らしてくれ」

「やってはみるがな」

　と一声応えて、ハリガンは木偶を操る作業に戻った。

「突破してきた敵の攻撃は、俺おれとクゥ、そしてケイ、イクシーヌで行う。ネネルとアルルカンはその補佐だ。リンナ、リンネとサッハ、ナッシサスはハリガンとセレナを護まもれ！」

「「「了解！」」」

　ケイとイクシーヌがもう一頭の馬に跨った。

「流れ矢に気をつけろ」

　というナーガの言葉に、ネネルとアルルカンは矢避よけの盾たてを手に取る。

　ナーガに関しては、クゥが一緒なので盾を構える必要はない。

　そしてケイがいるので、イクシーヌも盾を掲げる必要はなさそうだ。

「少し前に出るぞ。俺のあとに続け」

　そう声をかけ、ナーガは手綱を引いた。

　彼とクゥが乗る馬に続いてケイとイクシーヌの乗る馬が、さらにそのあとにネネルとアルルカンが徒歩で続いた。
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　ナーガたちと渡河した二個中隊が激戦を繰り広げている最さ中なかに、川の左岸に残った第二大隊の兵員──本陣の百と、逃げ戻っていた第二中隊の生き残りと待機部隊の二十名余、そして川を渡河する寸前で命拾いをした第四中隊の約二十──百四十名ほどが、ようやく我に返った。

　しかし、第二中隊の残存兵は完全に戦意喪失、機能停止状態だ。

　渡河寸前で難を逃れた第四中隊の生き残りも同様である。

　本陣にいる幕ばく僚りようや隊長の目がなければ、みな逃げ出していたに違いない。

「大隊長、向こう岸に渡った第一、第三中隊が魔女の攻撃を受けているようです！　どうすればよろしいですか!?」

　真っ青な顔で訊きいてきた幕僚の一人を、スナイデルは真っ赤な顔で怒鳴り返した。

「直ただちに第二と第四の残りを渡河させるのだ！　我ら本陣も続くぞ。川岸まで本陣を進めさせよ！」

「はっっ」

　幕僚たちは大慌てで中隊長の下もとへ伝令を走らせた。

　第四中隊は渡河の最さ中なかに激流に襲われ、兵の過半が流されてしまった。

　激流が押し寄せる前に渡河を終えていた兵が二十名ほど、そしてこちら岸に残っている兵も二十ほどいる。

　ということは、約六十が流されたことになる。

　中隊長の姿も見えないから、兵たちと一緒に流されてしまったのだろう。

　こうなれば第四中隊の残りと第二中隊の残りに本陣の要員で急ぎ渡河して、向こう岸にいる第四中隊の二十と合流して、攻撃を受けている第一と第三中隊を救うしかない。

　すでに川の水は元通りに近い水位まで下がっているから、渡ろうと思えば問題なく渡れるはずだった。

　ところが。

　目の前で味方の兵が何十人も押し流されるところを目まの当あたりにした第四中隊の残りの兵は、渡河を命令されても動こうとしなかった。

　同様に第二中隊の生き残りも動こうとしない。

　川岸に向かって前進を始めた大隊本陣の将兵は、川岸に立ち尽くしているそれらの兵に邪魔されて渡河ができない。

「何をしている！　第二と第四の生存兵を進めさせろ！」

　とスナイデルが怒鳴ると、副隊長から悲鳴のような報告が戻ってきた。

「そ、それが。兵が怯おびえて動こうとしないようであります」

　スナイデルの顔が怒りで朱に染まる。

「かまわん、騎兵に蹴散らさせよ！」

「で、ですが……」

「ぐずぐずしていては、向こうに渡った第一と第三中隊までが全滅しかねないわ！　動こうとしないのなら、俺おれが斬り捨ててやる！」

　スナイデルが腰の剣に手をかけると、彼の剣けん幕まくに驚いた副隊長がすっ飛んでいった。

　川を渡ろうとしない兵をなんとか押し退のけて本営の百が川岸まで進み出た。

「すでに水は引いた。恐れることはない。我らに続け！」

　腰が引けている兵を叱しつ咤たし、スナイデルは真っ先駆けて川に馬を乗り入れる。

　そのとき。

　川の水が俄にわかに波立ち、川かわ面もが揺れた。

「なんだ？」

　目を凝らすスナイデルに向かって、水が飛んできた。

　細くて尖とがった水の槍やりが。

　それがなんなのかを確かめる間もなく、スナイデルは水の槍に腹を刺し貫かれていた。

「ぐぁあっ!?」

　目を見開いたスナイデルは、ようやく自分を刺した物の正体を悟った。

「み……水……？」

　スナイデルは震える手を伸ばし、鎧よろいごと自分の体を刺し貫いている透明な水の槍を掴つかもうとしたのだが。




　ぱしゃっっ。




　彼が手に力を込めると、水の槍はたちまちただの水に戻り、形をなくして四散した。

「ま……魔女……か……」

　ぐらりとスナイデルの体が傾き。

　足下で水みず飛沫しぶきが上がった。

「大隊長──っっ！」

　周囲に控える幕ばく僚りようたちは自分が刺されたかのような悲鳴を上げた。




　スナイデルを攻撃したのはノノエルだ。

　アイスを追って川を流れ下ってきたノノエルは、途中でアイスに追いついて彼女を救出していた。

　川岸に引っ張り上げてアイスの無事を──多少の擦すり傷きずはあったが、骨折などの大おお怪け我がはなかった──確認したノノエルは、どうせここまで下ってきたのなら、さらに川を下って戦場の様子を見ておこうと思い、水の流れに身を任せてここまで来ていた。

　そして水の中から辺りの様子を探っているときに、一人の武将が渡河しようとしているのに気づき、そっと近づいてきたのである。




（大隊長!?）

　肌に貼りつく薄青色で極薄の衣装に身を包んで水の中に潜んでいたノノエルは、自分が討ち取った相手が予想もしない大物だったことに驚いた。

　たしかに彼は一般兵よりも立派な鎧よろいを着て、周囲の兵に命令を下しながら先頭を駆けてきたから、ある程度の地位にある人物だろうと考えて狙ったわけだが。

（あまりに大物過ぎてビックリです）




　魔法で水を操るのが得意なノノエルは、水に溶けた空気を集めてそれを呼吸することができた。

　だからこうして、水中に潜ったまま活動ができる。

　半刻くらいの時間なら余裕で水に潜っていられる上、水を操って光の反射を乱し、自分の姿を見え難にくくすることができる。

　水中から敵兵に気づかれずに近づくことも可能なのだ。

　上手くすれば小隊長の一人や二人は討ち取れるかも……と考えたノノエルだが、まさか大隊長を討ち取れるとは思ってもみなかった。




（これでこの部隊は機能不全に陥おちいるのでは）

　という彼女の予想どおり、背後の兵たちが騒ぎ出していた。

　兵たちは大隊長が討ち取られたのを目まの当あたりにした。

　けれど、どうやって大隊長が討ち取られたのかはわからない。















　そんな彼らが思ったのは、こんな攻撃をしてくるのは魔女の仕業に違いない！　ということだった。

「魔女だ！」

「川の中に魔女がいるぞ！」

「逃げろ！」

「怪しい術で攻撃される！」

「早く川から離れるんだ！」

　騒ぎ始めた本陣の兵は、小隊長や幕ばく僚りようの制止を振り切って回れ右すると、川岸から後方へと駆け出そうとした。

「早く逃げないと大隊長の二の舞だぞ」

「魔女だ！　魔女が襲って来るう！」

「おい、止とまれ！」

「戻れ！　こら、戻らんか！」

「勝手な行動をするな！」

「退どけえ！」

「邪魔するなぁぁ！」

　兵を制止しようとした小隊長や幕僚は、引き返す兵に突き飛ばされ押し退のけられ、倒れたところを後続の兵に踏みつけられてしまう。















　もはや指揮系統はずたずたで、それどころか部隊としての機能を喪失してしまい、兵も将官もその場で右往左往するだけだった。

　こうなれば、この部隊が対岸にいるナーガやハリガンの脅きよう威いとなることはあり得ない。

　もうここに留とどまる必要はないとノノエルは判断した。

（アイスを置いてきた場所まで戻るです）

　彼女は巧みに水を操り、流れに逆らって上流へと離脱していった。
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　渡河してきた第一中隊と第三中隊の二百名はハリガンの操る丸太人形と激しく交戦していたが、同じく川を渡った第四中隊の約二十は川岸で機能停止中だ。

　第一と第三の両中隊は弓の撃ち合いだけで五十を超える犠牲を出していたが、丸太人形もすでに大きく数を減らしている。

　飛び交う矢の数が目に見えて減っている。

　第三中隊の後尾の兵から、川にいた友軍が激流に押し流されたことを聞いた中隊長は、川に戻れば自分たちも同じ目に遭うと判断した。

　あの攻撃は一度限りのものだが、カサンドラ王国軍兵士にはナーガたちの仕掛けの種がわかるはずもない。

　もしかすると魔女の魔法攻撃ではないかと疑った。

　となると川には戻れない。

　自分たちが生き残るには目の前にいる木で偶く人形の群れを倒すしかないと開き直った。

　こちらに川の水を操ったような大きな魔法を使える魔女がいるなら、こんなふうに丸太人形を揃そろえて弓で攻撃してくることはないという読みもあった。




「背中を見せれば敵の追撃を受ける。どうせ川には戻れんのだ、敵を突破するしかないぞ。相手はただの小さな人形、乱戦に持ち込めば恐るるに足らず！　進め、進め！」

　残存兵の半数が矢避よけの盾たてを構え、残りの半数で矢を撃ちながら、カサンドラ王国兵は人形群に肉薄した。

　第三中隊の中隊長は丸太人形の弱点を的確に見抜いていた。

　数多くの木偶を操るハリガンは、単純な動作の繰り返しをさせることしかできない。

　隊長はそこまで見抜いたわけではないが、丸太の群れに突入してしまえば活路が開けると考えた彼の判断は正しかった。

　さらにいえば、人形は人形、人のように正確に力強く弓を射ることはできない。

　飛んでくる矢は、矢避よけの盾たてを構えれば、だいたい防ぐことはできた。

　一人が掲げる矢避けの盾に、本人と一緒にもう一人が身を隠して矢を撃つわけだ。

　とはいえ丸太人形の数は多い。

　おまけに木で偶くは、一本矢が刺さったくらいでは倒れないから、カサンドラ王国兵も思うようには前に進めない。




　敵の反撃で丸太人形を減らしたハリガンは、隊列をおおよそ三列に組み直していた。

　三列いる人形群は、列ごとに矢を射る角度を変えている。

　水平に近い軌道で矢を射る群れ。

　三十度から四十度ほどの射角で射る群れ。

　さらに高い角度をつけ、山なりの軌道で射る群れ。

　水平方向から飛ぶ矢に対して盾を構えれば、頭上から降り注ぐ矢に対応できない。

　盾を頭上に掲げれば、水平に飛んでくる矢が刺さる。

　第一中隊と第三中隊の一部は決死の覚悟で丸太人形の群れ目がけて進んだが、突入が叶うまでにさらに三十名ほどの兵を失った。

　それまでの弓の撃ち合いで六、七十が倒れていたから、都合百名ほどの兵を失ったことになる。

　それでもまだ百名が残っている。

　その百名のうちの先頭が丸太人形の最初の列に突っ込んできた。

　乱戦になると丸太人形のほうが圧倒的に不利だ。

　カサンドラ軍の兵士は左手に盾を持ったまま、右手で剣を抜いた。

　弓を持っていた兵も、弓を捨て剣に持ち替える。

　兵たちは抜いた剣を丸太人形に叩たたきつけた。

　人形は躱かわすことも剣を受けることもできないから、まともに斬撃を受けて吹っ飛ぶものが続出する。

　一列目の人形群はあっという間まに数を減らしていった。

　ナーガがハリガンにすべての木偶を投入させたのは、ちょうどこの頃である。

　もう少し投入が遅れていたら完全に突破されていただろう。

　じつに際どいタイミングだった。




　後方にいた丸太人形の群れも、弓を射ながら乱戦の最さ中なかに突っ込んでいった。

　その背後には馬に跨またがったナーガとクゥ、そしてイクシーヌとケイ、さらに徒歩でネネルとアルルカンが続いていた。
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　人形に向かって剣を振り、足で蹴り飛ばしていたカサンドラ兵は、人形の新手に直すぐに対応することができず、少しばかり混乱する。

　辺りは大乱戦というか大混戦というか大混乱というか、わけのわからない無秩序状態と化した。

　丸太人形は剣や槍やりを振れるわけではなく、ひたすら矢を射るだけだ。

　人形の群れは狙いもつけず、矢玉の続く限り撃ちまくった。

　しかしその動作は鈍く、矢をつがえようとしているところを敵兵に蹴り飛ばされる人形が続出する。

　とはいえ、倒れても踏まれても、元から命のない人形の多くは起き上がってくる。

　起き上がって、命じられたままに矢を射ろうとする。

　四方八方、至近距離から矢が飛び交うという危険極まりない戦場になった。

　人形は狙いをつけられないから、外れて明後日あさつての方向へ飛んでいく矢が多い。

　どころか、味方の丸太人形に刺さる矢もある。

　味方に撃たれ敵兵に切られ、人に蹴られ騎馬に蹴られ、魔術回路を損傷して地面に転がったまま沈黙する人形が増えていく。

　敵兵の犠牲も増えていくから、辺りは転がった丸太人形と倒れた兵士とで足の踏み場もないという惨状になっている。

　この乱戦で、丸太人形の小ささが意外な効力を発揮した。

　丸太人形が水平に矢を射ると、兵士の足に矢が当たるのだ。

　そして足は装甲が薄い。

　当たれば矢は深々と突き刺さり、兵士はその場に倒れることになった。

　走れない、歩けない兵士は、致命傷を負っていなくても、もはや戦力外だ。

　戦いは消耗戦の様相を呈してきた。

　とはいえ、倒れる数は丸太人形のほうが圧倒的に多い。

　敵兵の残りは七十名近くにまで減っているが、丸太人形はもう五十体も残っていない。

　かろうじて立っている人形の中にも、魔術回路が損傷してまともに動けなくなっている物もある。

　敵兵の先頭が人形の群れを抜け出ようとしている。

　完全に突破され、態勢を立て直されたら厄介だ。

　ナーガは人形の群れを抜け出ようとしている兵に向かって馬を走らせた。

　木で偶くとの戦闘でいっぱいいっぱいだったカサンドラ王国の兵士は、後方に控えていたナーガたちに気づいていなかったようだ。

　馬が駆け寄ってくる蹄ひづめの音に驚いた兵士が顔を上げたときには、ナーガとイクシーヌの操る馬が眼前にまで迫っていた。

　左手で手綱を操りながらナーガが刀を薙なぐと、敵兵の首が宙に跳んだ。

「なっなんだ!?」

「敵だ！」

「どうして魔女が騎馬で攻撃してくる!?」

　突然現れた騎馬二頭に襲いかかられ、ようやく人形の群れを突破してきた兵は、またも大いに混乱した。

　馬から飛び降りたケイが手近にいる兵に襲いかかった。

　彼女の拳は金属製も同様だから、顔面に入れば昏こん倒とうするのは確実。

　蹴りつけた足が敵兵の膝ひざ関かん節せつにでも入れば、相手の膝は粉砕されるだろう。

　ただ、拳は固くてもアイスのように並外れた膂りよ力りよくや脚力があるわけではないから、当たっただけで相手が吹っ飛んでいくということはない。

　鎧よろいを殴ったり蹴ったりしても効果は薄く、相手は衝撃に耐えることができる。

　そうなると反撃の剣が振られることになるが、ケイは敵兵の剣を剥むき出だしの腕で平然と受け流した。

「なんだ、こいつはっ!?」

「化け物かっ！」

「失敬な奴やつだなっ！」

　斬りつけた剣を折られ、驚きよう愕がくしている兵の顔面にケイが拳を叩たたき込んだ。

　さすがにそこだと一発で昏倒する。

　ケイが暴れまくって敵の陣形が大いに乱れたところへ、ナーガの馬とイクシーヌの馬が突入した。

　クゥは革帯を操って敵兵を搦め捕り。

　身動きのできなくなった敵兵をナーガが馬上から斬って捨てた。

　イクシーヌは炎の魔法で敵兵を攻撃した後、直すぐに乱戦の中から下がっていった。

　彼女はこうした乱戦に向いていない。

　というより、ふつう魔女は乱戦に向いていない。

　こんなふうに平然と肉弾戦ができるケイやクゥが特殊なのである。

　ネネルとアルルカンも少し離れたところで戦闘を見守っているだけだ。




　木で偶くの群れを突破してくる敵兵が増えてきた。

　もはや木偶はほとんど残っていないのだから、それも当然か。

　突破してきた敵兵を、待ち構えていたネネルとアルルカンが魔法で攻撃する。

　乱戦になっているので、あまり大きな魔法は使えない。

　下へ手たをすると味方まで撃ってしまう。

　とくに、魔法への耐性がない──と思われる──ナーガに当たりでもすれば大変なことになる。

　だから二人は割と簡単に紡げる小さな呪文での攻撃に留とどめている。

　さらに、木で偶くの操作を諦めたハリガンが参戦してきた。

　切り取った自分の髪の毛を硬く尖とがらせたハリガンが、それを敵兵に向かって飛ばすと、髪の毛が刺さった兵がバタバタと倒れた。

　ハリガンの場合はケイやクゥのような防御力がないので、乱戦の只ただ中なかに身を置くことはできないが、髪の毛はある程度の距離を飛ばせるので、間接攻撃が可能なのだ。

　敵兵の中で暴れまくっているナーガとクゥ、ケイに当てないように少し気を遣ったが、ハリガンの参戦で、敵はさらに数を減らした。

　そしてそのとき、敵兵の頭上に大きめの火球が飛んでいった。

　これはレラの魔法である。

「うわぁぁっ！」

「なんだ、これはぁっっ!?」

　ナーガやクゥ、ケイがいるので、手当たり次第に火球を降らすわけにはいかなかったが、数発の大きな火球が降ってきただけで、敵兵の混乱は留まるところを知らなかった。

　そこへトドメとなる物が、いや、者がやってきた。
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　上空の高みから、ユウキの乗った飛空艇が急降下してくるのが見えた。

　ユウキとしてはもう少し早く飛んでくるつもりだったが、渡河地点のすぐ近くが戦場になっているだろうと予想していたため、少し遠回りになってしまったのだ。

「お、来やがったか！」

　ユウキの姿を認めたナーガが小さな歓声を上げた。




　敵兵はすでに剣や盾たてを持っているだけで弓を持っている者は皆無である。

　そんな状況下ではユウキの存在は無敵に近かった。




「風ふう刃じんの乱舞！」




　急降下してきたユウキの周囲で風が渦を巻き。

　直すぐに何本もの風の刃やいばが地上に向かって疾はしった。

　風の刃は、まともに受ければ鎧よろいごと切り裂かれるほど鋭い。

　何人もの兵士が血を噴いて倒れ込む。

　上空からユウキに襲われ、ナーガに刀で斬りかかられ、クゥの革帯で搦め捕られ、ケイに殴られ蹴られ、ネネルやアルルカン、そしてハリガンからも魔法攻撃を受け、ついに敵兵は完全に戦意を喪失した。

「もはやこれまでか」

　それまで獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せていた第一中隊長が馬首を巡らせた。

　周りで戦っていた幕ばく僚りようたちも中隊長に続いて戦線を離脱していく。

　それを認めた生き残りの兵も、次々に逃走を開始した。

　第三中隊の中隊長はすでに討ち死にしたようで、どこにも姿は見えなかった。




「やった！　敵が逃げてく！」

　残りの敵兵がすべて背を向けたのを見て、ケイが手を叩たたいた。

　ケイはまだ元気そうだが、多くの魔女が肩で息をしている。

　無理もない。

　結果的に敵を壊滅状態に追い込むことができたが、かなり際どい戦いだったのだ。

「俺おれはあの指揮官を追いかける！　兵のほうは放っておいてもいいだろう」

　クゥを乗せたまま手綱を引いて馬首を巡らせたナーガは、鐙あぶみに乗せた足で馬の横っ腹を蹴り、手綱を握った手で馬の首を押した。

「あ、あたしも行く。お──い、イクシーヌ！」

　ケイが手を振り回すと、後方に下がっていたイクシーヌが馬を走らせてきた。

「乗せて。ナーガさんを追いかけるよ！」

　イクシーヌはケイを引っ張り上げ、急いでナーガの馬を追いかけた。
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　ナーガとイクシーヌの乗った馬はとくに名馬というわけではないが、戦闘が始まってもそれほど走っていないから、充分な余力がある。

　一方、中隊長と四名の幕僚が乗った馬は、ここまでにかなり酷使されている。

　彼ひ我がの距離はみるみる縮まった。

「待ちなさいよ、こらぁ！」

　上空から聞き覚えのある声が降ってきてナーガはうんざりとした顔になる。















「自分だけ抜け駆けしようったって、そうはいかないんだから」

　馬を駆けさせるナーガの頭上数ヤルドのところを馬の速力と同程度で飛びながら、ユウキが腕を振り回している。

「俺おれだけじゃないだろ。イクシーヌとケイも来てるだろ」

「だから！　わたしにも美お味いしいところを残しておきなさいよって話！」

「あぁ、わかったわかった！」

　とナーガは叫び返す。

「ついてこい。ただし、気をつけろよ」

「言われなくても！」

　ナーガは左手で手綱を扱しごき。

　ユウキはさらに魔力を練り上げた。

　馬と飛空艇の速度が上がり、直すぐに逃げていく五人に追いついた。

　イクシーヌとケイが乗る馬は少し遅れていた。

　追いつかれて振り返った幕ばく僚りようが目を見開いている。

　それはそうだろう。

　まさか魔女の中に男がいるとは思わない。

　先ほどまでは無我夢中で戦っていたので、ナーガの容姿を確認できていなかったのだ。

　幕ばく僚りようは驚きのあまり馬を走らせる手が緩み、馬の速度が落ちた。

　その隙にナーガが男に並びかける。

「きっ貴様はいったい……」

　ナーガは無言で右手の刀を水平に薙ないだ。

　男の首が胴体と分かれて宙に舞い。

　残された体が、ぐらりと傾いたかと思うと、どうと地面に落ちて。

　残りの四人が息を呑のむ。

　敵兵だけでなく、ナーガと一緒に馬に乗っているクゥと、宙を飛んでいるユウキも息を呑んだ。

「なっっなんだ、貴様はっ!?」

「どうして魔女の中に男がいるっ!?」

「貴様、何者だっ!?」

　口々に叫ぶ敵兵にかまわず、ナーガは別の一頭の馬に自分の乗った馬を寄せる。

　馬上の男は慌てて剣を振り上げようとしたが、その腕をクゥの革帯が搦め捕った。

「う……うわわわわ」

　必死に右腕を動かそうとするが、革帯は少しも緩まない。

「おお、すまんな、クゥ」

「気にすること、ない」

　馬を寄せたナーガが刀を振り。

　またもや男の首が飛んだ。

　クゥが革帯を放すと、胴体が落馬した。

「ひぃっっ」

　これで残りは三人。

　そのうちの二人が恐怖に駆られ、後ろも見ずに馬を駆けさせ逃走を図る。

　が、別の一人はその場に留とどまり、腰の剣を抜き放った。

　彼の闘志はまだ折れていないようだ。

　こいつがあの部隊の指揮官か、とナーガは見当をつける。

　そこへようやくイクシーヌの馬が追いついてきた。

「うわ、なんか一騎打ちになってる？」

　とケイが囁ささやくと、イクシーヌが頷うなずいた。

「邪魔しちゃ駄目だね」

　二人は遠巻きにして、対たい峙じするナーガと敵を見守った。

　飛空艇で宙に浮かんだユウキも、手出しができないまま息を呑んで見つめている。




　抜き身の剣を構えた馬上の中隊長が静かに訊きいていた。

「貴様も魔女なのか？」

「俺おれか？　俺はただの人間だよ」

「どうして人間が魔女の加勢をする!?」

「そうさな、一宿一飯の恩義があるから、かな」

　男の顔に初めて戸惑いの色が浮かんだ。

「なんの話だ……」

「なかなか勇敢な指揮ぶりだったな。おまえは気に入った。どうだ、降参しないか？」

　とナーガが声をかけると、彼の戸惑いもたちまち消えた。

「舐なめるな。神の敵であり人の敵である魔女の走そう狗くめ！」

　苦笑を浮かべたナーガは、クゥの背中に小声で呼びかけた。

「やれやれ。おまえたちはずいぶんと嫌われているんだな」

「あいつ、魔女を嫌っている。わたしもあいつ、嫌い」

　珍しくクゥの口調に嫌悪感が滲にじんでいた。

「貴様は、人でありながら人であることを止やめた愚かな大罪人だ」

　中隊長はナーガに向かって吐はき捨てるようにそう言った。

　ナーガは、はん、とせせら笑う。

「そうかい、そうかい。どうやらこれ以上話をしても無駄なようだな」

「俺はカサンドラ王国黒の森侵攻軍第二大隊所属、第一中隊長エイズワースだ！　貴様を神の御み許もとに送ってやる。己の大罪を神に告白し、許しを乞こえ！」

　ナーガは首の後ろに貼ったままのレラの呪じゆ符ふを右手で撫なでた。

（言ってる意味がよくわからねえな。けど、まぁ、名乗りはわかる）

　ナーガは思わず知らず、相手に応えようと大だい音おん声じようを上げていた。




「俺の名は織お田だ三さぶ郎ろう信のぶ長なが！　貴様を屠ほふる男の名を地獄まで持っていくがいい！」




（オダサブロー？）

（ノーブルナーガ？）

（てぇぇっ、マジですかっ!?）

　じっと見守っていた三人は驚きよう愕がくに目を見開いた。

「ナーガ」には「龍りゆう王おう」という意味があるのだが、それに「ノーブル」が冠されれば「聖なる龍王」というような意味合いになる。

　それで三人は驚いたのだ。

　背後のナーガの名乗りを聞いたクゥは、瞬時、馬上で首を捻ひねったが。

（オダサブロー・ノーブルナーガ？　この人の姓名？）

　なるほど彼の名前がそれなら、自分たちの大勝利も当然かもしれないと、クゥは大いに感心した。

　一方、ユウキは悪夢を追い払おうとでもするかのように強く頭かぶりを振っている。

（いやいやいや、あり得ないあり得ない。あのすけべ男が「聖龍王ノーブルナーガ」だなんてあり得ないから！　っていうか、あいつ名乗ったけど、自分の名前を思い出したわけ？）

　そう思ったユウキが、対たい峙じするナーガと敵の隊長に再び視線を向けた直後。

「クゥ、あいつと決着をつける。少し馬から下りててくれないか」

　クゥは慌てて体をずらし、地上へ飛び降りた。

「手出しはしなくていいからな」

　無言で頷うなずいたクゥは、静かに後方へ下がっていった。




　ナーガは改めて相手の部隊指揮官と馬上で睨にらみ合う。

　辺りの空気がぴりぴりと震えるような緊張感が漂い。

　見ている魔女たちの掌てのひらに汗が浮く。

　次の瞬間、二人は相手に向かって馬を走らせていた。

　ナーガとエイズワースが剣と刀を振り、甲高い金属音が辺りに響いた。















　エイズワースが手にした細身の剣は、ナーガの持つ刀ほど頑丈ではなかった。

　数合ごうの撃ち合いの後、彼の剣が刀身の半ばでぽっきりと折れた。

「ちっっ」

　剣を捨て、予備の短剣に手を伸ばそうとしたエイズワースだが、間に合わなかった。

　馬を寄せたナーガが刀を薙ないで。

　エイズワースの首が宙に飛んだ。

　首を失った胴体は、盛大に血を噴き出しながら馬から落ちて地に転がった。

（凄すごっっ！）

　ケイとイクシーヌはナーガの剣技に目を見開いていた。

　血振りをしたナーガは、刀を左腰の鞘さやに収め、上空を振り仰ぎ、次にイクシーヌとケイが乗った馬に目を向けた。

「長居は無用だ、戻るぞ」

「あ……あぁぁ、えっと……」

　我に返った馬上のイクシーヌとケイ、そして空中のユウキの三人が互いに顔を見合わせていると。

　ナーガは自分の馬をクゥの下もとへ寄せていき、彼女に向かって手を伸ばした。

　クゥもナーガに向けて手を伸ばす。

　その手を掴つかんだナーガは、彼女の体を馬上へ引っ張り上げた。

　クゥは思ったよりもずっと軽く、力を込めて引っ張ったせいで、勢い余って彼女の体がナーガに密着してしまう。

　ナーガがすでに馬上にいるせいで、引っ張り上げられたクゥは馬を跨またげなかったから、結果、横座りになったクゥは鞍あん上じようでナーガに体を密着させて向き合うというおかしな体勢になってしまった。

　なんだか抱き合っているように見えなくもない。

「あ[image: ][image: ]」

「えぇと……」

　困った顔で二人が互いの顔を見つめ合っていると。

　すかさずユウキから叱責の声が飛んできた。

「ちょ、ちょっと！　なに二人でいちゃついてるのよ！」

　クゥは窮屈そうに体の向きを変え、なんとか馬を跨ぐと、鐙あぶみに足を載せ、馬の首を抱きかかえるように鞍くらに腰を下ろした。

　ケイとイクシーヌは、顔を見合わせ、にやにや笑っている。

「大丈夫か、クゥ」

「……平気」

　ナーガに背を向けたまま、いつものように短く応えたクゥは、いつもと同じ冷めた表情を崩していないものの、頬ほおが少しだけ赤く染まっている……ように見えた。

「なら、行くか」

　ナーガが手綱を動かし、二人が乗った馬が走り出す。

　慌ててユウキが飛空艇を動かし、イクシーヌも手綱を振った。




　飛空艇を低空で飛ばしたユウキは、直すぐに追いついてナーガの馬に並びかける。

　ナーガが馬の速度を落とすと、イクシーヌの馬が追いついてきた。

「ねえ、ちょっと」

「なんだ、ユウキ？　さっきのあれはわざとじゃないぞ？　なあ、クゥ？」

「そう、だね」

「誰だれもそんなこと訊きいてないわよ！　そうじゃなくて。さっきの名乗り、あれ、あんたの名前なの？　思い出したわけ？」

「あぁ？」

　ナーガが驚いた顔をユウキに向けてきた。

「名乗り？　俺おれは名乗ったのか？」

「は？　名乗ってたじゃない。ねえ？」

　とユウキは後方で馬に乗っているイクシーヌとケイのほうを見やった。

「うんうん、名乗った名乗った」

　とケイが手を挙げた。

「本当か？」

　とナーガが訊いてきたので、ケイは心外そうな顔で彼を軽く睨にらんだ。

「本当だって。あたし、ちゃんと聞いたもん」

　顔を戻したユウキが、

「あんた、覚えてないの？」

　と尋ねると、ナーガは手綱を握ったまま首を捻ひねる。

「いや……覚えてねえな」

「呆あつきれた。あんたってば、記憶喪失っていうより、元から記憶力がない、ただの馬ば鹿かなんじゃないの？」

「ははは、そうかもしれないな」

　とひとしきり笑ったナーガは、ところで、と言って真面目まじめな顔になる。

「俺はなんて名乗ったんだ？」

「えっと、たしかオダサブロー・ノーブルナーガって……ねえ？」

　ユウキがまた後方を見ると、

「ああ、そう。そう名乗ったよ。オダサブロー・ノーブルナーガ」

　とケイが応えてきた。

「おださぶろう、のーぶるなーが？」

　彼はまたもや首を捻ひねった。

「それが俺おれの名前なのか？」

「わたしに訊きくなってば」

　とユウキに言われて、ナーガは体を捻ってもの問いたげな顔を後方に向ける。

　すると、ケイが彼に向かって掌てのひらを振った。

「いやいや、あたしもそう聞いただけだから。真面目まじめな顔でそんなこと訊かれても困る」

　体を戻したナーガは、手綱を握ったまま、しきりに首を捻った。

「う──ん、聞き覚えがあるような気はするんだがな」

　ユウキが呆あきれた顔で言った。

「相変わらず適当ね」

「しかし、口を衝ついて出たんなら嘘うそでも冗談でもないんだろ。きっとそれが俺の名前なんだな。まぁ、そのうちもっと詳しいことを思い出すさ」

「適当な上にいい加減ね」

　ユウキが今度は咎とがめるような視線を送るが、ナーガはまったく堪こたえていない。

「ま、いいじゃねえか。今に至るまで狼煙のろしが上がらないってことは、どうやら後続の主力部隊、川を渡っては来こないようだ。今日の戦いくさはおまえたちの勝利に終わったってことだ」

　というナーガの言葉に、ユウキは少し疑わしそうな顔になる。

「終わった、でいいの？　まだ戦いが続くんじゃないの？」

　そうユウキが疑問を投げかけると、イクシーヌが続いた。

「だよね。だって、まだ敵には一千からの部隊が残っているんでしょ？　そいつらが川を渡って攻めてくることはないの？」

「もう攻めてはこられないだろうよ」

「どうして？」

　イクシーヌだけでなく、ケイやユウキも首を傾かしげている。

「これだけ完敗を喫してしまうと、恐こわくなるんだよ」

「兵隊が恐がって動かないってこと？」

「それもあるんだがな、肝心なのは指揮官が恐がるってことなんだよ、ユウキ」

「えっと……」

　ユウキは、わかる？　とでも言うようにケイやイクシーヌのほうを見たが、二人は無言で首を振るだけだ。

「人間はおまえたちの魔法を恐れているだろ。そして今日、これだけ見事に負けたんだ。これ以上続ければ率いてきた全軍が壊滅するかもしれないと恐れる。そんなことになれば王都の守りがいなくなる。そのことを恐れる。部隊を壊滅させたりすれば、指揮官は責任を追及される。そのことを恐れる。だから、よほどの覚悟がない限り、連中はこれ以上、踏み込んでこられない」

「そ……そんなものなのかしらね」

「ああ、そんなものなのさ。これでカサンドラ王国軍、しばらくは森への侵攻を諦めざるを得ないだろう。だから、お前たちの勝利ってことだ」

　そう言ってナーガがユウキに笑いかけると、彼女はぎこちなく顔を背けた。

「そ、そうね。まぁ、わたしたちっていうか、わたしたちとあんたの勝利……ね」

　ナーガが、お？　と目を見開いた。

「そうかそうか、ユウキ様も俺おれの戦いくさ働ばたらきを認めてくださったか」

「ななな、なに言ってるの、馬っ鹿じゃないの！　誰だれがあんたの働きなんか認めたり……それはちょっとは働いたかもしれないけど。っていうか、そもそもこの作戦を考えたのはあんただけど」

　ナーガは、うんうんと頷うなずいた。

「そうだよな？」

「だからって増長すんな！」

「お──い、ちょっと──、あたしらもかなり必死に働いたんだけど──っ？」

　後ろを走る馬の上で、ケイが伸び上がるようにして叫んだ。

「ああ、わかってるわかってる。ケイもイクシーヌもユウキもクゥも、他のみんなもよく働いた。誰か一人の手柄ってことじゃねえ。これは、みんなが心を合わせて必死に戦ったからこその勝利だ。みんなの勝利だ。ハリガン一族の勝利だ」

　馬に揺られながらクゥが珍しく笑みをこぼしていたが、背中を向けているから、彼女が笑ったことにナーガは気づかなかった。

　ユウキは飛空艇の上で腕組みし、反そっくり返かえった体勢になってナーガを見下ろす。

「ふふん、なかなか殊勝な心がけじゃないの。あんたがそういう心がけなら、わたしたち一族の末席に座らせてやってもいいわね」

　後ろの馬上で、ケイとイクシーヌがくすりと笑った。

「おいおい、ユウキったら、まるで族長様みたいな偉ぶった口のきき方だよな？」

「まぁ、ほら、ユウキだからさ」

「ちょ……」

　顔を真っ赤にしたユウキは、腕組みを解ほどいて飛空艇の上で体を捻ひねる。

「そこ、何をこそこそ言ってるのよ!?」

「なんにも言ってないよ[image: ][image: ]？　なぁ、イクシーヌ？」

「言ってないよね[image: ][image: ]」

「あんまり舐なめたことやってると、切り刻むわよ？」

「うわ[image: ][image: ]、恐こわ[image: ][image: ]」

　ケイはわざとらしく頭を両手で押さえ、わざとらしく首をすくめた。

　ナーガはひとしきり笑っていたが、やがて笑みを消し、三人に呼びかけた。

「よし、じゃあ、急いでハリガンのところへ戻るとするか。そろそろ他の魔女たちも集まって来る頃だろ」

　ナーガは馬の横っ腹を踵かかとで軽く蹴り、手綱を握る手を動かした。

　ナーガとクゥが乗る馬が急に走る速度を上げ、ユウキは置いていかれそうになる。

「あ、ちょっと、待ちなさいよ、こら！」

　ユウキが飛空艇の飛ぶ速度を上げ、イクシーヌも慌てて馬の手綱を扱しごいた。




　四人を乗せた二頭の馬とユウキが乗った飛空艇は、たちまち小さな点となって荒れ地の中に消えていった。















第４章　戦いの終わりと始まり





　１






　シュバイツ川左岸まで進出してきたゲオバルク将軍は眼前の惨状に言葉を失い、馬上で阿あ呆ほうのように口を開け、言葉一つ発することすらできないでいた。




　左岸の河岸段丘上から川原を見下ろすと、あちこちに味方の兵が倒れているのが見える。

　渡河しようとしていた第二大隊の兵に違いないが、その数はあまり多くない。

　では残りの兵はすでに川を渡ったのかと対岸を見れば、そこには数える気にもならないくらい多くの兵が倒れているのが遠望できた。

　川の段丘を下りたところからその先まで、ざっと見ただけで百数十人の兵が倒れているように思える。

　そして、動く者の姿は見当たらなかった。

　であれば、渡河したという二個中隊が敵の攻撃を受けて全滅したと考える外ほかないのだが、しかし、それだけでは兵数が足りない。




　彼らは誰だれに攻撃されたのか。

　どのように攻撃されたのか。

　なぜあんな場所で攻撃を受けて全滅したのか。

　残りの兵はどうしてしまったのか？




　将軍にも彼の幕ばく僚りようにも、さっぱりわからない。

　いや、誰に、というのはわかる。

　こちらを攻撃してくるのは魔女以外にいない。

　しかし、魔女の総勢は二十人程度だという話だった。

　その二十人が総力を上げて攻撃してきたのだとしても、大隊が丸ごと全滅するとは考え難にくかった。

　敵が攻撃してきたなら援軍が川を渡っているはずで、じっさい、第二大隊長のスナイデルは「味方が攻撃を受けているので支援のために渡河する」とゲオバルクに伝えてきたではないか。

　しかし、将軍がどれだけ熱心に戦場を見渡しても、第二大隊の残りの兵は影も形も見えなかった。

　対岸で倒れている百数十名の兵と川原の周囲で倒れている僅わずかな兵を除のぞけば、あと三百以上いるはずなのに、その兵はどこにも見当たらない。

　神隠しにでも遭ったのかと疑いたくなる状況だ。

　理解不能な状況を眼前にして、ゲオバルクも彼の幕ばく僚りようも、その場に立ち尽くすことしかできなかった。
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「将軍、第二大隊幹部を一人、保護いたしました。彼から話を聞けると思いますが」

　という部下の声に、ようやく老将軍は我に返った。

　そして、この後、どうするべきかを考える。

　結論は直すぐに出た。

（状況の把握ができないうちは作戦の続行は不可能……だな）

　ゲオバルクは血が出るほど強く唇を噛かみ、対岸を睨にらみつけた。




　戦闘がどのような経過を辿たどったのか。

　何な故ぜあれほど多くの味方の兵が川の向こうで倒れているのか。

　そして第二大隊の残りの兵員はどこに消えたのか。

　それらがわからないまま渡河すれば、さらに多くの犠牲者を出す虞おそれがあるという将軍の判断は適切なものだ。

　けれど、じっさいは違った。

　丸太人形による不意討ちも、溜ためた水による奇襲も、もう使えないのだ。

　魔女の側にこれ以上の大がかりな攻撃手段など残されていないのだが、この段階でそれをカサンドラ王国軍が見抜くのは不可能に近い。

　というのがナーガの読みだった。

　じっさい、そうなった。

　ナーガの読みは当たった。

　ゲオバルク将軍は新たな魔女の攻撃を恐れ、さらなる損害を出すことを恐れ、これ以上の進軍を断念した。

　少なくとも魔女がどのような方法で攻撃してきたのか、第二大隊の残りはどうなったのかを確認しない限り、作戦の継続などできるはずがなかった。

　ナーガが侵攻軍司令官の考えを、行動を読むことができたのは、兵は兵の心理を知り、将は将の心理を知るということだったのだろう。




　将軍は、いったん宿営地まで引き揚げて部隊の態勢を立て直すことにする。

「第一大隊から二百を見張りのためここに残し、我らはいったん宿営地まで引き返す」

「ははっっ」

　侵攻軍本部詰めの幹部たちが将軍の命令を伝えるために散っていった。
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　大慌てでの出立だったから宿営地は畳まれていない。

　兵ひよう糧ろうの運び込みを始めていたライバッハ指揮下の輜し重ちよう部隊に留守を任せてきたが、こちらにはなんの異変もなかった。




　将軍以下の幹部は本営の大天幕に集まり、第二大隊の生存者からの事情聴取を行った。

　何人かの将兵から話を聞いて、ようやくゲオバルク将軍にも事態が呑のみ込こめてきた。

　時系列順に記せば、要するに戦闘の経過はこういうことだったのだ。








・夜明けの後、十名の物見部隊が渡河し、不審物を発見した。




　　　↓




・報告を受けた第二中隊長は、所属の三、四、六小隊を改めて渡河させた。




　　　↓




・三小隊三十名は川向こうで小さな丸太のような人形群を発見し、それが何か確認しようと近づいた。




　　　↓




・見つけた物は魔女の操る木で偶く人形で、いきなり弓矢で攻撃してきた。




　　　↓




・第二大隊第二中隊の第一、第二、第五、第七小隊と本陣の合わせて五十が三小隊救出のために渡河しようとした。




　　　↓




・救援は間に合わず、第三、第四、第六小隊三十は全滅した。




　　　↓




・三小隊を討った敵の木偶人形隊は川岸間際まで前進。




　　　↓




・三小隊救援のため渡河していった第二中隊の五十を攻撃してきた。




　　　↓




・それを川を渡っていた騎兵が目撃。




　　　↓




・駆け戻った騎兵は第二大隊長スナイデルに事の次第を報告。




　　　↓




・スナイデルは第二中隊を救うべく第二大隊に渡河を命じた。ただし、この時点で　スナイデルは魔女の攻撃が木で偶く人形によるものだと把握できていなかった模様。




　　　↓




・第二中隊の五十は敵の攻撃を受け、すでに壊滅状態に陥おちいっている。




　　　↓




・第一中隊が渡河した。




　　　↓




・続いて第三中隊が渡河を始めた。




　　　↓




・第三中隊が渡河を終えると、第四中隊が渡河を開始した。




　　　↓




・第一中隊が川向こうに展開を開始、第三中隊も続いた。




　　　↓




・第四中隊の一部が対岸に上陸したところで、いきなり川の上流から激流が押し寄せた。




　　　↓




・渡河の最さ中なかだった第四中隊員の多くが激流に押し流された。




　　　↓




・第二大隊は川の右岸と左岸に分断された。




　　　↓




・左岸に残ったスナイデルは、なおも川を渡ろうとした。




　　　↓




・が、魔女の攻撃を恐れた第四中隊の残りと逃げ戻っていた第二中隊の生存兵はその場を動こうとせず、本陣の兵の渡河が遅れる。




　　　↓




・右岸へ渡った第一中隊と第三中隊が魔女の木偶人形に包囲され、猛攻を受ける。




　　　↓




・動かない兵に業を煮やしたスナイデルは、先頭を切って川を渡ろうとした。




　　　↓




・その途中でスナイデルは伏兵に狙撃され討ち死に。これは魔女による攻撃と思われるが、どこに潜んでいたか、どのようにスナイデルを撃ち抜いたかなど、詳細は不明。




　　　↓




・残された将兵は大混乱に陥り有効な対応が取れない。どころか、大隊長が討ち死にしたのを見て、魔女による攻撃を恐れた兵の多くが逃走。




　　　↓




・対岸に渡った第一中隊と第三中隊は、敵の木で偶く人形の群れと激戦を繰り広げたものの、最終的に壊滅に追い込まれる。なお、この際、何人もの魔女が参戦していたようだが、人数など詳細は不明。




　　　↓




・第三中隊長は乱戦の最さ中なかに討ち死にしたものと思われるが、最後まで留とどまって戦っていた第一中隊長は、数名の部下と共に戦場を離脱。




　　　↓




・その後は行方不明のまま。




　　　↓




・戦場から逃げ出した兵も少しいたようだが、そのほとんどが消息不明。




　　　↓




・こうして第一中隊と第三中隊は壊滅。




　　　↓




・右岸へ渡った第四中隊の一部、左岸にいた第四中隊の残りと第二中隊の残存兵は、みな逃げ去ってしまった。






「なんたる迂う闊かつ、なんたる不手際」

　将軍は歯は噛がみをして体を小刻みに震わせた。

　第二大隊長スナイデルも彼の配下の中隊長たちも軽挙ではあった。

　しかし、いちばんの責任は、そんな彼らを御しきれなかった自分にあると、歴戦の老将軍は自分を責めた。

　同時に、魔女が繰り出してきた作戦の奇抜さに驚いた。

　これほど見事に嵌はめられたのは、彼の生涯でも初めての経験だった。

　なるほど、卑ひ怯きよう卑劣な魔女の戦い方に相応ふさわしい不意討ち、奇襲の数々とは言えるのかもしれないが、ゲオバルクは魔女を非難する気にはなれなかった。

　むしろ彼は一種の清すが々すがしさを感じていた。

（ここまで見事に負ければ言い訳もできん。そもそも僅わずか二十かそこらの人数で我々二千に対抗しようとすれば、連中は奇策に走るしかないのだからな。そこに思い至らなかったのは儂わしの怠慢、儂の不覚）

　ゲオバルクは作戦の続行を諦めた。

（これほど見事な作戦を立て、これほど鮮やかに実行してみせた魔女を相手に敗残の兵で再戦を挑むなど、無謀の極みというもの）

　捲けん土ど重ちよう来らいを期するしかないというのが、彼の結論だった。

（儂わしは解任されるだろうが。あるいは処刑されるやもしれないが。これ以上兵を失えば、我が国は他国に攻め陥おとされてしまう）

　何しろ今、本国は空っぽ同然なのだ。

　これ以上の犠牲を出せば、本国を守る戦力がいなくなってしまう。




　ゲオバルク将軍は、逃げて散り散りになった兵の回収と下流へ押し流された兵の捜索を命じ、それが済み次第、宿営地を撤収してエインの砦とりでまで戻ることを幕ばく僚りようたちに告げた。

　将軍の決断に反対する者は誰だれもいなかった。
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　激流に押し流された兵のすべてが溺れたわけではなかった。

　ほどなくして下流の岸辺に這はい上がった兵が十数人見つかったが、それ以外の兵は溺れ死んだようだった。

　あるいは九死に一生を得て岸辺に這い上がったものの、そのままどこかへ逃走してしまったか。

　結局、この侵攻作戦でカサンドラ王国軍が出した損害は──。




　第二大隊のうち、討ち死に、もしくは溺死が確認されたものだけで三百名近くになる。

　川に流されて行方不明になった者を入れれば、その数はさらに増える。

　そして戦死者の中には第二大隊長スナイデルまでもが含まれていた。

　残りの兵員──二百名弱──の多くが戦場から逃げ去っていて、原隊復帰ができた者は今のところ五十前後という体ていたらくである。

　他の兵はどこまで逃げたのか、あるいは逃げる途中で魔女に討たれたのか、わからないままだった。

　戦死者と行方不明者の数を合わせると、ざっと四百五十にもなる。

　戦闘部隊千七百のうちの四百五十だから、損耗率はなんと二割五分を超えている。

　逃げた兵があと何十人か戻ってきたとしても、損耗率は二割以上だ。

　同数の部隊同士が正面からぶつかり激闘を繰り広げたのならともかく、第一大隊と第三大隊はまったく戦っていない。

　実際に戦った第二大隊に限れば、損耗率じつに九割という前代未聞の……というより、悪夢のような数字だった。

　いくら相手が強力な魔法を使う魔女だとしても、たった二十名を相手にした戦いくさとしては信じられないような最悪の数字である。




　犠牲者の数も問題だったが、ことはそれだけに留とどまらない。

　この戦いくさに臨んだ多くの兵の心に、魔女の恐ろしさが刻み込まれてしまったことのほうが大きな問題だった。

　そして、二千もの兵員を擁しながら、たった二十名の魔女を相手にした、たった一度の戦いで一大隊五百を壊滅させられた挙げ句、森への侵攻を断念して撤収せざるを得なかったカサンドラ王国軍は、周辺諸国から侮あなどられるようになるだろう。

　ナーガがいみじくも言ったように、しばらくのあいだ立ち直れないほどの敗北をカサンドラ王国は喫したのだった。
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　ハリガン一族の側は誰だれ一人欠けることなく、負傷者すら出すことなく再集結を果たした。

　カサンドラ王国軍の撤収を確認した後、見張り役としてセレナとジーニアスをシュバイツ川近くに残し、他の者は一の砦とりでまで引き揚げてきた。




　ハリガンはナーガの策略を褒ほめ称たたえ、娘たちの働きを労ねぎらい、祝勝の宴うたげを開くことにした。

　一の砦の住居棟でいちばん広い板敷きの部屋に勢せい揃ぞろいしたナーガと魔女たちは、とっておきの葡ぶ萄どう酒しゆで乾杯をした。

「葡萄酒をじっくり味わうのは初めてだな」

　最初の乾杯のときは軽く口を付けただけなので、味わうところまではいっていない。

　ナーガはその芳ほう醇じゆんな薫りを楽しんだ後、赤い液体をそっと口に含んだ。

「……おお。意外と美う味まいな、これ」

　割とその味が気に入ったらしく、ナーガはお代わりをした。

　酒はともかく、食べ物は貯蔵していた保存食くらいしかないので、宴としては少し寂しかったが、そんなことを気にする者は誰もいなかった。

　自分たちは勝ったのだから。

　二千もの大軍を、二十人にも満たない人数で撃退したのだから。

　負けないまでも勝てない。

　そんな戦いを延々と繰り返してきた魔女たちにとって、これは初めて経験する大勝利だったのだから。

　たとえ乾パンと干し肉と野菜の酢漬けくらいしかなくとも、勝利の味は格別だった。

　あちこちで会話が弾み。

　やがて気持ちよく酔った魔女が一人、二人と歌い始め。

　中には興が乗って踊り出す者も出た。

　元々が薄着の魔女のこと、その衣装で歌ったり踊ったりすると、旅芸人一座の踊り子よりも色っぽい。

　ナーガは鼻の下を長くして、踊る魔女たちに向けた視線を行ったり来たりさせた。

　ちらちらと魔女たちに視線を走らせつつ、ナーガが葡ぶ萄どう酒しゆに口をつけていると。

「ナーガさん、飲んでいますか？」

　中腰になったアイスが声をかけてきた。

「あ？　ああ、飲んでるぞ」

　ナーガは手にした酒杯を掲げて彼女に応えた。

「この葡萄酒ってのは、なかなか美う味まいな、アイス」

　アイスの顔はほんのりと桜色に染まっているから、彼女もけっこう飲んでいるようだ。

「では、もう一杯、如何いかがです？」

「そうだな。せっかくだからもらうか」

　ナーガは酒の味は嫌いではなかったが、それほど酒に強いわけではない。

　というより、むしろ弱い。

　そのことはなんとなく体が覚えていたので、飲み過ぎないよう注意しようと思っていたのだが、せっかくアイスが勧めてくれたので、もう一杯くらい飲むかと、手にした酒杯を差し出した。

　すると。

　アイスは背後にあった酒さか樽だるを両手で掴つかみ、ひょいと持ち上げ、ぞんざいにナーガのほうへ差し出してきた。

「どうぞ」

「いや、どうぞって……」

　ナーガが膝ひざ立だちになって酒樽を覗のぞき込こんだ。

　中にはまだ葡萄酒が半分くらい入っている。

（この中に酒杯を突っ込んで酒を掬すくい取れっていうのか？　いいのか、それで？）

　ナーガが怪け訝げんそうな顔でアイスを見やる。

「飲まないんですか？」

「えっと……いや、どうしたもんかな」

　ナーガが躊ちゆう躇ちよしていると。

「ナーガさんが飲まないなら、わたしが」

　アイスは両手で抱えた酒樽を眼前に持ち上げ、いきなり手前に傾けた。

「んぐっ、んぐっ、んぐっ」

「酒さか樽だるから直じかに飲んでる──っ!?」

　ナーガは大きく上体を仰のけ反ぞらせた。

「ああ、あんた、アイスと飲み比べとかしようと思わないほうがいいわよ」

　という声にナーガが振り返ると、酒杯を片手に顔を桜色に染めたユウキが立っていた。

「アイス、底無しだから」

　そのアイスが、どん、と酒樽を床に戻した。

　見ると、中身は空になっていた。

「……そのようだな」

（本当に恐こわいわ、アイスこいつ）

　怖おぞ気けを震うナーガである。

（けど、この怪力魔女が酔っぱらって暴れ出したら危なくてしょうがねえよな）

　と思い、一応注意しておくことにする。

「おい、アイス。飲み過ぎには気をつけろよ」

　すると彼女は、きょとんとした顔でナーガを見返してきた。

「誰だれか飲み過ぎてるんですか？　いけませんねぇ、ちょっと注意してあげなくては」

「……いや、なんでもない。忘れてくれ」

　そのとき。

「はいはぁい、ケイ、脱ぎまぁす」

「クゥも脱ぐ」

「リンネも脱ぎまぁす」

「リンナも脱ぎまぁす」

「きゃはははは」

「いいぞ、行け行け[image: ][image: ]」

　向こうで酔っぱらった魔女たちが踊りながら脱ぎ出したのに気づいたナーガが、いそいそとその場を離れようとすると。




　がしっっ。




　背後から両肩を掴つかまれた。

「痛いてっ」

　ナーガが振り返ると、アイスの両手の指がガッチリと自分の肩に食い込んでいるではないか。

「ちょっ、おまっ、痛いたいっ」

　体を回せないので、首だけを回したまま、ナーガがそう抗議すると。

　アイスはニッコリと微笑ほほえんで、なおもぎりぎりと両手に力を入れてくる。

「痛いたっ痛っ痛っアイス肩が砕けるっっ」

「あははっ。そうなったらもう逃げられないわよ。せいぜい説教されるといいわ」

　そんな捨すて台詞ぜりふを投げかけると、ユウキはそそくさとその場から離れていった。

（な、なんだぁ、説教って？　っていうか、ユウキの奴やつ、なんで逃げ出すみたいにこそこそと……って）

「痛いてぁあぁっ！」

　ナーガは堪たまらず悲鳴を上げてしまう。

「ナーガさん、そこへお座りください」

　アイスはナーガの両肩を掴つかんだまま、ぐいぐいと上から彼を押し下げる。

　アイスの力に抗し切れず、ナーガは両りよう膝ひざを落としてしまった。

「はい、正座してこちらを向いて」

「痛ててててっっ」

　本気で両肩の骨が砕かれそうな気がして、言われたとおり、ナーガはその場に正座をすると、くるっと体を回転させた。

「いいですか、ナーガさん」

「あ、ああ？」

「あなたはすけべぇが過ぎます。百歩譲って人の男子はそういうものだとしても、露骨なすけべぇはいけません。見るにしても触るにしても、なんといいますか、もう少し上品にしないと駄目ですよ？」

（こいつ、説教上じよう戸ごだっ？）

　なるほど、ユウキが言ったのはこのことかと納得するナーガである。

（っていうか、上品なすけべって、どんなだよ!?）

　とツッコミたかったが、恐こわくてできなかった。

　アイスは淡々と、諄じゆん々じゆんと、ナーガへの説教を続ける。

「ナーガさんはとっても頭がいい方ですけど、他人への配慮が少しばかり足りないと思います。それとですね、食事のときも食べ方がぞんざい過ぎますよ？　もう少しゆっくりと、丁寧に、よく噛かんで食べましょう」

（俺おれは子供か！）

　ナーガは思わずツッコんでいた。

　もちろん声には出せないので、内心で。

　そのとき。

「はい、全裸ぁぁ」

「お──っっ」

　そんな声と共に拍手が上がったので、ナーガは我慢できずに振り向いてしまった。




　がしっっ。




　両手で頭を掴つかまれた。

　ぎりぎりと顔の向きを戻される。

「痛いた痛いた痛いた、アイス痛いっ、頭蓋が割れるっっ」

「ナーガさん」

「ななな、なんだ？」

　アイスが間近からナーガの顔を覗のぞき込こんでいた。

「言ったそばからその態度はなんなのです？　あなたは女の子が裸になったくらいで正気をなくしてしまうような小さな男ではないはずですよ？」

「いやいやいや、女子の裸は男にとって重大事だからな？　もしも見たくないなんて奴やつがいたら、そいつこそ正気を疑うべきだからな？」

　アイスが少しだけ手の力を緩めてくれたので、わかってくれたかと安あん堵どの息を吐はいたナーガだったが。

「そうですか。あくまで見ると仰おつしやるのですね」

　アイスは、はぁ、とため息を吐ついた。

「そうですか。仕方がありません。では、ナーガさんの目をくり貫ぬいてしまいましょう」

「はぁあぁぁ？」

「そうすれば、女の子が裸で歌おうが裸で踊ろうが見ることができませんから。ね？」

「にっこり笑ってとんでもないこと言ってるぞ、こいつはぁぁぁ！」

　ナーガは跳び退のいてアイスから逃げようとしたが、両肩を掴まれたままなので逃げられなかった。

「うふ。うふふふ。くり貫きますよ？　ぶちゅっと」

「うわぁ、待て待て待てぇ」

　ナーガはアイスを押し戻そうと両手を前に伸ばした。

　すると。




　むにゅぅっっ。




　凄すごく柔らかくて弾力のある感触が両の掌てのひらから伝わってきた。

「……あ？」

「……え？」

　二人は揃そろってナーガの手の先に視線を向けた。

　見るまでもなく、ナーガの両の掌てのひらがアイスの豊かな両胸にめり込んでた。

　アイスの顔から笑みが消えた。

（恐こわっっ！）

　ナーガは慌てて両手を引っ込めたが。

「わたしがあれほど言ったのに、ナーガさんはすけべぇを止やめるつもりはないのですね。そうですか。困りました。両目をくり貫ぬく程度では駄目なようです。これはいよいよナーガさんの両手を引き千切るしか……」

「誰だれかこの酔っぱらいをなんとかしろ──っっ」

　ナーガが叫ぶのと同時に。




　ごんっっっ。




　鈍くて低い殴おう打だの音が響き、アイスの両腕から力が抜けた。

　そのままぐらりと彼女の体が前方に倒れ込んできたので、ナーガは慌てて両腕を広げて受け止とめる。

「うわっととと」















　アイスの豊満な肉体の感触と鼻び腔こうを刺激するなんとも言えぬ甘い薫りに、ナーガの心臓がドキリと跳ねた。

「危ないところだったな、ナーガ」

　見ると、アイスの背後にハリガンが立っていた。

　彼女の蒼そう黒こくの髪の毛が大おお槌つちの形状を取っているから、あれでアイスの後頭部を殴りつけたのに違いない。

「いやぁ助かったわぁ」

　ナーガが安あん堵どの息を吐はいた。

「にしてもアイスを殴って気絶させるなんて、おまえの髪の毛もあり得ないくらいに硬いんだな」

「そうだな。だからおぬしも気をつけたほうがいいぞ？　吾わが娘むすめによからぬことをしようなどとしたら、この髪がおぬしの全身の骨を粉々に砕くからな？　文字どおり、おぬしは粉ふん骨こつ砕さい身しんというわけだ」

「ぜ、ぜんぜん意味が違うだろうがっ！」

　蒼そう白はくな顔でナーガが怒鳴ると、ハリガンは、ふっと表情を緩めた。

「それはさておいて。おぬしにちと話があるのだが。このあとどうするか、ということについての話がな」

「ああ、俺おれもそのことを話そうと思っていたんだ」

「では、そうだな、浮かれて騒いでいる娘らの邪魔をするのも悪い。この酒宴がお開きになったら少しつき合おうてくれ」

「ああ、わかった」

　頷うなずいたナーガは、抱きかかえていたアイスの体をそっと床の上に横たえた。




　それから一いつ時ときほど後。

　大方の魔女が酔いつぶれて眠ってしまった頃を見計らい、ナーガとハリガンは連れだって部屋を出て、別室へと向かった。





　６






　ハリガンは、板敷きの床に板壁で天井はなく屋根裏が素通しという簡素で小さな部屋にナーガを連れてきた。

　もっとも、どの部屋も同じような造りなので、この部屋だけが簡素というわけでもない。

　壁際に敷き布と掛け布が畳まれているから、この砦とりでに詰める者の寝室なのだろうか。

　厚手の布でできた敷物を床に置き、ナーガとハリガンは向かい合って座る。

　燭しよく台だいで燃える蝋ろう燭そくの炎が微かすかに揺れ、薄暗い室内に伸びる二人の影もまた揺れた。




「飲むか？」

　ハリガンが持ってきた小さな瓶を叩たたいた。

「いや、俺おれはもういいわ」

「そうか」

　ハリガンは瓶を押しやると、上体を前に傾ける。

「礼を言うぞ、ナーガ。助かった。ありがとう」

「いや、べつに礼なんか要らないって。俺はおまえたちに恩を返しただけだ。正当な対価だと思って受け取ってくれればいいんだよ」

　顔を上げたハリガンが、にやりと笑った。

「意外と謙虚だな」

「意外とじゃないだろ。俺は謙虚で慎み深い男だぜ？」

　ハリガンがジト目になってナーガを見やる。

「どの口がそういうことを言うかな」

「おい、俺のことはいいじゃないか」

「そうだな。おぬしがすけべぇであろうと、すけべぇでなくはなかろうと、大した軍略家であることに変わりはない」

「おい、それ、どっちもすけべだって言ってるじゃねえか！」

「違うのか？」

「違う……と思うがな」

「それこそ、どの口が……と思わんでもないが、まぁそれもいい。それより」

　ハリガンが表情を引き締めた。

「我らは大勝利を得ることができた」

「だな」

「で、このあと、どうすればいいと思う？」

「俺もそれを考えていたんだが」

　ナーガは両手を頭の後ろで組んで屋根裏を見上げた。

「仲間がいるな」

「なに？」

「平地へ下りるには、ハリガン、おまえの一族だけじゃ足りない」

「へ、平地へ下りるだと!?」

　ハリガンは目を見開いてナーガを見ている。

「どうしてそんな危険な真ま似ねを!?」

「どうしてって、おまえたちの一族を守り、魔女として安寧に暮らしていける土地を確保するためには平地に本拠地を移したほうが確実だろ」

「い……いや……」

　ハリガンが目を白黒させていると、腕組みしたナーガが難しい顔で言葉を継いだ。

「今回は小さな戦闘で勝利を得たというだけだ。戦闘が一つ終わっただけだ。直すぐに次の戦いが始まる。というより、一つの戦いの終わりは次の戦いの始まりでしかない。そして最終的な勝利はもっとずっと先だ。魔女が堂々と生きていける世界を創るというのが最終的な勝利だろう？　それを掴つかむためには、いつまでも黒の森に留とどまっていては駄目だ」

「あ、ああ……」

「勢力を拡大して、本拠地を移動させ、味方を増やし、領民を増やし、支配地を広げる。それが最終的な勝利のために必要な条件だ。そこまでして初めて、おまえたち魔女が安心して暮らせる国を、世界を、創ることができるんだ」

　ハリガンは全身が痺しびれるような驚きに包まれた。

（こ、この男……我らが見ているものとは見ている風景が違う。というより、我らが見ている場所のもっと先の先までを見ているのか？）

　それでも、ナーガの言うことは無謀の極みのようにも思える。

「しかし、そんなことが可能なのか？　我らの一族は三十名かそこらしかいないのだぞ。戦えるものに至っては二十名程度だ」

「だから味方がいるんだ。おまえ、前に、森に棲すんでいる他の魔女一族に知り合いがいるって言ってたよな？」

「ん？　ああ、いることはいるが」

「そいつらに渡りをつけてくれないか」

　ハリガンの顔が嫌そうに歪ゆがんだ。

「あいつにか？」

「どうした？　何か問題があるのか？」

（あいつに関しては問題だらけなのだがな。いやまぁ、それはともかく）

　ハリガンは疑わしそうな表情になって訊きいてきた。

「渡りをつけることはできるが。それでどうするつもりなのだ？」

「話し合いの場を設けてもらいたい」

「話す？　何を？」

「俺おれたちの次の戦いに加わってもらおうと思うのさ」

　ハリガンはまたも目を見開いた。

「どこで何と戦うつもりだ？」

「いずれ城の一つや二つ奪とりたいものだが、その前に。シュバイツ川の向こうにあるエインの砦とりで、連中の出撃基地となったあそこを奪ってしまおう」

「なんだとう!?」

　ハリガンは驚きの余り、我知らず腰を浮かしかけていた。

「しょ、正気か？」

「記憶は喪なくしているけどな、俺おれはいつでも正気だよ」

「む……むむぅ」

　ハリガンは小さく唸うなって浮かせた腰を下ろした。

「小さいとはいえ城壁を備えたそれなりの砦だぞ？　常時、数十名の兵が、いや、今なら百名以上の兵が詰めているだろう。我らの砦とは規模が違う」

「まぁ実際に自分の目で見てみないと、どのくらい堅いのかはわからないが、おまえたちの砦より堅いのは言われなくてもわかるよ」

「む。そ、そうか」

　ハリガンは少し不満そうな顔になるが、ナーガはかまわず話を続ける。

「それに、奴やつらは手て痛いたい敗戦を喫したばかりだからな、魔女を恐れて、さらに多くの守備兵を砦に入れているかもしれないな」

「だ……だったら、尚なお更さらではないか。我らの手勢だけで陥おとせるはずがなかろうが」

「だからこそ仲間を増やそうって言っているのさ。隣の一族ってのは、おまえのところと同じくらいの人数がいるのか？」

「あ……ああ、そうだな。同程度の人数だな」

「合わせて四十から五十か。それだけの魔女がいれば、砦の一つや二つ、陥とせるだろ」

　ハリガンが呆あきれたという顔で首を横に振った。

「あっさりと言うのだな」

「連中の今回の戦いくさぶりを見る限り、可能性はあると思うぞ」

「そ……そうか。しかし……いや……だが……」

　ハリガンはまだ踏ん切りがつかないのか、しきりに首を捻ひねっている。

「他の魔女たちにとっても悪い話じゃないだろ。エインの砦を俺たちが奪ってしまえば、黒の森は当面、安泰になるわけだからな」

「それはそのとおりだが……わかった。ともかく声をかけてみよう。とりあえず話し合いには乗ってくると思うが、吾われらと共に戦う気になるかどうかまではわからんぞ」

「ああ、それでいいよ」

「で、どうやって説得する気だ？」

「魔女と人間が共に暮らせる世界を一緒に創らないか？　って感じだな」

「ほ……本気で言うておるのか？」

「俺はいつだって本気だ」

（やれやれ、恐れ入ったな。それこそ「龍りゆう王おう」の名に相応ふさわしい遠大で高こう邁まいな理想だが……あぁ、そういえば！）

「おい、ナーガ」

「なんだ？」

「ユウキやケイから聞いたのだが、おぬし、敵の武将を討ち取るときに名乗りを上げたそうではないか」

「ああ、それな」

「名前を思い出したのか？」

　ナーガは情けない表情になって頭を掻かいた。

「いや、それがなぁ。ユウキたちにも言ったんだが、俺おれは俺が名乗ったことをよく覚えていないんだよ」

「そうなのか。たしかユウキの奴やつ、おぬしが『オダサブロー・ノーブルナーガ』と名乗ったようなことを言っていたが」

「あいつがそう聞いたのなら、そうなのかもしれないんだが。ただ、言ったとおり、俺はよく覚えちゃいないんだ」

　と応えたナーガは、ふとレラとの約束を思い出した。

　喪なくした記憶が蘇よみがえったら、それについてレラに話す……という約束を。

（いや、だけど、俺は思い出したわけじゃないしな。今だって、自分じゃそんな名乗りを上げたこと、さっぱり覚えてねえ。とはいえ、レラが他の奴らの口から聞くかもしれないから、あとで軽く話しておくか）

　ハリガンは真剣な、むしろ何か思い詰めたような表情になって、ナーガの顔を正面から見つめた。

「おぬしのナーガという名には『龍王』という意味があるのは承知しているな？」

「あぁ、まぁ、おまえに聞かされたからな」

「『ノーブルナーガ』となると、それは『聖なる龍王』とか『高貴なる龍王』というような意味になる」

「おお？　なんか昇格したっぽいな」

　うははは、とナーガが笑うと。

「笑い事ではないわ！」

「な、何を怒っているんだよ」

「いや、すまん。べつに怒ったわけではない。ただ、なんというか、そうだな……おぬし、まさか本当に天界からやって来た龍王の遣いではあるまいな？」

　ナーガは小さく肩をすくめた。

「そんなことを真顔で訊きかれても返答に困るわ。俺が記憶を喪くしているのは先刻承知だろうに。どこから来たかとか何者だとか、未いまだにさっぱりだわ」

「……だったな。すまなかった」

「いや、ハリガンが気にすることはない。まぁ俺おれが名乗りを上げたってことは、俺の名前がここまで出かかってるってことだ」

　そう言って、ナーガは右手を喉元に当てた。

「そのうち頭の中まで上っていくだろ。名前だけじゃない。他のこともいろいろ思い出すだろうさ。こう、あと少しっていう感じはしてるんだ」

「そうか。では、焦らず思い出すのを待つか」

　あぁ、と頷うなずいたナーガは、で、と身を乗り出した。

「いつ声をかける？」

「早いほうがいいのだろう？　だったら、明あ日すにでも使者を立てるとしよう」

「誰だれを使者に？」

「アイスだな。この手の遣いが過不足なくできるのはアイスをおいて外ほかにいない」

「……だなぁ」

　と頷いたナーガは、そっと心中でつけ加える。

（酒さえ飲んでいなければ、だがな）

「アイスにレラをつければ間違いあるまい」

「そうか。じゃあ、そちらはあの二人に任せるとして。誰かエインの砦とりでのことを詳しく知っている奴やつはいないか？」

「どういうことだ？　何を知りたい？」

「具体的には砦の縄張りとか、どの程度の兵ひよう糧ろうを蓄えているかとか、水の手はどこにあるのかとか、いま何人くらいの兵が詰めているのかとか……だな」

「さてな。少なくとも吾われらはそんな内部情報は知らん。せいぜいユウキが上空から見下ろしたことがあるくらいだ」

　腕組みしたナーガは、う[image: ][image: ]ん、と低く唸うなった。

「その手の情報があるとないとでは、攻略の難易度が大違いなんだがなぁ」

「こればかりはどうしようもないな。もし、どうしてもというなら、砦に誰かを潜り込ませるしかないが」

「いや……それは最後の手段だな。とりあえずはおまえの知り合いとの話し合いを最優先しよう。で、その魔女はなんていう名だ？」

「ヴィータ・スールシャール・スレイマーヤ。スレイマーヤ一族の長おさだ」






















エピローグ１




「母かか様さま、戻りました」

　全身を覆う暗色の長いマンテラを体に巻き付けたエリュシオーネ・アニアン・スレイマーヤが頭上を振り仰いで声をかけると、二ヤルドほどの高みにある樹きの枝に渡した寝網で昼寝をしていたヴィータ・スールシャール・スレイマーヤが気け怠だるそうに片目を開けた。

　相変わらずひらひらとした可愛かわいらしい短たん裳もを着ているが、さすがに昼寝をするとあって特徴的な被かぶり物は脱いでいる。

　いかにも寝起きだという眠たげな顔と視線をエリュシオーネに向けているが、ヴィータには一種異様な迫力があった。

「……エリューか。で、どうじゃった？」

「それが」

　と応えるエリュシオーネの声にただならぬものを感じて、ヴィータはむくりと身を起こした。

「どうしたのじゃ？」

「大変なことになってございます」

「……まさかハリガンの奴やつ、討ち死にでもしおったか？」

　エリュシオーネは大きく首を左右に振った。

「とんでもありません。討ち死にどころか、戦いくさはハリガン方がたの大勝利でございます」

「な……なぁにぃ!?　貴様……」

　勢いよく身を乗り出して地面に立つエリュシオーネを覗のぞき込こんだため、ヴィータの体が寝網からはみ出した。

「おわっっ」

　彼女はそのまま頭から地面に向かって落下した……が、直すぐに空中でくるりと回転し、爪先を下に向けた。

　彼女が身に着けている短裳が大きく翻ひるがえる。

　が、これだけなら驚くに値しない。

　身が軽いとか反射神経がいいとかしなやかな体だとか、いくらでも評しようがある。

　ところが。

　爪先が下に向いた直後に彼女の体の落下速度が急激に鈍ったとなると、どうにもこれは尋常な出来事ではない。

　着地寸前になると、彼女の体はもはや止とまっているようだった。

　ヴィータは羽毛のように軽やかに足裏を地面につけると、難しい顔で腕組みをし、その場に仁王立ちとなった。

　見た目が可愛らしいので、そんな体勢になってもあまり威圧感はないが、彼女の瞳には妖しい輝きが宿っていた。

「詳しい話を聞かせよ、エリュー。ただし。まだ他の娘むすめらには聞かれたくはないからの。大きな声を出すなよ」

　と言われて、エリュシオーネはその場にしゃがみ込み、ヴィータの耳みみ許もとに顔を寄せた。

「それがですね……」

「阿あ呆ほうが！」

　腕組みを解ほどいたヴィータが、手刀をエリュシオーネの頭頂に思い切り叩たたき込んだ。

「舐なめとるのか、貴様！」

「あ、いえ、大声を出すなと言われましたので、耳許で……」

「しゃがむな！　吾われの背が低いのを強調したいのか!?　それとも自分の背が高いのを自慢したいのか!?　死なすぞ、貴様！」

　頭を押さえたエリュシオーネは涙目でヴィータを見上げ、ふるふると首を横に振った。

「まぁよいわえ。貴様を折せつ檻かんするのはいつでもできる。それより。ハリガンが勝利したというのは、どういうことじゃ？　いったい何がどうなっておる？」

「わたしが見た範囲では、こうでございます」

　片かた膝ひざついた体勢で、エリュシオーネが報告を始めた。

「母かか様さまのご命令どおり、カサンドラ王国軍の渡河の様子を観察すべく、予あらかじめシュバイツ川の川原近くにマンテラを仕込んでおきましたので、最初にわたしはそこへ飛んだのです。ところが。案に相違してそこが、シュバイツ川の右岸が戦場となりました」




　彼女は自分の目で見た戦闘の経緯を詳細にヴィータに語った。

　途中で口を挟むこともなく、ヴィータはじっとエリュシオーネの話に耳を傾けていた。

　しかし。




「……以上が、わたしの見た、ハリガン一党とカサンドラ王国軍の戦いくさの経緯でございます、母様」

　そうエリュシオーネが報告を締めくくると、

「信じられん……」

　と一言だけ漏らし、ヴィータは絶句してしまった。

「……」

「………」

「…………」

「……………」

「………………」

「何か言わんかっっ」




　どげしっっ。




　ヴィータの小さな足裏がエリュシオーネの顔面を捉え、彼女は背中からごろりと地面に転がった。

　一回転して直すぐに身を起こしたエリュシオーネは、右手で鼻はな面づらを押さえながら言った。

「いきなり何をなされますか、母かか様さま」

「何をじゃないわえ。一緒になって黙っておらず、『如何いかがされましたか』くらい言うてみせよ。おまえが何か言わんと、会話を再開させるきっかけが掴つかみ難にくいじゃろうが！」

「そんな無む体たいなことを言われましても」

「マンテラ剥はいで全裸で木に吊つるすか？」

「如何なされましたか、母様っ!?」

　ヴィータの目が細められ、瞳に凶悪な光が宿った。

「取って付けたようなことをぬかしおって。ほんに吾われを舐なめきっておるの、貴様は」

　ぶるぶるぶる。

　エリュシオーネは眼前に上げた両の掌てのひらを思い切り振り、同時に首も激しく左右に振る。

　小さく舌打ちしたヴィータは、エリュシオーネから視線を逸そらせ、宙を見上げた。

「にしても、ハリガンらしくない戦い方よの。そんな真ま似ねをする魔女がおるとすればキシリアの奴やつくらいじゃと思ったが。いや、違うわい。あいつでも、こんなことは思いつきはせんじゃろ。なんというか、根本のところでの発想が違うというか……」

　ふと顔を戻したヴィータは、少し離れた場所に立つエリュシオーネを見やった。

「ハリガンたちに何かいつもと変わったことはなかったかえ？　あるいはカサンドラ王国軍に、でもいいんじゃが」

　エリュシオーネは、あっさりと首を縦に振った。

「はい、ございました」

「な、なに？　あったと？」

「ハリガン一党の中に、見たことのない人間の男が混じっておりました」

「この阿あ呆ほうめが──っっ！」

　ヴィータはいきなり前方に跳躍した。

　宙に浮いたヴィータの小さな体は、地面とほぼ水平になったままエリュシオーネを目がけて真まっ直すぐ飛んで。




　どすっっ。




　ヴィータの両足の裏がエリュシオーネの顔面を捉えると、彼女は凄すさまじい勢いで吹っ飛んでいった。

「そういう大事なことは最初に言わんかっっ！」

　五ヤルドくらい先の地面に転がったエリュシオーネが鼻はな面づらを押さえながら謝った。

「も……もうしわふぇありまふぇん」

　それにしても、こんな小さな体で背の高いエリュシオーネを五ヤルドも蹴り飛ばすのだからヴィータの蹴りの威力には凄まじいものがある……と言いたいところだが、傍はたで見ている限り、それほどの威力は感じられなかったから不思議である。

「まったく、エリューは阿あ呆ほうの上に馬ば鹿かじゃから始末に負えぬな」

　と吐はき捨てるように呟つぶやいたヴィータは、しかし直すぐに気を取り直し、エリュシオーネが言った言葉の意味を考える。

「男……人間の男じゃと……しかし……じゃとすると、ハリガンらしくないこの戦いくさには、この戦の勝利には、その男が関係しているのは間違いないの。しかし何者じゃ、そ奴やつは。どうしてハリガンの奴めは人の男なんぞを伴っておるのじゃ。わからん。さっぱりわけがわからんわ」

　俯うつむいたままブツブツと口の中で己の思考を転がしていたヴィータは、やがて呟きを止やめ、顔を上げた。

「いずれにせよ、近いうちにハリガンが何か言ってきそうじゃな。それを待つとするか。しかし……人の男とはのう。何やら面白くなってきたではないかえ」

　不敵な笑みを浮かべると、ヴィータは向こうでそっと自分を窺うかがっているエリュシオーネに顔を向ける。

「そんなとこで何をやっておる、エリュー。砦とりでに戻るぞ、早く来こんか」

「あのう、お仕置きはなしの方向で」

「早く来ぬと、本気で全裸に剥むいて開脚逆さ吊づりに……」

　エリュシオーネが全速力で駆け戻ってきた。

「どうやらこれは、他の娘むすめらにも話をしておいたほうがよさそうじゃな。砦に戻ったら、もう一度、皆に報告をしてもらおうかの、エリュー」

「はい、母かか様さま」

　幼女のような見た目の魔女長おさヴィータは、思案気な顔のままでエリュシオーネを伴い、自分たちの本拠へと戻っていった。






















エピローグ２





　１






　輜し重ちよう部隊の指揮を執って宿営地の留守を預かっていたライバッハは、ゲオバルク将軍が率いる侵攻軍本隊が魔女に敗れて引き揚げてきたのに仰天した。

　聞けば、侵攻軍は大隊を丸々一つ失ったのだという。

（そんな惨敗を喫したら、将軍も戦いくさを続けられないわな）

　ライバッハは、やはり魔女どもは一筋縄じゃいかない相手だという思いを強くした。

　同時に、前回、魔女の砦とりでの強行偵察の際に兵員を失ったのも、俺おれのせいというより相手の魔女が強かったのさと自分を慰めることができた。

　ゲオバルク将軍は全軍に撤収を命じたため、ライバッハの輜重部隊が運んできた兵ひよう糧ろうはほとんど使われないまま、またエインの砦まで戻すことになった。

　ライバッハにとっては骨折り損の草くた臥びれ儲もうけのような事態だが、それで恨み言を言うつもりはない。

　魔女とやり合わなくて済むのだから。

　魔女の恐ろしさが身に染みている彼としては、むしろ喜ばしい気分だ。




　結局、カサンドラ王国黒の森侵攻軍は予想もしなかった大きな犠牲を出し、なんの成果も得られないまま作戦行動を中止して撤収することになったのだった。
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　カサンドラ王国軍はエインの砦に三個中隊三百を残して王都に引き揚げた。

　エインの砦に三百もの兵を入れることは、ある種、異常事態と言ってもいい。

　それだけゲオバルク将軍は、勝った勢いに乗じた魔女が、シュバイツ川のこちらへ進出してくることを恐れたのである。

　敗戦の手当をしてから王都へ引き揚げた将軍は、自ら国王に引退を申し出た。

　それは今回の敗戦の責任を取るということに外ほかならない。

　それまで多大な功績のあった老将軍を引き留めなかったのを見ても、国王がこの敗戦をかなり苦々しく思っていたのは間違いない。

　アイユーブ枢すう機き卿きように対する面目も丸つぶれとなったのだから、国王としても、このまま済ませるわけにはいかなかったのだろう。

　国王は身を引いたゲオバルクの後釜に、自分の亡兄の息子──つまり甥おいだ──を据えることにした。

　自分の息子はまだ若く、一軍を率いるには経験が足りないが、甥おいはもう二十歳を過ぎているし、軍務経験もある。

　もっとも主計官だったから実戦の経験はないに等しいが、実務面ではそれなりの才能を見せていた。

　将軍の下したにいた幕ばく僚りようの中から誰だれかを昇格させるという手もあったはずだが、思いもよらぬ敗戦に立腹した国王は、将軍の引退と共に、彼を支えていた幕僚の多くを更こう迭てつしてしまった。

　というわけで、国王の甥であるグィスカル新将軍を筆頭に、軍の首脳はあまり実戦経験のない若手将官によって占められることになった。

　そんな新首脳の一人が、王都に戻っていたライバッハを呼びに来た。

　ちょうど彼は、輜し重ちよう部隊に宛あてがわれている部屋で数名の部下と共に、部隊に回ってきた書類を読んでいるところだった。




「おい、ライバッハ」

「あ、これはマグレイブ大隊長殿」

　自分を呼んだのが新しい大隊長の一人、マグレイブであることを認めたライバッハは、急いで書類を机の上に置いて立ち上がった。

　ライバッハの部下も、慌てて立ち上がる。

「何か御用ですか？」

　マグレイブは戸口に立ったまま鷹おう揚ように頷うなずいた。

「グィスカル将軍がお呼びだ」

「将軍殿が、でありますか」

「そうだ。直すぐに顔を出してくれ」

「はっ！　直ただちにグィスカル将軍の下もとへ顔を出します」

　敬礼をしつつそう応えたライバッハだが、内心では首を捻ひねっている。

（なんだ？　将軍就任早々に俺おれを呼ぶとは……って、まさかここも馘くびか？　事務屋にでも回されるのかな）

　ライバッハは、興味津々という表情を隠しきれていない部下に顔を向ける。

「じゃ、俺はグィスカル将軍のところへ行ってくる。あとのことはよろしく頼むわ」

「行ってらっしゃいませ、隊長」




　マグレイブに付き従って廊下を歩きながら、ライバッハは、やれやれと内心でため息を吐ついた。

　彼は計数が得意なわけでも文章が上手いわけでもないから、事務方に回されてしまえば、出世の望みは完全になくなる。

（まぁ仕方ねえか。俺おれはずっとゲオバルク将軍の下したで働いてきたからなぁ。グィスカル新将軍にしたら、目障りな存在かもしれねえしな。けど、そうだとしても、たかが中隊長で、今は輜し重ちよう部隊の隊長でしかない俺を呼び出すってのがよくわからないな。そんなもん書類一つで用が済むだろうに。どういうつもりだ、あの若造？）

　疑問に思いつつ、新将軍の執務室を訪ねたライバッハに意外な人事が下った。
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「やぁ、君がライバッハ君か」

　ライバッハよりずっと年下の新将軍は、ライバッハに向かって微笑ほほえんで見せた。

　彼の後ろには、新しい副官が控えている。

　そちらは背が高く目つきの鋭い男だ。

　真新しい軍服に身を包み、その軍服をゴテゴテと飾り付けている新将軍は、顔の造ぞう作さくも整っていて、それなりに見み栄ばえはしたが。

（旅芸人一座の役者様か、あんたは）

　思わず内心でツッコミを入れてしまうライバッハだった。

　が、そんな思いを悟られるほど彼も間抜けではない。

　とりあえず素知らぬ顔で新将軍に敬礼を送った。

「は。輜重部隊長ライバッハ、参上いたしました」

「ああ、それそれ」

「はい？　どれでありますか？」

「だから輜重部隊長さ。君の輜重部隊長職は解くよ」

（うわ？　やっぱり事務屋行きか？　それとも馘くびか……）

　と恐れるライバッハに向かって、グィスカル新将軍は意外なことを言った。

「元通り、中隊長に戻ってもらおう」

「え？　はい？　自分が中隊長に復帰……でありますか？」

「そうですよ。何か不満でも？」

「いえいえ、不満など。ただ、ちょっと意外だったものですから」

「わたしは君の経験を買っているんです。叩たたき上げの君は、これまで何度か魔女と戦っている。その経験を活いかさない手はないでしょう？」

（おいおい、この若造様、なかなかわかってらっしゃるじゃないか）

　ライバッハの中で、新将軍に対する評価が急上昇した。

「さて、では、さっそく任務に就いていただきましょうか、ライバッハ中隊長」

「は。どのような任務でありましょうか？」

「見張りです」

「は。どこの見張りでありますか？」

「シュバイツ川ですよ、もちろん」

（そういうことか！）

　ライバッハは自分に与えられた任務の中身を知って顔を歪ゆがめそうになったが、なんとか思い留とどまった。

（要するに、魔女が川を渡ってこないように見張っとけってことか）

　という推測を裏付けるように新将軍が言葉を継いだ。

「君の中隊はシュバイツ川左岸に陣取って、魔女が現れないかを見張るのです。もし魔女が現れたらエインの砦とりでまで早馬を飛ばしてください。そして後ご詰づめが現れるまで、魔女の渡河を阻止すること。なんとしても阻止すること。断固絶対、阻止すること。それが君の中隊の使命です。よろしい？」

（くっそう、この若造め、何が俺おれの経験を買っているだ。要するに、ただの使い捨ての駒こまじゃねえか！）

　ライバッハのグィスカル評は急降下した。

「詳しいことは、こちらのリガヤと話すように」

　新将軍は背後に控えている背の高い男を指し示した。

「では、行ってよろしい」

　用は済んだと手を振る新将軍にライバッハは敬礼を送った。

「は。失礼いたします」

「ライバッハ中隊長、こちらへ」

　ライバッハはリガヤという目つきの鋭い副官に伴われて将軍の執務室から退出した。

（なんてこった、いちばん危険な任務を押しつけられたわ！　これじゃ輜し重ちよう部隊のほうが何倍もマシだった！　やれやれ、魔女に関わると本当にろくなことがねえ）

　リガヤのあとから兵舎の廊下を歩きながら、ライバッハは内心で大きなため息を吐ついた。




　グィスカル新将軍による中隊長職への復帰。

　この異動が彼の人生を激変させることになろうとは、神ならぬ身のライバッハに予想できるはずもなかった。





あとがき




　どうも、舞まい阪さかです。

　さて「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」二巻をお届けします。

　幸いにして一巻の売れ行きが好調だったようで、三巻で終了……という事態は避けられそうです。

　じつは本作、すでにどういうエンディングにするかが決まっておりまして。

　ただ、ある程度の巻数を重ねないと真のエンディングには辿たどり着つけないのです。

　なので、早々に終了の場合は別のエンディングを作るしかなかったのですが、この調子なら真のエンディングを書けそうです。

　ありがたや～。

　購入していただいた読者さんには伏して謝意を表したいと思います。




　さて。

　お約束どおり、この二巻で主人公の素性が明らかになりました。

　まぁ、だいたいの方は予想どおりだったかと思いますが。

　ということで、今回のあとがきは、そのことについての記述となります。

　内容的にはどうしてもどうやってもどうあってもネタバレになりますので、本編未読の方は先へ進まれませんようお願いします。







　では、よいですか？




　この先はネタバレですよ？

　完全に完璧に一から十まで恐ろしくネタバレですからね？

　本編を読んでない方は次のページを開かないでくださいよ？







　では、ネタバレＯＫの覚悟完了の方だけ、先へお進みください。








　この夏、札幌で某ベストセラーラノベの作者さんにお目にかかったとき、「このナーガの正体は本もと居おり宣のり長ながじゃありませんよね」と言われました（笑）。

　さすがにそれはない。

　いや、面白いとは思いましたが、それをやると作家生命を懸けた一発ギャグになってしまうので、やる勇気はありません。

　ナーガの正体は、ごくふつうに「織お田だ信のぶ長なが」です……って、ふつうと言っていいのかはわかりませんが。

　なんで主人公が信長なのかというと、以前から信長を主人公にした作品を書いてみたかったからです。

　ただ、ラノベでやるとなると当たり前の歴史モノにするわけにはいかず、何か一工夫、一捻ひねりが必要になります。そこでいろいろ考えていたのですが、考えているうちに「織田信奈の野望」が出てしまいましてね。ちょっと悔しかった。で、他の切り口はと、さらに考えたんですが。

　信長召還モノは漫画に多いです。でも、その多くが「召還された（現代）人が戦国時代で信長になる」パターンで、古くは「戦国＊＊＊」（未読の方のために敢あえて伏せ字）が典型例で、最近では「信長協奏曲」とか、いろいろあります。

　さすがにそれだと「信奈」含めて先行作品が多すぎで、今さら感が強いです。

　そのとき、だったら逆に信長が召喚されたらいいんじゃね？　と思った次第。

　これにも「ドリフターズ」という先行作品があるわけですが、あちらは本能寺の変後の信長なのに対して、こちらはまだ桶おけ狭は間ざますら経験してない若い信長ですから、問題なしと判断。

　とまぁ、そんな経緯でこの企画がスタートしたわけでした。

　ＭＦ文庫Ｊさんの主流からはかなり外れたネタで、舞まい阪さかとしても躊ちゆう躇ちよする部分はあったのですが、ここは担当さんの英断に感謝したいと思います。




　以下に本作を書くときに参考にした書籍名を挙げておきますので、興味のある方はぜひお手に取ってみてください。面白いですよ、信長（について書かれた本や小説）。




　まず、直接的な参考資料としては太おお田た牛ぎゆう一いちが記した「信長公記」ですね。これは一般的には「しんちょうこうき」と読みます。「小お瀬ぜ甫ほ庵あん」の「信長記」と区別するためです。わたしは新人物往来社（中川太古訳）版を参考にしました。

　太田牛一は信長より七歳ほど年上ですが、ずっと信長に仕えていた武士で、同時代人であるが故に「信長公記」の歴史的な価値は高いのです。牛一本人も「誓って嘘うそは書いていない」と力説してますし。

　で、その「信長公記」の首巻三十段に「蛇じや替え」という話が載っていまして、あまが池という大蛇が棲すむと言われている池があって、信のぶ長ながが池に潜って本当に大蛇がいるのかを調べる……という話なんですね（これに佐さつ々さ成なり政まさの陰謀が絡んだりしてますが、そちらは省略）。

　本作はこのエピソードから着想を得ました。つまり、大蛇が棲むという池に棲んでいたのは龍神で、潜った信長は龍神の力で異世界に飛ばされてしまった……という発想が生まれたわけです。はっは～、信長もビックリですね。




　ところで皆さんが信長と聞いて真っ先に連想するのは江戸時代に作られたという「鳴かぬなら　殺してしまえ　ホトトギス」という歌ではないでしょうか。

　その歌のせいもあって信長は短気というイメージが定着している感がありますが、実際は違います。信長は意外なことに慎重で我慢強く粘り強い男でした。

　寡兵で大軍に挑むというような戦いも、ほとんどしてません。

　桶おけ狭は間ざまの戦いが有名すぎて奇襲が得意みたいな印象がありますが、じつはそうではないのです。自軍のほうが有利になって初めて動くという慎重さが目立ちます。つまり信長、巷間で思われてるようなイケイケの武将ではないのですよ。

　とはいえ、果断な決断力はあります。やると決めたら単騎駆けも辞さない行動力は見事なものです。

　なんとなく冷酷な印象もありますが、そしてたしかにそんな一面もありますが、周囲の人間に気を配る優しい面も持ち合わせています。秀ひで吉よしの妻（＝ねね）に宛あてた手紙なんか読むと、ホントにこいつ信長か？　と思えること請け合いです。

　あと、信長の父親（＝織お田だ信のぶ秀ひで）はじつに子だくさんで、息子、娘とも十人以上、合わせて二十人以上もの子供がいるのですよ。いくら当時の武将が跡継ぎをもうけて家を存続させるのが務めだとはいえ、精力絶倫にもほどがあると（笑）。

　そんな父親の血を引いているわけですから、たぶん信長だってそっち方面ではなかなかのものだったはず。事実、彼も多くの子供をもうけていますしね。

　それに、本作では信長の年齢を十六、七歳くらいと想定してますが、その年だとすでに美濃から濃姫を嫁に迎えてますし。

　だから彼が多くの魔女っ娘こと懇ねんごろになっちゃっても、それはあり得ないことではないのです。

　というように本作では、巷間で信じられている一般的な信長のイメージとは違う、実像に近い信長を描こうなんていう大それた望みも持っています。

　この二巻でナーガは「一いちか八ばちかの勝負は好きじゃない。相手より多い兵力で戦うのが俺おれの好みだ」とか言ってますが、たぶん実際の信長もそう思っていたと思うのです。

　本作のナーガが信のぶ長ながのイメージにそぐわない言動を取ったとしても、それが舞まい阪さか流解釈による一つの信長像であると思ってください。




　さて、直接的な資料として真っ先に「信長公記」を挙げましたが、それ以外にも数多くの信長関連本──小説や解説本──から着想を得たり影響を受けたりしています。最初に言ったとおり、それらのタイトルを以下に列挙しておきます。




「信長公記を読む」（堀　新編／吉川弘文館）

「信長の戦国軍事学　新装版」（藤本正行／洋泉社）

「信長」（秋山　駿／新潮社）

「フロイスの見た戦国日本」（川崎桃太／中央公論社）

「織お田だ信長合戦全録」（谷口克広／中公新書）

「戦国15大合戦の真相」（鈴木眞哉／平凡社新書）

「地形で読みとく合戦史」（谷口研語／ＰＨＰ新書）

「信長と消えた家臣たち」（谷口克広／中公新書）

「真説　鉄砲伝来」（宇田川武久／平凡社新書）

「戦国時代の大誤解」（鈴木眞哉／ＰＨＰ新書）

「戦国の合戦」（小和田哲男／学研新書）

「桶おけ狭は間ざまの戦い」（小和田哲男／学研Ｍ文庫）

「長篠の戦い」（二木謙一／学研Ｍ文庫）




「別冊歴史読本　疾風！　　織田信長軍団一〇〇人の武将」（新人物往来社）

「別冊歴史読本　織田信長　天下布武への道」（新人物往来社）

「別冊歴史と旅　織田信長　生涯すべての戦い」（秋田書店）

「歴史群像シリーズ①　織田信長　天下統一の謎」（学習研究社）

「歴史群像シリーズ⑳　激闘織田軍団　天下布武への新戦略」（学習研究社）




「信長豪剣記」（羽山信樹／講談社）

「滅びの将　信長に敗れた男たち」（羽山信樹／新人物往来社）

「蒼あおき信長　上下」（安部龍太郎／毎日新聞社）

「第六天魔王信長　上下」（羽山信樹／角川文庫）

「女信長」（佐藤賢一／毎日新聞社）




　う～ん、挙げ出すとキリがないですね。ウチの本棚を隅から隅まで漁るともう少し出てくると思うのですが、この辺にしておきましょうか。

　もちろん、これらの書籍は本作を書くために読んだのではなく、逆に、これらの書籍を読んでいたから本作を書けたと言えます。特に明確な目的もなく好きで読んでいただけの本が後々役に立つこともある、という実例でしょう。




　では最後に恒例の今後の予定。

　来年の一月に「ガブリエラ戦記Ⅵ」が出ます。それがシリーズ本編の最終巻。そのあと三月に短編集が出て、白兎シリーズは完結となります（予定）。全部で十八冊。よく続きました。同じく三月には本作、「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」の三巻が出る予定（あくまで予定）。出るといいな。

　来年には某社で新シリーズが始まるはずです。それの詳細は、またどこかで。




　舞まい阪さか百貨店新別館営業中→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/




　では、来年一月に「ガブリエラ戦記Ⅵ」でお目にかかりましょう。





　　　　二〇一二年十月吉日　舞阪＠十二月でデビュー二十年だ？　洸こう
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